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四国横断自動車道や瀬戸大橋の開通により,香川県は本格的な高速道路時代を迎えてお

ります。

今回「県道山崎御厩線改良工事に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告」として刊行いたします

のは,高松市中間町に所在 します正箱遺跡・薬王寺遺跡についてであります。この遺跡の

調査は,四国横断自動車道の高松西インターチェンジと一般国道11号を結ぶアクセス道路

として計画された県道山崎御厩線改良工事に先立って,香川県教育委員会及び財団法人香

川県埋蔵文化財調査センターが県土木部からの依頼を受け,平成 2・ 3年度に実施 したも

のであり,ま た平成 5年度に調査報告書の刊行に伴 う整理業務を実施したものであります。

この調査では,弥生時代から江戸時代にかけての遺構が検出され,多量の遺物が出上し

ております。特に時代の異なる住居跡が検出され,集落の変遷がたどれることは,地域史

の解明に重要な資料となるものと考えられます。

本報告書が香川県の歴史研究の資料として広 く活用されますとともに,埋蔵文化財に対

する理解と関心が深められる一助となれば幸いです。

最後にな りましたが,発掘調査から出土品の整理・報告書の刊行にいたるまでの間,関

係諸機関並びに地元関係各位に多大な御協力と御指導をいただきました。ここに深 く感謝

の意を表 しますとともに,今後ともよろしく御支援賜 りますようお願い申し上げます。

平成 6年 3月

香川県教育委員会

教育長 松繁 壽義



例  言

1。 本報告書は,県道山崎御厩線道路改良工事に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告書で,香

川県高松市檀紙町正箱76番地ほかに所在する正箱遺跡・薬王寺遺跡 (し ょうばこいせ

き 0や くおうじいせき)の発掘調査報告を収録 した。

2。 発掘調査は,香川県土木部から依頼を受けた香川県教育委員会および財団法人香川

県埋蔵文化財調査センターが実施した。

3。 本報告書の作成は,香川県教育委員会の指導のもとに財団法人香川県埋蔵文化財調

査センターが実施した。

4.発 掘調査は, 6次にわたって下記の期間に実施した。

第 1次調査  ; 平成 2年 11月 8日  ～ 平成 2年 11月 13日

第 2次調査  ; 平成 3年 1月 7日  ～ 平成 3年 2月 16日

第 3次調査  ; 平成 3年 1月 16日  ～ 平成 3年 1月 18日

第 4次調査  ; 平成 3年 4月 18日  ～ 平成 3年 9月 30日

第 5次調査  ; 平成 3年 5月 6日  ～ 平成 3年 9月 4日

第 6次調査  ; 平成 3年 7月 30日 ～ 平成 3年 8月 7日

5。 調査の実施にあた り,下記の関係諸機関の協力を得た。記して感謝 したい。

(順不同,敬称略)

香川県土木部道路建設課′地元各自治会

6。 本報告書で用いる方位の北は,国土座標系Ⅳ系の北であり,標高はTo P。 を基準

としている。また遺構は下記の略号により表示している。

SA 柵列跡    SB 掘立柱建物遺構  SD 溝状遺構  SE 井戸跡

SH 竪穴住居跡  SK 土坑       SP 柱穴    ST 埋葬施設

SX その他遺構
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第 1章 調査の経緯

第 1節 調査にいたる経緯

県内道路網の整備の一環として,県道山崎御厩線道路改良工事を計画していた香川県土

木部では,平成 4年 5月 の四国横断自動車道 (高松～善通寺)の供用開始に備え,早期に

この県道改良工事を具体化する必要があった。そのうち,四国横断自動車道の高松西イン

ターチェンジに近接する県道三木国分寺線と一般国道11号を結ぶ部分は,四国横断自動車

道と国道を結ぶアクセス道路の性格をもち,道路網の整備には欠かせないものでもあった。

設計では幅約30m,延長約3.5kmの 規模で,県道としては比較的大規模な事業計画であっ

第 1表 調査実施一覧表

調査面積 調査期間 調査主体 担  当

第 1次調査 320r
平成 2.11.8

2

「 1     11.13
香川県教育委員会 香川県教育委員会

第 2次調査 1,080m2
平成 3.1.7

2

同   2.16
香川県教育委員会 香川県教育委員会

第 3次調査 454m2
平成 3.1。 16

2

同   1.18
香川県教育委員会 香川県教育委員会

第 4次調査 6,100m2
平成 3.4。 18

2

同   9.30
香川県教育委員会

財団法人
香川県埋蔵文化財調査
センター

第 5次調査 875r
平成 3.5。 6

2

同   9.4
香川県教育委員会 香川県教育委員会

第 6次調査 245m2
平成 3.7。 30

2

同   8.7
香川県教育委員会 香川県教育委員会

合  計 9,074r
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た 。

香川県教育委員会では,昭和63年度から県土木部と当該地の埋蔵文化財の取 り扱いにつ

いて協議を重ねる一方 ,同年 10月 から現地踏査を行ってきたが,用地取得などの条件整備

が終わった平成 2年 11月 と同 3年 1月 に,現地での試掘調査を実施した。その結果,用地

内を流れる古川以北で,延長約330mにわたって旧石器時代から近世にいたる濃密な埋蔵

文化財包蔵地を確認した。県教育委員会では,再度県土木部とその取 り扱いについての協

議を行い,平成 3年度上半期中に延べ9,074」の発掘調査を実施することを決定 した。

発掘調査は,香川県教育委員会が調査主体 とな り実施 したが,埋蔵文化財年間事業計画

と県土木部の工事計画の調整の結果,6次に分けて行い,ま た発掘調査の担当も香川県教

育委員会と財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが分担 して実施した。

第 2節 調査区の設定と調査工程

調査区の設定は,道路建設予定地内に敷設されていた道路センター杭および予定地内を

東西に横切る現有の道路によった。道路センター杭の番号は南から北に向かって大きくな

るが,南端部に敷設されていたヽ290の杭を起点として,M360ま での南北70mを I区′ヽ

360か らヽ430ま での南北70m,東西30mを Ⅱ区,M430か ら市道成合檀紙線のヽ540ま での

南北110m,東西30mを Ⅲ区,それ以北のヽ610ま でをⅣ区と呼称 して大調査区とした。ま

た調査の進行上,M290の 杭を起点として20m四方の方形区画を設け,東から西に向かっ

てAか らFの アルファベットを,南から北に向かって 1か ら17の数字をつけて小調査区を

設定 した。

また遺跡の内容が異なるため, I・ Ⅱ区を正箱遺跡,Ⅲ ・Ⅳ区を薬王寺遺跡 とした。

第 1次調査では,古川以北の延長約230mの区間について,9箇所の トレンチによる試

掘調査を実施した。

第 2次調査では,埋蔵文化財の発掘調査と水路・擁壁工事との調整の結果, 10Ⅱ ・Ⅲ

区の東西両辺部分の幅約 5mの調査を実施した。

第 3次調査では,第 1次調査を実施した範囲の南と北で,延長約840mの 区間について

試掘調査を実施した。

第 4次調査では,第 2次調査を実施した範囲で,未調査部分の調査を実施した。

第 5次調査では,Ⅳ 区の調査を実施した。

-3-
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第 6次調査は,市道中間10号線の付け替え工事に伴い実施した。

第 3節 調査と整理の体制

調査体制

各年度の調査体制は下記のとお りである。

平成 2年度

香川県教育委員会事務局文化行政課

埋蔵文化財係長 大山真充

主任技師  岩橋 孝

技師 北山健一郎

平成 3年度

香川県教育委員会事務局文化行政課

太田彰一

菅原良弘

野網朝二郎

宮内憲生

横田秀幸

石川恵三子

中村 仁

菅原良弘

小原克己(6。 1～ )

野網朝二郎 (～ 5。 31)

宮内憲生

事  横田秀幸 (～ 5。 31)

事  櫻木新士 (6。 1～ )

石川恵三子

財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

課長

課長補佐

副主幹

総務係長

主事

主事

課長

主幹
`

課長補佐

副主幹

総務係長

主

主

主事

所長

次長

松本豊胤

安藤道雄

埋蔵文化財係長 藤好史郎

主任技師  岩橋 孝

主任技師  北山健一郎

総務係長 (庶務)加藤正司 (～ 5。 31)

係長 (庶務)土井茂樹 (6。 1～ )

主査 (土木)山地 修 (～ 5.31)

係長 (土木)今田 修 (6。 1～ )

主任主事  黒田晃郎

調査係長 廣瀬常雄

文化財専門員 西村尋文

技師 濱野圭司
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調査日誌 (抄 )

(第 1次調査)        F I
平成 2年

11月

8日 本日から重機により表土を除去し,試

掘調査を開始する。 トレンチは,9箇所に幅 3

mで設定 した。実掘面積は320」の予定である。

10日  第 3層 の黄色粘質土層上面から掘立柱

建物遺構 ,ピ ット,土坑,溝状遺構などを確認

する。奈良時代から平安時代にかけての上師器

や須恵器 ,中近世の上師器 ,陶磁器 ,それに旧

石器を検出する。全域に遺構が広がることを確

認する。

13日 埋め戻 しを終え,試掘調査を終了する。

(第 2次調査 )

平成 3年

1月

建設予定地西辺部のDl～D6お よび東辺部

のCl～ C8の調査を実施する。東西幅約 5m
の調査である。 ピット,土坑 ,溝状遺構などを

検出した。

7日  調査を開始する。建設予定地西辺部の

Dl～ D6ま での表上を除去する。

11日  掘立柱建物遺構を 5棟以上確認する。

平安時代の上器を検出する。

16日 建設予定地東辺部のCl～ C8ま での

表土を除去する。

24日  C4～ C6で多数のビットと溝状遺構

を検出した。平安時代の土器を検出する。

31日  C6の 土坑から土師器 。須恵器などに

混 じって ,製塩土器が出土する。

2月

建設予定地西辺部のD ll～ C12お よび建設予

定地東辺部のC8～ C12の調査を実施する。遺

構は比較的稀薄であり,中世や近世の遺構 0遺

物が中心となる。

4日 表上の除去を行 う。

12日  Cl1 0 12で井戸と考えられる遺構を検

出。曲物や加工木が出土。

14日  D ll～ C12で多数のピットを検出した。

中世 0近世の遺物が出土する。

16日  本日で現地調査を終了する。

(第 3次調査)

平成 3年

1月

16日 午後から現地での試掘調査に着手する。

2本の トレンチ (延長50m)を 設定 して精査を

行 うが,遺構・遺物ともに確認できない。

17日  4本 (延長100m)の トレンチを設定

して精査を行う。高松市壇紙出張所の南側の ト

レンチで多量のピット,上坑を検出した。土師

器,陶磁器が出上し,中近世の遺構が広がると

判断できる。この地区については事前の保護措

置が必要である。

18日 古川以南で 4本の トレンチ (延長80

p)を設定して精査を行うが,遺構 0遺物とも

に確認できない。

(第 4次調査)

平成 3年

5月

現地調査を開始する。 I区の調査に重点を置

く。弥生土器を出土する竪穴住居や奈良時代を

中心とした時期の土器をともなう掘立柱建物遺

構が認められる。

13日 現地事務所を設営し,本 国から表土除

去を開始する。 I区西側から着手。現地表下約

30clllで 遺構面の黄 (褐)色粘質土を確認する。

22日  I区で竪穴住居 S H01を 確認。周辺に

も多数のビットが見られる。

29日  遺構の発掘に着手。 I・ I ttD l～ 8

S D19020の発掘を開始する。

6月

I区の調査を継続する。掘立柱建物遺構 。柵

列 0井戸・土坑 0ピ ットなど多数を確認する。

奈良時代を中心とした時期の遺構群と考えられ

る。Ⅲ区の調査に着手する。

4日  IttD o E 3 SD02の 発掘を行 う。

県教育委員会松繁教育長が視察。

5日  I ttD・ E3S D02, IttC l SD
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25と C2S B05の発掘を行 う。

6日  IttC 2 SH01の 北部に焼け上が認

められる。

18日  Ⅲ区の表土除去を開始する。

19日  IttC4 3ピ ット, IttD 4 SE02
の発掘を行 う。県教育委員会中村文化行政課長

が視察。

26日  IttC 2 SH01の 発掘を行 う。

7月

I・ Ⅲ区の調査を継続する。 I区には弥生時

代と古代の遺構 。遺物が,Ⅲ 区には中世から近

世にかけての遺構・遺物が広がる。 Ⅱ区の調査

を開始する。

9日  I区の航空測量を行 う。

11日  IttC3 0 4 SB54013,D3SA
02の発掘を行 う。

17日  IttD 3 SE01遺物出土状況および

平面 0断面の実測を行 う。

18日  Ⅲ区の表土除去を開始する。

20日  I区の埋め戻 しを終了する。

22日  Ⅱ区の表土除去を開始する。

26日  Ⅱ区の精査を開始する。

8月

Ⅱ区の調査を継続する。 Ⅱ区には I区からつ

づ く古代の遺構 。遺物が広がる。

1日  Ⅱ区C506,D6 S D12,10Ⅱ 区

Dl～ 8 SD19。 20お よびピットの発掘を行 う。

7日  Ⅱ区 CoD 5 SD09。 10の発掘を行 う。

20日  Ⅱ区の遺構発掘を行 う。 Ⅱ区の航空測

量を行 う。

22日  Ⅲ区の精査を行 う。

27日  Ⅱ区の埋め戻 しを開始する。

30日  Ⅱ区の埋め戻 しを終了する。

9月

Ⅱ oⅢ 区の調査を継続する。 皿区の南部に

は, I区からつづ く古代の遺構が広がる。北部

には,中・近世の遺構 。遺物が認められる。

5日  Ⅲ区の遺構発掘を行 う。

11日  Ⅲ区の航空測量を実施する。

12日  Ⅲ区の上層実測を行 う。

18日  Ⅲ区の埋め戻 しに着手する。

26日  現場事務所を撤去する。

(第 5次調査)

5月

7日 事務所を設営し,器材を搬入する。調

査を開始する。Ⅳ区北端部から表土を除去する。

現地表下約30clllで遺構面の明黄灰色混礫粘土層

を確認。中世末～近世の遺物が遺構面に見られ

る。溝状遺構や大型の土坑が複数認められる。

9日  Ⅳ区D16・ 17で溝状遺構を発掘する。

土師器が出土した。

10日  Ⅳ区D17 SK01を 発掘す る。上師器

と近世磁器が出上した。井戸と思われる。Ⅳ区

S D02・ 23を発掘する。Ⅳ区 S D23か ら近世

磁器が出土した。

18日  Ⅳ区D17 SK08を 発掘する。上坑底

から曲物片が出土する。

20日  Ⅳ区D15 SD21を 発掘す る。土師器

0砥石が出土した。

22日  平面実測を開始する。Ⅳ区D17 SD2
3を発掘する。土師器′染め付け,瓦など中 0近

世の遺物が出土する。

6月

3日  Ⅳ区C14 SK12を発掘する。土師器

・須恵器 。黒色土器などが出土する:本 日で現

地調査を終了する。

4日 埋め戻 しを開始する。

5日 埋め戻 しを終了し,現地を撤収する。

(第 6次調査)

平成 3年

7月

30日  本日から県道山崎御厩線 と交叉する市

道中間10号線部分の調査を実施する。

8月

1日  第 5次調査区の東側に 1箇所 ,西側に

2箇所の調査区を設ける。

7日  第 3層の黄白色粘土・小礫混黄色土か

ら掘立柱建物遺構 ,ピ ット,溝状遺構などを確

認 した。西側の調査区で,現地表下に径10cm以

下の礫を含む黄褐色砂礫土層 (厚 さ70cm以上)

を確認した。古川の旧河道の一部 と考えられる。

本日で調査を終了する。
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整理業務の経過

正箱遺跡・薬王寺遺跡の整理業務は,平成 5年 4月 1日 から9月 30日 までの期間で実施

したが,両遺跡の調査を中心となって実施した職員が他の調査業務を担当した り転出した

ため,廣瀬が担当し西村と北山が補助 した。本報告書の第 4章第 2節は西村が執筆 した。

平成 5年度の整理体制は下記のとお りである。

香川県教育委員会事務局文化行政課 財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

課長

主幹

主幹

総務係長

主任主事

主事

主事

主任技師

主任技師

埋蔵文化財係長 藤好史郎

中村 仁

菅原良弘

小原克己

源田和幸

櫻木新士

石川恵三子(～ 5。 31)

藤原和子 (6。 1～ )

國木健司

森下英治

松本豊胤

真鍋隆幸

土井茂樹

大西健司

廣瀬常雄

整理補助員 葛西 薫

整理補助員 石川ゆか り

整理補助員 長谷川郁子

整理作業員 陶川真由美

整理作業員 前田好美

整理作業員 加藤珠里

整理作業員 谷 純子

所長

次長

総務係長

主査

調査係長
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第 2章 遺跡の立地と環境

第 1節 歴史的環境

正箱遺跡と薬王寺遺跡の周辺では,全長約30mの前方後円墳である御厩天神社古墳など

30基程度の古墳と中世山城・塚などが知られていた 1)。

四国横断自動車道 (高松～善通寺)の建設

に伴って,平成元年度からこの地域で大規模

な発掘調査が実施されている。その結果 ,旧

石器時代から近世にかけての遺跡が確認され

ている。

正箱遺跡・薬王寺遺跡の西方約1.5kmに位

置する六ツロ山 (標高317m)の 北東麓の緩

斜面に位置する中間西井坪遺跡
2)の

調査で ,

旧石器が出上 している。サヌカイ トを素材と

第 3図 遺跡位置図

したナイフ形石器などが中心として出上してお り,数群のブロックを形成するようである。

その下層で広域テフラAT層を確認 している。またこの遺跡の調査では,盛 り上が削平さ

れてお り,必ずしも墳形が明確ではないが,前方後円墳の可能性のあるものを含めて 3基

の古墳を検出している。 4世紀後半を中心とした時期の古墳群である。さらに近接 して ,

埴輪を焼成 したと考えられる大型の上坑と,それに関連したと考えられる大型の竪穴住居

跡を検出している。組合せ式の陶棺・盾形埴輪 0益形埴輪・円筒埴輪などが出上 している。

5世紀初頭を中心とした時期の遺構と考えられる。その他,弥生時代後半から近世にいた

る竪穴住居跡や掘立柱建物遺構 ,自然河川跡などの遺構 ,それに弥生土器,鍬 0柄・杭な

どの弥生時代の木製品,平安時代の斎串 0人形などの木製模造品が出土してお り,周辺に

集落の中心地があることも想定できる。

六ツロ山の西側で実施した国分寺六ツロ遺跡
3)の

調査では,数十点のサヌカイト粂J片を

集中して包含する縄文時代の遺構などを確認している。その他に,弥生時代後期・奈良時

-9-
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1.御厩大塚古墳

2。 大谷塚 3号塚

3.大谷塚 4号塚

4。 万灯塚 1号塚

5。 御厩天神社古墳

6。 御厩池古墳

7.う たい塚古墳

8.山三社古墳

9。 三つ塚古墳

中間西井坪遺跡 19。

正箱薬王寺遺跡 20。

矢塚北古墳   21。

矢塚南古墳   22.

弓塚古墳

本尭寺北 1号墳  28。

本尭寺北 1号墳

本尭寺西古墳

奈良須池北西古墳

堂山城跡

国分寺六ッロ遺跡

国分寺六ッロ古墳

国分寺楠井遺跡

おま泉遺跡

10。

11.

12.

13.

14。

15。

16.

17ち

18.

国分寺下日

名代遺跡

23.

弓塚矢塚古墳  24。

山崎 1号墳   25。

山崎 2号墳   26.

山崎 3～ 12号墳 27.

第 2表 周辺の

代・中近世の遺物を含む自然河川跡を検出している。六ツロ山の山麓には,広範に遺跡が

広がるようである。六ツロ山の南に位置する堂山 (標高302m)か ら派生 した尾根の調査

で,国分寺六ツロ古墳
4)を

確認 している。全長21m程度の小型の前方後円墳で,後円部に

竪穴式石室と粘土椰 ,礫椰の 3基の埋葬施設を設けていた。 4世紀前半の築造時期が考え

られる。

第 2節 地理的環境

高松平野は,香川県のほぼ中央部に位置する東西約1lkm,南北約10kmの 平野である。西

を五色台・堂山などの山塊が,東を立石山・雲附山・五瀬山などの山塊が,南を上佐山な

どの山塊が取 り囲み,北には備讃瀬戸が広がっている。

正箱遺跡 と薬王寺遺跡は,高松平野の西辺部にあたる高松市檀紙町正箱と檀紙町薬王寺

に隣接 して所在 し,周辺一帯は今回の調査着手時には水田に開墾されていた。「台地・段

丘の下位面」
5)に立地してお り,調査地の西と南には,中小河川の古川が蛇行 しながら北

に向って流下 している。西方は,堂山,六 ツロ山,伽藍山などの山並みに閉ざされている

が,東方約 l kmには 2級河川の香東川が北流 し,さ らにその東には高松平野の中心部が広

がっている。遺構が広がる地域の海抜は,27.lmか ら25。 3m程度である。

注

1) 「全国遺跡地図 香川県」 文化庁文化財保護部編集

-11-
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2) 「財団法人香川県埋蔵文化財調査センター年報」平成元年～ 3年度

(平成 2年～ 4年)

3) 「財団法人香川県埋蔵文化財調査センター年報」平成元年度   (平成 2年 )

4) 3)と 同じ

5) 「土地条件図 高松南部」 国土地理院           (昭 和61年 )
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第 3章 調査の成果

第 1節 調査の概要

今回の調査で確認 した遺構・遺物は,遺構から遊離した状態で検出した旧石器時代の遺

物を別にすれば,弥生時代からのものである。現地表下30～ 60cm程度から検出した遺構の

時期は,弥生時代後期,奈良時代後半～平安時代前半 ,中世末～近世の三時期に大きく分

けられる。

以下 ,概要を説明する。

弥生時代の遺構は少ないが, I区で竪穴住居跡 1,土坑 1を検出した。出土遺物から弥

生時代後期の遺構 と考えられる。竪穴住居跡は,深 さ約10cmで検出した。西半分が他の遺

構や後世の削平によって破壊されているものの,直径 6m程度の円形の竪穴住居である。

土坑は,長軸約80cm,短軸約70cm′ 深さ約10cmの規模で検出した。

これらの弥生時代の遺構は,いずれも遺存状況が良くなく,遺構の上面が削平されてい

ると思われ,周辺一帯が後世に地下げされたものと考えられる。

奈良時代後半～平安時代前半の遺構群は,Ⅲ 区でも少数検出しているが, I・ Ⅱ区を中

心として検出してお り,その規模は三時期の遺構群のうちでも,も っとも大きいものであ

る。検出した建物遺構は,すべて掘立柱建物遺構で,面積が40」 を越すような大型の建物

を含めて検出している。これらの建物遺構は主軸方位がほぼ真北方向をもつものと,N―

10° 一Eの主軸方位をもつものに大別できる。その分布状況などからみて ,有機的な関連

をもった建物群として捉えることができる。ただし,掘立柱建物遺構の時期の特定につい

ては,他の遺構との前後関係や,ピ ットの形状から検討を進めたが,検出している状況か

ら判断して,不明確と言わざるを得ない。古代と考えられるものと,中近世の遺構と考え

られるものが混 じる。建物遺構以外では,柵列跡 ,井戸跡′土坑,溝状遺構などを検出し

た。

中世末～近世の遺構は,Ⅲ OⅣ 区を中心として一部 Ⅱ区の北部にまで及び,遺構密度は

比較的高い。主な遺構としては,掘立柱建物遺構 ,井戸跡′土坑′溝状遺構,墓などがあ

-13-



る。

なお,木桶を埋葬の棺 とした近世の墓を三基検出したことから,遺跡範囲内に墓地が含

まれることを確認 した。

その他では, 101区を中心に少量の旧石器が出上 している。主要な器種 としては,ナ

イフ形石器・角錐状石器・翼状争J片などで,古代～近世の遺構に混入する状態で検出して

いる。今回の調査では確認できなかったが,周辺域に旧石器時代の包含層あるいは遺構が

存在 したと思われる。

Ⅲ・Ⅳ区を中心として少量であるが,県外の瓦器が認められた。中世の初頭段階の和泉

型や楠葉型の瓦器である。これらの上器が,正箱遺跡・薬王寺遺跡の南西約 6 kmに ある西

村遺跡周辺で作られた瓦質土器などとともに出土する。在地の土器と搬入された土器が共

存している。
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第 2節 土層序

正箱遺跡・薬王寺遺跡は,古川の東岸に営まれた

遺跡であ り,調査着手時には一部の宅地を除き,調

査対象地のほぼ全域が水田に開墾されていた。東西

の最大幅85m′ 南北の最大幅320mの調査区である。

現地表面の標高は南部で27.lm,北部で25.3h程

度であり,南から北に向って緩やかに傾斜 してお

り,ま た当該地の西側には北に向かって流れている

古川があるため,西に向ってもわずかに傾斜 してい

る。

以下 ,南北方向の上層序の説明をするが,第 4次

調査の東壁の土層図 (第 6図～第10図)と 第 5次調

査の西壁の上層図 (第 11図)で示した。

I・ Ⅱ区の土層序
第 5図 土層図化位置図

I・ Ⅱ区で検出した各遺構の遺存状況があまり良

くなかったことから,広範囲な地下げや削平がこの区域で行われたと思われるが,基本的

には第 1層 一暗灰色粘質土層 ,第 2層一淡灰 (褐)色砂質土層 ′第 3層 一淡黒褐色粘土層

(黄灰褐色粘土層),第 4層一黄 (褐)色粘土層となっている。第 1層 と第 2層は,現在の水

田に伴 う耕作土および旧耕作土と床土層である。第 4層は,いわゆる地山と考えたもので

あり,大部分の遺構が検出できた土層である。現在の水田耕作に伴 う第 102層の下に ,

厚さ 5 cmか ら20c五程度の淡黒褐色粘土層 (黄灰褐色粘土層)が部分的にあり,こ の上には

弥生土器から中世の陶磁器までを包含 している。

南端の 1列から見てみると,6列までは多少の違いはあるものの,上記した層序の堆積

が認められるが,7列では第 1層 の直下に第 4層の黄色粘土層があらわれる。大きな地下

げや削平が 7列以北で行われたと考えられる。

Ⅲ区の上層序

I・ Ⅱ区の北方に設けた調査区であり,基本的には 10Ⅱ 区と同じように第 1層 ―暗灰

色粘質土層 ,第 2層一淡灰 (褐)色砂質土層とな り, I・ Ⅱ区で見られた第 4層 ―黄(褐)色

-15-
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粘土層がその下に堆積 して第 3層 となっている。遺構は,第 3層で検出した。

Ⅳ区の上層序

Ⅲ区の北方約45mに設けた調査区の西壁を図化 したが,第 1層 一暗灰色粘質土層 ,第 2

層一黄褐色砂質土層 ,第 3層 一礫層となっている。南端部に I・ Ⅱ区で見られた黄灰褐色

粘土層が一部堆積するものの基本的には,第 1～ 3層の層序となっている。しか し第 2層

は15列 Jヒ部で消滅 し,16列以北では第 1層 の直下に第 3層の礫層があらわれる。遺構はす

べて第 3層の礫層で検出した。

-22-



第 3節 遺構と遺物

1。 弥生 時代

(1) 竪穴住居

S H01(図版第 9037・ 38,第 12～ 14図 )

C-2で 検出した。西半部が後世の削平とS D19に より破壊され,ま た東半部はS B05

に伴 う柱穴によって破壊されているが,直径約5。 9mの円形の竪穴住居跡が復原できる。

遺構上部が削平されていたため,深 さは約10cmを検出したのにとどまる。

東半部の床面で 2基のビットを確認 した。柱穴掘形は不定形な円形を呈 し,直径約50

cm,深さ約50cmの 規模であった。この竪穴住居跡に伴 う柱穴と考えられる。

竪穴内のほぼ中央部で土坑を検出した。不整形な平面形を呈している。90× 60cm程度の

規模である。この竪穴住居跡に伴 う炉跡と考えられる。

この竪穴住居跡の北端部から外部に伸びる深さ約 5 cm,幅約48cmの 溝状遺構が認められ

るが,検出した状況から判断してS H01に 伴 う排水溝と考えられる。

床面に接して焼土と炭化木を確認 した。中央から外に向かって,放射状に遺存 していた。

炭化 していたものは建築部材と考えられ,こ のことからS H01は焼失した家屋 と考えられ

る。

少量であるが土器と石器が出土している。

土器は 1点図化 した。 1は弥生土器壷である。外面に粗い刷毛 目を残す。

石器は代表的なものを 8点図化 した。 2～ 609は竪穴内で検出した。 2～ 4はサヌカ

イ ト製の石鏃である。凹基式のものと,平基式のものとがある。 4は先端部が欠損してい

る。 5はサヌカイ ト製で,比較的大型の石錐である。大型の粂J片を素材としており,基部

には素材面を大きく残す。 6は太型蛤刃石斧転用の敲き石である。遺存状態は悪 く,約 1

/2しか残っていない。側面には装着痕と考えられる浅い凹みが観察できる。

7・ 8は溝状遺構から検出した。いずれもサヌカイト製の削器である。2点 ともに残り

が悪い。また,刃部の一部には潰れ痕が観察できる。

-23-



―
L.26.9

〇
．
０
凶
　
．
Ｊ
　
Ｉ
Ｉ
Ｉ

風

ゴ
‐
■
―
＝
＝
――‐
―――
―――
―――
―――
―――
脂
―――
＝
Ｌ
肝
―――
¶
――
＝
Ｊ
可

、.ヽ
.

ヽ

ギ
じ
ο

■′季竃ン作墓≒~~三~… 9

1.淡灰褐色砂質土

2.焼土炭混暗灰褐色粘土

3.灰黄褐色シルト

4.焼土炭混灰黄褐色シル ト

5. ″ 黄黒褐色シル ト (焼土・炭多量に含む)
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第12図  S H01実 測図
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第 13図  S H01出 土遺物実測図 (1)
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第14図  S H01出 土遺物実測図 (2)
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(2) 土坑

S K01(図 版第 9・ 37,第 15・ 16図 )

C-2で 検出した。 S H01の北方約 3mに位置する。80× 70cm程度の規模で,深さは10

cm程度であった。後世の小規模な溝状遺構によって中央で分断されているが,S H01と の

位置関係や形態・規模から判断して,竪穴住居の炉跡の可能性がある。

10の土器が出土している。弥生土器甕の小片である。

A          バ
 L.26.6

第 15図  S K01実測図

0               1

1:|!lll   lm.

0              1o    10

1,Hl:|  l cm.

第16図  S K01出土遺物実測図

2。 歴史時代

(1) 建物遺構

S B01(図 版第10・ 39,

第 17・ 18図 )

D-1で S B02・ 04と 重複 して検

出 した。三間 ×二間の東西棟 であ

り,建物主軸はN-80° 一Wを さす。

桁部の柱間距離は,約 220cm′ 約230

cm′ 梁部の柱間距離は,約210cm,約

215cmで ある。

検出した柱穴掘形は深さ約25cm程

度であるが,不定形で直径約70cm程

度から50cm程度であ り,統一性を欠

く。とくに南東隅の柱穴は,直径約

20cm程度の小規模なものである。

S P53と 55の ピット底に接して幼

Q

9門
3

| ◎
墜~丁8

|

◎
|

P56

ヽ
」
」
Ｅ
Ｅ
【

0           2

1:|||||  lm

第17図  S BOl実測図

③
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児頭大の塊石が認められる。柱の根石と考えられる。11の 上器が

南西隅の柱穴 S P52か ら出上している。須恵器皿の小片である。

S B02と 重複して検出しているが,こ の建物遺構の柱穴であ

るS P52053が ,S B02の南西隅の柱穴を壊 していると考えら

れる。

0                10

1:|||||  l cm.

第18図  S B01出土遺物実測図

S B02(図 版第10,第 19図 )

D-1で S B01・ 03004.と 重複 して検

出した。

三間×一間の南北棟であり,建物主軸

はN-8° 二Wを さす。

桁部の柱間距離は,約 180cm,約 205

cm,約 185cmで ,梁部の柱間距離は ,約

365cmで ある。

検出した柱穴掘形は深さ約15cm程度で

あるが,径約70cm程度から約40cm程度で

あ り,統一性を欠 く。とくに南東隅の柱

穴は径約40cm程度の小規模なものである。

S B01と 重複 して検出しているがSB

01の南西隅の柱穴によって,こ の建物遺

構の柱穴が壊されていると考えられる。

S B03(図 版第10,第 20図 )

D-1で S B02と 重複 して検出した。二間×二

間の東西棟であり,建物主軸はN-78° 一Wを さ

す。

桁部の柱間距離は約148cm,約 170cmで ,梁部の

柱間距離は,約 125cm,約 103cmで ある。

柱穴掘形は,深さ約10cm程度を検出したが,い

ずれも直径約20cm程度の小規模な円形を呈する。

S B02と 重複 して検出しているが,柱穴の前後

関係は認められなかった。

0           2

1111 H I  lm.

第19図  S B02実測図
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第20図  S B03実測図
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S B04(図版第10,第 21図 )

D-1で S B01002と 重複 して検出

した三間×二間の南北棟であ り,建物

主軸はN-11° 一Eを さす。

桁部の柱間距離は,約 180cm′ 約170

cm,約 180cmで ,梁部の柱間距離は,約

165cm,約 205cmで ある。

検出した柱穴掘形はいずれも浅 く,

最大のもので深さ約30cm程度であり,

直径約45cm程度である。      _

S P64066 069・ 70071・ 72073の

底に接 して人頭大の塊石が認められる。

柱の根石であろう。

S B01・ 02と 重複 して検出している

が,柱穴の前後関係は確認できなからた。

S B01～ 04は近接 して立地 しているが ,

検出したそれぞれの柱

穴は比較的浅い状態で

あった。 この ことか

ら,こ の周辺は後世に

削平されたものと考え

られる。

S B05(図版第10,

第22図 )

C-2で 検出した四

間×二間の東西棟であ

り,総柱の建物遺構で

ある。建物主軸はN―

78° 一Wを さす。

桁部の柱間距離は ,

|

ρtt O P70
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第21図  S B04実測図
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約170cm,約 130cm,約 175cm,約 155cmで ,梁部の柱間距離は,約200cm,約 200cmで ある。

検出した外側の柱穴掘形は,不定形で統一性を欠 くが一辺約70cm程度 ,深 さ約40cm程度

であり,本来は隅丸の方形になることを意図したものと考えられる。床下の柱穴掘形はい

ずれも直径20cm程度の小規模なものである。

この建物遺構 S B05は ,S H01の埋没後に設けられている。

S B06(図 版第11039,第23024図 )

COD-2で ,s Bo7と重複 して検出した三間×二間の東西棟であ り,建物主軸はN―

80° 一Wを さす。

桁部の柱間距離は,約185cm,約 205cm,約 195cmで ,梁部の柱間距離は,約 170cm,約

165cmである。

検出した柱穴掘形は,深さ約30cm程度であるが,直径は約60cm程度から約30cm程度であ

り,統一性を欠 く。

南東隅の柱穴 S P 184か ら12の上器が出上している。須恵器杯の蓋である。

′ヽ

|

③剛7 6__ゎ 当σ
l

SP 184

12
10

[:lllll  l cm.

第24図  S B06出 土遺物実測図

0           2

1:|||||  lm.

第23図  S B06実測図

この建物遺構にともなうS P 192と 193が ,今回の調査地を南北に横切るS D19に よって

破壊されている。

S B07と 重複して検出しているが,柱穴の前後関係は認められなかった。

S B07(図 版第11,第25図 )

C・ D-2で 検出した四間×二間の面積の広い南北棟であり,建物主軸はN-11° 一E
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をさす。

桁部の柱間距離は ,約 170cm′ 約

140cm,約 160cm,約 180cmで ,梁部の

柱間距離は,約185cm,約 195cmであ

る。

検出した柱穴掘形は,いずれも平

面形が大型の円形を意図 した もの

で,深 さ約20cm程度 ,直径約60cm程

度の規模である。

S B06と 重複 して検出してい る

が ,柱穴の前後関係は認められな

かった。

S B08(図版第11,第 26図 )

D-2で 検出した四間×二間の南

北棟であ り,建物主軸はN-10° 一

Eを さす。

桁部の柱間距離は,約 110cm,約

150cm,約 160cm′ 約140cmで ,梁部柱

間距離は,約 200cm′ 約200cmである。

検出した柱穴掘形は,平面形が円

形を意図したもので,深さ約30cm程

度,直径約50cm程度の規模である。

S B09と 重複 して検 出 してお

―
り,こ の建物遺構の柱穴 S P 250と

S P 271が S B09建 物遺構 の柱穴

S P 251と S P 246に よって破壊され

ている。また,こ の建物遺構に近接

して穿たれているS D20に よって ,

北西隅とその南側の柱穴がそれぞれ

壊されている。
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第25図  S B07実測図
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S B09(図 版第11,第27図)   __

D-2で 検出した。この建物遺構  一

の西側にはS D01が穿たれてお り,

建物西側部分の調査は十分に行えな

かったが,今回は三間×二間以上の

東西棟 として報告 しておく。

建物主軸はN丁 86° 一Wを さす。

桁部の柱間距離は,約 155cm,約

160cm,約 170cmで ,梁部の柱間距

は,約 195cm,約 185cmである。
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検出した柱穴掘形は,いずれも平

面形が円形を意図したもので,約 20

cm程度′直径約50cm程度である。

建物内部に直径約10cm程度の小規

模なピットが認められ,ま た三間×

二間の建物遺構と考えた場合の北西

のピットが,他のピットに較べて小規模なこ

とから二間×二間で総柱の建物遺構の可能性

を残す。

S B08と 重複 して検出してお り,こ の建物

遺構の柱穴 S P 246と S P 251が S B09の 柱穴

S P 271と S P 250を 壊 している。

SB10(図版第11・ 69,第28029図 )

D-3で 検出した総柱の二間×二間の南北

棟である。建物主軸はN-13° ―Eを さす。

桁部の柱間距離は,約 150cm,約 160cmで ,

梁部の柱間距離は,約 150cm,約 160cmである。

検出した柱穴掘形は,いずれも平面形が円形

を意図したもので,深 さ約20cm程度 ,直径約

30cm程度の規模である。建物内部のピットは

0           2

1:|||||  lm.

第27図  S B09実測図
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直径10cm程度の小規模なものである。

S K02を壊 して北西隅の S P 435が 穿たれている。

この建物遺構の南辺中央のピットである S P 432か ら

金属器が出土している。鉄釘 (13)で あろう。

S Bll(図版第39,第 30・ 31図 )

COD-304に また

がって検出した三間×二間

の南北棟である。建物主軸

はN-5° 一Eを さす。

桁部の柱 間距離 は ,約

150cm, 糸り180cm′  糸り190cm

で,梁部の柱間距離は,約

200cm,約 180cmである。

柱穴掘形は深さ約35cm程

度を検出したが,いずれも

平面形が大型の円形を意図

したもので,直径約50cm程

度の規模である。

この建物遺構のピットで

あるS P370か ら土器が出

上している。14は土師器甕

で体部外面と口縁部内面に

粗い刷毛 目を残す。15・ 16

は須恵器杯蓋 と杯身である。

この建物遺構はS B12と

重複 して検出しているが ,

柱穴の前後関係は認められ

なかった。また西側の柱穴

列が,S D20に よって壊さ

ている。
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第30図  SBll実測図

15_: 6

0                 10

1,lllll  l cm.

第31図  SBll出土遺物実測図

-32-

dP4

|

0         3

1 1 1 1cm.

第29図  S B10出土遺物実測図

F0
◎円∞

P366

SP370



S B12(図 版第12,

第32図 )

C・ D-3・ 4に ま

たがって検出した二間

×二間の東西棟である。

建物主軸はN-85° 一

Wを さす。桁部の柱間

距離は ,約 190cm,約

180cmで ,梁部の柱間

距離は ,約 180cm,約

180cmで ある。柱穴掘

形は深さ約30cm程度を

検出したが,いずれも

平面形が円形を意図し

たもので,直径約40cm

程度の規模である。

S P 378の 柱穴底に

接して人頭大の塊石が

認められる。柱の根石

であろう。

この建物遺構はSB

llと 重複 して検出して

いるが,柱穴の前後関

係は認められなかった。

また S P 379は SD

20に壊されている。

S B13(図 版第120

39,第33034図 )

C-4で 検出した。

三間×二間の東西棟
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第32図  S B12実測図
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第33図  SB13実 測図

第34図  SB13出土遺物実測図
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である。建物主軸はN-82° 一

Wを さす。桁部の柱間距離は ,

約200cm,約 180cm,約 170c血 で ,

梁部の柱間距離は ,約 210cm,

約210cmで ある。柱穴掘形は深

さ約30cm程度を検出したが,い

ずれも平面形が円形を意図した

もので,直径約40cm程度の規模

である。 S P502の 柱穴底に接

して人頭大の塊石が認められる。

柱の根石であろう。

S P 499・ 500・ 507か ら17～ 19の

上器が出上している。17は土師器甕

で体部外面に斜め方向の,日縁部内

面に横方向の粗い刷毛 目を残す。18

は須恵器杯蓋 ,19は須恵器杯身の小

片である。

S B54と 重複 して検出してお り,

この建物遺構の柱穴 S P502が SB

54の柱穴 S P 352を 壊 して穿たれて

いる。

S B14(第 35図 )

D-4で 検出した。三間 ×二間の

東西棟である。建物主軸はN-82°

一Wを さす。桁部の柱間距離は,約

150cm,約 160cm,約 190cmで ,梁部の

柱間距離は,約 190cm,約 200cmであ

る。柱穴掘形の平面形は不定形で統

一性を欠くが,深さ約50cm程度′直

径約50cm程度の規模である。
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第35図  S B14実測図
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S B15(図 版第13,第36図 )

C・ D-4で 検出した五間×二間の面積の広い南北棟であり,建物主軸はN-4° 一E

をさす。

桁部の柱間距離は,約 180cm′ 約150cm,約 140cm,約 180cm,約 160cmで ,梁部の柱間距離

は約200cm,約 200cmで ある。

柱穴掘形は深さ約50cm程度を検出した。平面形は不定形で統一性を欠 くが,隅丸の方形

を意図していたと思われ,最大のもので長軸約70cm程度の規模である。

この建物遺構は,S B18と 重複 して検出しているが,柱穴の前後関係は認められなかっ

た 。

前述したS Bllを南の起点として,こ の建物遺構 S B15を含めて後述するS B20あ るい

はS B27な どの建物遺構が,N-4° 一E前後の主軸方位をもって,ほぼ一直線上に並ぶ

ようである。

S B16(第37図 )

C-4で検出した。柱穴の一部が確認できなかったが,三間×二間の東西棟として報告

しておく。建物主軸はN-79° 一Wを さす。

桁部の柱間距離は,約 175cm,約 185cm,約 190cmで ,梁部の柱間距離は,約 150cm′ 約

140cmである。

柱穴掘形は,深さ約20cm程度を検出した。平面形は不定形で統一性を欠くが,隅丸の方

形を意図していたと思われ,長軸約40cm程度の規模である。西側の柱穴列のピットが,南

側の柱穴列のピットに較べて ,

やや規模が大きいようである。

柱穴のJヒ列と東列は検出できな

かったが,周辺を含めた削平に

よるものと考えられる。東側柱

穴夕Jの S P 567は ,調査地を南

北方向に縦断 して穿たれている

S D19に よって壊されている。

S P563 0 566 0 567の 柱穴の底

に接 して人頭大の塊石が認めら

れる。柱の根石であろう。
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S B17(図版第13・ 39,第38039図 )

D-4で 検出した四間×二間の面積の広い南北棟であ り,建物主軸はN-5° ―Eを さ

す。桁部の柱間距離は,約250cm,約 200cm,約 240cm,約235cmで ,梁部の柱間距離は,約

230cm,約 250cmで ある。柱穴掘形は深さ約20cm程度を検出した。平面形は不定形で統一性

を欠 くが,隅丸の方形を意図していたと思われ,長軸約60cm程度の規模である。

S P 790の 柱穴から,20021の 上器が出上している。20は土師器甕の口縁部の小片であ

る。口縁部内面と体部の外面に,横方向の粗い刷毛 目を残 している。21は須恵器杯の底部

である。断面形が方形の高台を貼 り付けている。

◎
Ｐ７８７

|

この建物遺構は,調査地の西

辺近 くで検出したが,その東側

約 3mにはS Bll・ 15020あ る

いはS B27な どの建物遺構がN

-4° 一E前後のほぼ同一主軸

方位をもって一列に並んでいる。

東側柱穴列の南から 2本 目の柱

穴が検出できなかったが,柱通

から約10cm程度東にはずれた位

置に,小規模なピットがある。

S E02を壊 して穿たれたピット

である。このピットにはS B17

建物遺構にともなう柱穴の可能

が残る。

この建物遺構の柱穴は,SD

llを壊 して穿たれている。

1
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第39図  S B17出 土遺物実測図
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S B18(図版第13,第 40図 )

COD-4で 検出した三間×二間

の南北棟であ り,建物主軸はN―

6° 一Eを さす。桁部の柱間距離は ,

約230cm,約230cm,約245cmで ,梁部

の柱間距離は約240cm,約 230cmで あ

る。柱穴掘形は,深さ約30cm程度を

検出した。平面形は不定形で統一性

を欠 くが,長軸約50cm程度の規模で

ある。東側桁部の南から2本 目の柱

穴が今回の調査地を南北に縦断して

穿たれているS D20に よって壊され

ている。

この建物遺構はS B15と 重複して

検出しているが,柱穴の前後関係は

認められなかった。

S B19(図版第14,第 41図 )

C-4で 検出した三間×二間の南

北棟であ り,建物主軸はN-10° 一

Eを さす。北側梁部中央の柱穴は ,

今回の調査地を南北に縦断して穿た

れているS D19に よって壊されてい

る。

桁部の柱間距離は,約 150cm,約

150cm,約150cmで ,梁部の柱間距離

は,約200cm,約 180cmで ある。

柱穴掘形は深さ約30cm程度を検出

した。平面形は不定形で統一性を欠

くが,長軸約60cm程度の規模である。
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S B20(図版第14,第 42図 )

D-4・ 5で検出した四間×二

間の南北棟であり,建物主軸はN

-4° 一Eを さす。桁部の柱間距

離は,約 210cln,約 170cm,約 180

cm,約 195cmで ,梁部の柱間距離

は,約230cm′ 約210cmである。

柱穴掘形は深さ約40cm程度を検

出した。平面形は不定形で統一性

を欠 くが,長軸約50cm程度の規模

である。

S B21・ 24と 重複 して検出して

いる。この建物遺構の柱穴である

S P 730は ,S B24の 柱穴である

S P l170を 壊 して穿たれている。

S B21の柱穴との前後関係は認

められなかった。

S B21(図 版第14039,第 43・ 44図 )

COD-405に わたって検出

した小面積の二間×二間の東西棟

で建物主軸はN-78° 一Wを さす。

桁部の柱間距離は,約 215cm,約

215cmで ,梁部柱間距離は約185

cm,約 175cmである。

柱穴掘形は深さ約20cm程度を検

出した。平面形は不定形で統一性
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第44図  S B21出 土遺物実測図
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を欠 くが,長軸約60cm程度の規模である。

南東隅の柱穴であるS P 670か ら22の上器が出土 している。上師器皿の小片である。

S B20と 重複 して検出しているが,柱穴の前後関係は認められなかった。

S B22(図版第39,第45046図 )

C-5の 調査地東辺部でS B25・ 26028と 重複 して検出した。四間×二間の東西棟であ

り,建物主軸はN-82° 一Wを さす。
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第45図  S B22実測図
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桁部の柱間距離は,約200cm,約 180cm,約 190cm,約 1 95cmで ,梁部の柱間距離は ,約

220cm,約 220cmで ある。柱穴掘形は深さ約40cm程度を検出した。平面形は不定形で統一性

を欠 くが,隅丸の方形になるよう意図していたと思われ,長軸約70cm程度の規模である。

S P 999と 1001の ピット底に接 して幼児頭大の塊石が認められる。

S P 995か ら土器が出土 している。24は土師器皿である。口縁端部は鋭 く仕上げている。

25は須恵器杯蓋である。26～ 30は須恵器杯身である。23は 口縁端部をつまみ上げて丸 くお

さめてお り,一条の凹線文が巡るように見える。土師器甕として報告 しておく。

この建物遺構の北側桁部の柱穴が,S B28の 南側桁部の柱穴によって壊されている。 S

B25026の 柱穴との前後関係は認められなかった。

S B23(図 版第 150

40,第 47・ 48図 )

D-5で 検出した南側

に廂を持つ三間×二間の

東西棟であ り,建物主軸

はN-84° 一Wを さす。

桁部の柱間距離は,約

180cm′ 約200cm,約 195

cmで ,梁部柱間距離は約

230cm,約 210cmで ある。

柱穴掘形は深さ約40cm程

度を検出した。平面形が

隅丸の方形になるよう意

図していたと思われ,一

辺約80cm程度の規模であ

る。

建物南辺か ら約115cm

隔てて同一方向をもつ二

間以上の柵列が認められ

た。廂 として報告 してお

く。
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S P 1242 0 1248・ 1246か ら土器が出土

している。31・ 32は須恵器杯の蓋である。

33は須恵器杯身である。やや内傾気味に

断面が方形の高台を貼 り付けている。

S B24(図版第15,第 49図 )

D-5で S B20・ 27と 重複 して検

出した。

三間×二間の南北棟であり,建物

主軸はN-1° ―Eを さす。

桁部の柱間距離は,約 210cm,約

200cm,約 240cmで ,梁部柱間距離

は,約240cm,約210cmで ある。

柱穴掘形は,深さ約10cm程度を検

出した。遺存状況が悪 く明瞭ではな

いが,平面形は不定形で統一性を欠

く。長軸約60cm程度の規模である。

この建物遺構の南東隅の柱穴であ

るS P l170は ,S B20の柱穴である

S P 730に よって壊 されている。 S

B27の 柱穴との前後関係は認められ

なかった。
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第48図  S B23出土遺物実測図
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S B25(図版第40,第50・ 51図 )
第49図  S B24実測図

C-5で S B22・ 26028と 重複し

て検出した四間×一間の東西棟であり,建物主軸はN-82° 一Wを さす。

桁部の柱間距離は,約 190cm,約200cm,約 190cm,約 190cmで ,梁部柱間距離は,約 470cm

である。

柱穴掘形は深さ約50cm程度を検出した。平面形が隅丸の方形になるよう意図していたと

思われ,一辺約80cm程度の規模である。

S P 1031 0 1033か ら34～36の上器が出上している。34は土師器甕である。体部の上部と

口縁部の内面に粗い横方向の刷毛 目を残す。35は須恵器杯蓋である。口縁端部を下に引き
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第51図  S B25出 土遺物実測図

出している。36は須恵器杯身の小片である。外に踏み出した高台を貼 り付けている。

この建物遺構の柱穴であるS P 1036は ,S B26の柱穴であるS P l126に よって壊されて

いる。また S B28の 柱穴によって北東隅の柱穴が壊されている。 S B22の 柱穴 との前後関

係は認められなかった。

この建物遺構の西側は,今回の調査地を南北に縦断して穿たれているS D02に よって破

壊されてお り十分には確認できなかったが,四間×一間の建物遺構として報告 しておく。
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S B26(第52図 )

C-5で S B220 25028と 重

複 して検出した三間×二間の東

西棟であ り,建物主軸はN―

82° 一Wを さす。

桁部の柱間距離は,約 190cm,

約160cm′ 約230cmで ,梁部柱間距

離は,約300cm,約 120cmである。

柱穴掘形は深さ約10cm程度を

検出した。平面形は直径約40cm

程度の小規模なものであ り,円

形を呈する。

この建物遺構の柱穴であるS

P l126は ,S B25の柱穴である

S P 1036を 壊 して穿たれている。

西側梁部は ,後世の落ち込み遺構によっ

て,ま た東側梁部は調査区の関係で十分な調

査が実施できなかったが三間×二間の規模の

建物遺構 として報告 しておく。

S B27(図 版第15,第 53図 )

D-5で S B24と 重複 して検出した二間×

一間の南北棟であり,建物主軸はN-4° 一

Eを さす。桁部の柱間距離は ,約 200cm,約

200cmで ,梁部柱間距離は,約 350cmである。

柱穴掘形は遺存状況が悪 く,深さ約10cm程

度を検出した。平面形は直径約40cm程度の小

規模なものであり,円形を呈する。

S B24の 柱穴 との前後関係は認められな

かった。
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S B28(図版第40,第54055図)

C-5で S B22・ 25026と 重複 し

て検出した。

三間×二間の南北棟であり,建物

主軸はN-8° ―Eを さす。

桁部の柱間距離は ,約 150cm,約

140cm,約 140cmで ,梁部柱間距離

は,約210cm,約 180cmである。

柱穴掘形は,比較的良好に遺存し

てお り,深さ約60cm程度を検出した。

平面形が隅丸の方形になるよう意図

していたと思われ,一辺約70cm程度

の規模である。

S P 1004と 1038か ら土器が出上し

ている。37は黒色土器A類の椀であ

る。38・ 39は ,須恵器杯の小片であ

る。

この建物遺構の南側の柱穴列であ

るS P 1003 0 1004・ 1038は ,S B22

の北側の柱穴列を壊して穿たれてい

るしまた S P 1040は ,S B25の柱穴

であるS P 1035に よって壊されてい

る。

S B220 25 0260 28の 四棟の建物

遺構は,ほぼ同一あるいは直交する

主軸方位をもって,重複して検出し

た。検出した各建物遺構の柱穴の前

後関係から判断して,S B22・ 280

25・ 26の順で設けられたと考えられ

る。
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第54図  S B28実測図

SP 1038

■■由■■

`b90                10

1:|。 ||||  l cm.

第55図  S B28出土遺物実測図

_「
~¬

ヒ ___′ 口‐― ヽ _____r‐ ‐・
、

-44-



S B29(図版第16,第56図 )

D-5の S B27の北方約2.5mで検出

した二間×二間の南北棟であ り,建物主

軸はN-6° 一Eを さす。桁部の柱間距

離は,約220cm,約210cmで ,梁部柱間距

離は,約180cm,約 220cmである。

柱穴掘形は遺存状況が悪 く,深さ約10

cm程度を検出した。直径約20cm程度の小

規模なものであり,円形を呈する。

南側中央のピットは検出できなかった

が,二間×二間規模の建物遺構として報

告 してお く。

近接 して位置することや′ほぼ同一の

規模・主軸方位をもつことなどからSB

27と の密接な関係が想定できる。

S B30(図 版第16,第 57図 )

C-5で S B31と 重複 して検出した。

三間×二間の南北棟であり,建物主軸は

N-5° 一Eを さす。桁部の柱間距離は

約130cm,約 170cm,約 190cmで ,梁部の柱

間距離は,約 190cm,約 200cmである。

柱穴掘形は深さ約40cm程度を検出した

が,平面形は不定形であり,それぞれの

規模も長軸約80～ 40cmと 統一性を欠 く。

この建物遺構の柱穴であるS P l136 0

1137・ 113901140・ 1141は , S B31の 柱

穴とS D10に壊されている。

南と西に溝状遺構が穿たれており両辺

が十分には確認できなかったが,三間×

二間規模の建物遺構として報告しておく。
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S B31(図版第16,第58図 )

C-5で S B30と 重複 して検出し

た。総柱の二間×二間の東西棟であ

り,建物主軸はN-85° 一Wを さす。

桁部の柱間距離は,約 180cm,約 180

cmで ,梁部の柱間距離は,約 150cm,

約160cmである。

柱穴掘形は深さ約30cm程度を検出

した。平面形は不定形であるが,一

辺が80cm程度の隅丸方形を意図して

いたようである。

この建物遺構の柱穴は,S B30の

柱穴とS D09を壊 して穿たれている。

S B30と 同様に南と西に溝状遺構

が穿たれてお リメとくに西辺がSD

19に よって壊されているが,二間×

二間規模の建物遺構として報告して

おく。

S B32(図版第17,第 59図 )

D-5で 検出した。三間×二間の

東西棟であ り,建物主軸はN-89°

一Wを さす。

桁部の柱間距離は,約 165cm,約

155cm,約 170cmで ,梁部の柱間距離

は,約210cm,約 230cmである。

柱穴掘形は深さ約15cm程度を検出

した。遺存状況が悪 く,平面形は不

定形であるが,小規模な円形になる

ことを意図しているようである。

北西隅部の ピットが検出で きな
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第58図  S B31実測図
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かったが,三間×二間規模の建物遺構として報告 しておく。

S B32は D列に設けられている掘立柱建物遺構群のうち,北端部に位置 している。
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第60図  S B33実測図

S B33(図版第17,第 60図 )

C-6で S B34と 重複 して検出した。

三間×二間の南北棟であり,建物主軸

はN-2° ―Eを さす。

桁部の柱間距離は,約 160cm,約 150

cm,約 150cmで ,梁部の柱間距離は,約

150cm,約 225cmで ある。

柱穴掘形は深さ約50cm程度を検出し

た。平面形は不定形であるが,隅丸の

方形を呈することを意図していたと考

えられ,長軸約70cm程度の規模である。

この建物遺構の柱穴であるS P 1378

は,S B34の 柱穴であるS P 1372を 壊

して穿たれている。

北西両辺の柱穴列が,今回の調査地

を南北に縦断するS D19と S D20に

よって壊されている。

S B34(図版第17・ 40,第61062図 )

C-6で S B35と 重複 して検出した。

三間×二間の南北棟であり,建物主

軸はN-5° 一Eを さす。

桁部の柱間距離は,約 160cm,約 160

cm,約 150cmで ,梁部の柱間距離は,約

180cm,約 200cmで ある。

柱穴掘形は深さ約30cm程度を検出し

た。平面形は不定形であるが,二辺60

cm程度の隅丸の方形を呈することを意

図していたと考えられる。
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第61図  S B34実測図

LIHI T吼
第62図  S B34出土遺物実測図
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S P 1371か ら40の上器が出上 している。須恵器の杯蓋である。

この建物遺構の柱穴であるS P 1372は ,S B33の柱穴であるS P 1378に よって壊され ,

また西辺の柱穴列が,今回の調査地を南北方向に縦断するS D19に よって壊されている。

S B35(図版第 18・ 40,第63064図 )

C-6で 検出した三間×二間の南北棟である。

建物主軸はN-3° ―Eな さす。

桁部の柱間距離は,約 190cm,約 210cm,約 135cmで ,梁部の柱間距離は,約 170cm,約

190cmである。

柱穴掘形は深さ約40cm程度を検出した。平面形は不定形であり統一性を欠くが,最大の

もので長軸約80cm程度の規模である。

柱穴列のうち西側の柱穴が,今回の調査地を南北方向に縦断するS D20に よって壊され

ており,ま た南側の柱穴がS D19に よって壊されている。良好な検出状況ではないが、三

間×二間規模の建物遺構として報告 してお

く。

この建物遺構の南方約 2mには,ほぼ同

一の主軸方位と柱通をもつ S B33が位置 し

てお り,密接な関係が想定できる。

S P 1440か ら41と 42の土器が出土 してい

る。須恵器の杯蓋である。
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第63図 S B35実測図

S B36(図版第18040,第 65・ 66図 )

C-6で S B37と 重複 して検出した。
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第64図  S B35出土遺物実測図

三間×二間の東西棟であり,建物主軸はN-88°
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―Eを さす。

桁部の柱間距離は,約230cm,約 220cm′ 約170cmで ,梁部の柱間距離は,約 220cm,約

210cmである。

柱穴掘形は深さ約40cm程度を検出したも平面形は不定形であり統一性を欠 くが,隅丸の

方形を意図していたようであり,一辺約60cm程度の規模である。

南東隅の柱穴であるS P 1330が S K06を壊 して穿たれている。

S P 1330・ 1335・ 1338か ら43～ 49の上器が出土 している。43は土師器甕である。45・ 460

49は須恵器杯身である。47は土師器皿である。内面に赤色顔料を塗布 している。44048は
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第65図  S B36実測図
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第66図  S B36出土遺物実測図
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須恵器杯蓋である。

S B37と 重複 して検出しているが

S B37(図 版第18,第 67図 )

,柱穴の前後関係は認められない。

C-6で S B36と 重複して検出した。三間

×二間の南北棟であり,建物主軸はN-0°

一Wの 真北をさす。桁部の柱間距離は,約

170cm,約 170cm,約 190cmで ,梁部の柱間距離

は,約 175cm,約 180cmである。

柱穴掘形は深さ約30cm程度を検出した。平

面形は不定形であり統一性を欠 くが,最大の

ものは一辺約60cm程度の規模である。

S B36と 重複 して検出しているが,柱穴の

前後関係は認められない。

S B38(図版第18,第 68図 )

C-7で 検出した三間×二間の東西棟であ

る。建物主軸はN-85° 一Wを さす。桁部の

柱間距離は,約 160cm,約 160cm,約 160cmで ,

梁部の柱間距離は,約 180cm,約

190cmである。

柱穴掘形は深さ約20cm程度を検

出した。平面形は不定形であり統

一性を欠 くが,円形になることを

意図していたと考えられる。最大

のもので直径約60cm程度の規模で

ある。

東辺部の柱穴のうち,S P 1559

と1568が今回の調査地を南北に縦

断するS D19に よって、 S P 1560

が S D20に よって壊されている。

この建物遺構は,S B39と とも
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第67図  S B37実測図
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にC列に設けられている掘立柱建物遺構群のうち ,

S B39(図 版第18・ 19,第69図 )

C-7で S B55と 重複 して検出した二

間×一間の東西棟である。建物主軸はN

-85° 一Wを さす。桁部の柱間距離は ,

約390cmで ,梁部の柱間距離は,約 150

cm,約 150cmで ある。

柱穴掘形は深さ約20cm程度を検出した。

平面形は不定形であり統一性を欠 くが ,

隅丸の方形になることを意図していたと

考えられ,最大のもので一辺約80cm程度

の規模である。

この建物遺構の南北両側に上坑があっ

|◎

北端部に位置 している。
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1,|||||  lm.

第69図  S B39実測図

たため,十分には確認できなかったが二間×一間規模の建物遺構として報告 しておく。
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S B40(図 版第19,第 70図 )

COD-9で S B41と 重複 して検出した四間×一間の東西棟である。建物主軸はN-8

8° ―Wを さす。

桁部の柱間距離は,約 190cm,約 180cm,約 190cm,約 200cmで ,梁部の柱間距離は ,約

390cmで ある。

柱穴掘形は深さ約40cm程度を検出した。平面形は小型の円形を呈する。最大のもので直

径約30cm程度の規模である。

S D14を壊 して S P 1633と 1636が穿たれている。

S B41(図 版第19,第 71図 )

C-0で S B40と 重複 して検出した三間×一間の東西棟である。建物主軸はN-85° 一

Wを さす。桁部の柱間距離は,約 200cm,約 200cm′ 約200cmで ,梁部の柱間距離は,約 480

cmである。

柱穴掘形は深さ約25cm程度を検出した。平面形は円形を呈する。最大のもので直径約30

cm程度の規模である。

S D14を壊 して S P 1643と 1644が 穿たれている。
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第71図  S B41実測図
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S B42(図版第20,

第72図 )

C-10で検出した三      _                 _

間 ×― FH57西 棟 で あ

 く

1 9Ptt Pe―

PΩ  Pピ

|

る。建物主軸 はN―

85° 一Wを さす。

桁部の柱間距離は ,

約200cm,約 180cm,約

200cmで ,梁部の柱間
P1737       P1736      P1735       P1734

距離は,約 410cmで あ  、  l ⑪
-0~~~~o一

一一―。
 |

T.N.

A

る 。

柱穴掘形は深さ約30

cm程度を検出した。平

第72図  S B42実測図
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一 L.27.0

面形は円形を呈する。

最大のもので直径約40

cm程度の規模である。

S B43(第 73図 )

C-11で検出した二間×一間の南

北棟である。建物主軸はN-9° 一

Eを さす。

たが,二間×一間規模の建物遺構と

して報告しておく。

1 
彎PB″    円“

89 1

桁部の柱間距離は,約 190cm,約

180cmで ,梁部の柱間距離は,約 330

cmで ある。

柱穴掘形は深さ約30cm程度を検出

Pr84e (D

した。平面形は円形を呈する。最大 く  | °翌L―――――翠Ъ

のもので直径約40cm程度の規模であ

＝
之
Ｌ
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る。

西側中央の柱穴は確認できなかっ
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第73図  S B43実測図

-53-



S B44(第 74図 )

C-12で検出した二間×二間の

南北棟である。建物主軸はN―

10° 一Eを さす。

桁部の柱間距離は ,約 190cm,

約200cmで ,梁部の柱間距離は ,

約175cm,約 145cmである。

柱穴掘形は深さ約40cm程度を検

出した。平面形は円形を呈する。

最大のもので直径約40cm程度の規

模である。

北側中央の柱穴は確認 で きな

かったが,二間×二間規模の建物

遺構 として報告してお く。

S B45(第 75図 )

C-1で 検出した。調査区の東

端部で検出したため,建物遺構の

■ .ヽ
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― L.27.0
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第74図  S B44実測図

西辺部のみの確認であるが,南北三間の建物遺構として報告 してお く。建物主軸はN―

3° ―Eを さす。

柱間距離は,約220cm,約 170cm,約 200cmである。

柱穴掘形は,深さ約60cm程度を検出した。平面形は隅丸の方形を意図しているようであ

り,一辺約80cm程度の規模である。

S B46(図版第20,第75図 )

C-5で S B22025・ 26・ 28の東側で検出した。調査区の東端部で検出したため,建物

遺構西辺の柱穴列のみの確認であるが・,南北三間の建物遺構として報告してお く。建物主

軸はN-3° 一Eを さす。

柱間距離は,約 170cm,約 200cm,約 200cmである。

柱穴掘形は,深さ約40cm程度を検出した。平面形は不定形で統一性を欠 くが,長軸約40

cm程度の規模である。

S D08を こわして S P 1008が 穿たれている。
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S B47(図 版第20,第 75図 )

C-5・ 6で検出した。調査区の東端部で検出したため,建物遺構西辺の柱列のみの確

認であるが,南北四間の建物遺構として報告 しておく。建物主軸はN-8° 一Eを さす。

柱間距離は,約210cm,約180cm,約 210cm,約 180cmである。

柱穴掘形は,深さ約70cm程度を検出した。平面形は隅丸の方形を呈する。最大のもので

一辺約100cm程度の規模である。

この建物遺構の柱穴であるS P 1050は ,S B49の柱穴であるS P 1301を 壊 して穿たれて

お り,S P 1048が S B48の柱穴 S P 1321に 壊されている。

S B48(第75図 )

C-5・ 6で検出した。調査区の東端部で検出したため,建物遺構西辺の柱穴列のみの

確認であるが,南北三間の建物遺構として報告 しておく。建物主軸はN-11° 一Eを さす

柱間距離は,約320cm,約 280cm,約 250cmである。

柱穴掘形は,深さ約50cm程度を検出した。平面形は小型の円形を呈する。最大のもので

直径約50cm程度の規模である。

この建物遺構の柱穴であるS P 1321は ,S B47の柱穴であるS P 1048を 壊して穿たれて

いる。

S B49(図版第21,第75図 )

C-6で 検出した。調査区の東端部で検出したため,建物遺構西辺の柱穴列のみの確認

であるが,南北四間×一間以上の建物遺構として報告しておく。建物主軸はN-3° 一W

をさす。

桁部の柱間距離は,約 190cm,約 170cm,約 190cm,約 200cmで ,梁部の柱間距離は,約

210cmで ある。

柱穴掘形は,深さ約30cm程度を検出した。平面形は方形を呈する。最大のもので一辺約

80cm程度の規模である。

この建物遺構の柱穴であるS P 1301は ,S B47の柱穴であるS P 1050に よって壊されて

いる。

S B50(図 版第21,第75図 )

D-3で S B51と 重複して検出した。調査区の西端部で検出したため,建物遺構東辺の

柱穴列のみの確認であるが,南北三間の建物遺構として報告 してお く。建物主軸はN=

11° 一Eを さす。
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柱間距離は,約200cm,約 170cm′ 約160cmである。

柱穴掘形は,深 さ約80cm程度を検出した。平面形は隅丸の方形を呈する。最大のもので

一辺約110cm程度の規模である。

この建物遺構の柱穴は,いずれもS B51の 柱穴によって壊されている。

S B51(図 版第21,第76図 )

D-3で S B50と 重複 して検出した。調査区の西端部で検出したため,建物遺構東辺の

柱穴列のみの確認であるが,南北三間の建物遺構 として報告 してお く。建物主軸はN一

10° 一Eをさす。

柱間距離は,約 190cm,約 150cm,約 180cmである。

柱穴掘形は,深さ約60cm程度を検出した。平面形は隅丸の方形を呈する。最大のもので

一辺約100cm程度の規模である。

この建物遺構の柱穴は,いずれもS B50の 柱穴を壊して穿たれている。

S B52(図 版第21,第76図 )

D-3・ 4で検出した。調査区の西端部で検出したため,建物遺構東辺の柱穴列のみの

確認であるが南北二間の建物遺構として報告 しておく。建物主軸はN-6° 一Eを さす。

柱間距離は,約 150cm,約 130cmである。

柱穴掘形は,深さ約70cm程度を検出した。平面形は隅丸の方形を呈する。最大のもので

一辺約90cm程度の規模である。

S B53(図 版第22,第76図 )

D-4で 検出した。調査区の西端部で検出したため,建物遺構東辺の柱穴列のみの確認

であるが,南北四間の建物遺構として報告しておく。建物主軸はN-9° ―Eを さす。

柱間距離は,約 170cm,約 150cm,約 180cm,約 140cmである。

柱穴掘形は,深さ約40cm程度を検出した。平面形は隅丸の方形を呈する。最大のもので

一辺約70cm程度の規模である。

S B54(図 版第12,第 76図 )

C-304で 検出した。検出状況が良くないが,三間×二間以上の規模の建物遺構として報

告しておく。建物主軸はN-10° 一Eを さす。柱間距離は,約 180cm,約 160cm,約 195cmで ある。

柱穴掘形は,深さ約10cm程度を検出した。平面形が円形を呈するようであり,直径約80

cm程度の規模である。

この建物遺構の柱穴であるS P 352が ,S B13の柱穴であるS P 502に壊されている。
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S B55(図版第18,第76図 )

C-6・ 7で検出した。検出状況が良くないが,二間×一間以上の規模の建物遺構とし

て報告 してお く。建物主軸はN-12° 一Eを さす。

柱間距離は,約120cm,約 130cmである。

柱穴掘形は,深さ約40cm程度を検出した。平面形は隅丸の方形を呈する。最大のもので

一辺約70cm程度の規模である。

この建物遺構の北部分はS B39の 柱穴や S K08に よって壊されている。

S B56(図版第22,第76図 )

B-3で 検出した。検出状況は良くないが,南辺が二間の規模の建物遺構として報告 し

ておく
`建

物主軸はN-75° 一Wを さす。

柱間距離は,約 120cm,約 140cmである。

柱穴掘形は,深さ約20cm程度を検出した。平面形は不定形な円形を呈し,直径約40cm程

度の規模である。

S B57(図版第22,第76図 )

E-2で 検出した。検出状況が良くないが,北辺が三間の規模の建物遺構として報告 し

ておく。建物主軸はN-72・ ―Wを さす。

柱間距離は,約 120cm,約 160cm,約 150cmである。

柱穴掘形は,深さ約50cm程度を検出した。平面形は隅丸の方形を呈する。最大のもので

一辺約50cm程度の規模である。

(2) ‖冊夕J

S A01(図版第10,第 78図 )

C-2で 三間分を検出した。S B05と 06の間に位置する。主軸方位は,N-7° 一Eを さ

す。

柱間距離は,北から約220cm,約 200cm,約 180cm程度である。

検出した柱穴掘形は,平面形は円形を呈するようであるが,深さ約10cm程度 と浅いもの

であった。後世の削平をうけて,上部を失っているようである。最大規模のもので直径約

30cm程度である。

主軸方位は,北方約 1。 8mで検出した S B06に おおむね平行する。

三間の柵列として報告 しておく。
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S A02(図 版第40,第 77・ 78図 )

D-3で 五間分を検出した。 S B10の 南約1.8mに 位置する。主軸方位は,N-78° 一W

をさす。

柱間距離は,西から約180cm,約 165cm,約 205cm,約 205cm,約 190cm程度である。

検出した柱穴掘形は,平面形は円形を呈するようであるが,深 さ約10cm程度 と浅いもの

であった。後世の削平をうけているようである:最大規模のもので直径約30cm程 度であ

る。

S P 402か ら50の須恵器杯が出上している。

主軸方位は,おおむね S B10に直交する。

五間の柵列として報告 しておく。

S A03(第 78図 )

D-4で 三間分を検出した。 S B14の 南約1.6mに位置する。主軸方位は,N-82° 一W

をさす。

柱間距離は,西から約260cm,約 240cm′ 約250cm程度である。

検出した柱穴掘形は,平面形は円形を呈するようであるが,深さ約10cm程度 と浅いもの

であった。後世の削平をうけているようである。最大規模のもので直径約30cm程度であ

る。

主軸方位は,おおむね S B14に平行する。

三間の柵列として報告 しておく。

S A04(第78図 )

C-5で 四間分を検出した。 S B22の 南約0.9mに位置する。主軸方位は,N-84° 一W

をさす。             ・

柱間距離は,西から約220cm,約 190cm,約 190cm,約 180cm程度である。

検出した柱穴掘形は,平面形は円形を呈するようであるが,深 さ約10cm程度 と浅いもの

であった。後世の削平をうけているようである。最大規模のもので直径約30cm程度であ

る。

主軸方位は,おおむね S B22に 平行する。

四間の柵列として報告 しておく。

S A05(図版第15,第 78図 )

D-5で 三間分を検出した。 S B23の 南約1.Omに位置する。主軸方位は,N-81° 一W
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をさす。

柱間距離は,西から約170cm,約 180cm,約 170cm程度である。

検出した柱穴掘形は,平面形は円形を呈するようであるが,深 さ約10cm程度 と浅いもの

であった。後世の削平を うけているようである。最大規模のもので直径約 30cln程 度であ

る。

主軸方位は,おおむね S B23に平行する。

三間の柵列として報告 しておく。

S A06(第 78図 )

C-12で三間分を S B44と 重複 して検出した。主軸方位は,N-83° 一Wを さす。

柱間距離は,西から約190cm,約 220cm,約 190cm程度である。

柱穴掘形は,深さ約40cm程度を検出した。いずれも平面形は円形を呈 してお り,直径約

40cm程度の規模である。

三間の柵列として報告 しておく。

(3) 溝状遺構

S D01(図版第23・ 40,第 79・ 80図 )

D-2で 全長約31m,幅約8。 2m～約1.4m,深 さ約 0。 3m

程度の規模で検出した。N-9° 一Eの主軸方位をもって ,

北に向って流れていると思われる。D-2の 北辺部で東西方

向に流れをもつ S D02と 合流するが,合流部分で不整形に広

がって最大幅となっている。調査区の南端部で検出したため

に不明な点が多いが,幅 1.4m程度で断面形がU字状を呈 し

一 L.26.6

0               1

1,|||||   lm.

第79図  S D01断面実測図

1

52

司 戸

∠
0                10

1:|||||  l cm.

第80図  S D01出 土遺物実測図
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ている溝状遺構である。

51～ 55の上器が出土してい

る。51は土師器の小皿である。

底部から内彎気味に立ち上が

り,日縁端部は丸 くおさめて

いる。52～ 55は須恵器である。

52は杯蓋で,口縁端部は折 り

曲げ,鋭 く引き出して作って

いる。53・ 54は小片であるが

杯の体部である。

S D02(図版第400410

69,第81～ 83図 )

D-3か らE-3に かけて

全長約25m,幅約8。 7m～約

1.6m′ 深さ約0。 2m程度の規

模で検出した。ほぼN-80°

―Wの主軸方位をもって,西

に向って流れていると思われ

る。西に較べて東部分の遺存

状況が悪 く,不安定な状態で

溝の底を検出している。D一

2の北辺部で南北方向に流れ

をもつ S D01と 合流する。D

-3西 辺部で見 られ るよう

に,本来は 9m程度 の幅を

もって,西に向かって穿たれ

ていた断面形がU字状の溝状

遺構であらたと考えられる。

56～ 98の上器と99の金属器

が出土している。
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56057は土師器小皿であ

る。丸味を帯びた底部から

緩やかに外反 しながら立ち  U

上が り,日縁部にいたる。

58059は土師器杯である。

60～ 63は土師器甕である。

面形は浅いU字状を呈する。

一の規模で同じような主軸方位をもつ

溝状遺構を検出している。

103～ 105の上器が出土 している。

103は小型の土師器甕である。体部面

に微かに縦方向の粗い刷毛 目が残る。

|,! l l l icm.   |

第83図  S D02出土遺物実測図

60は小型品で,体部外面に縦方向の粗い刷毛 目を残 している。64～ 98は須恵器である。

80～ 86は壷の底部であろう。99は鉄鏃である。雁又鏃で一方の刃部と茎基部を欠失 してい

る。遺存 している刃部は内側を向いている。茎の断面形は正方形に近い。

S D03(図 版第41,第84085図 )

―
L.26.7

C-3か らD-3に かけて全長約16m′ 幅約2.Om～約 0。 5m′ 深   ム
、ノ

メ
′

さ約0.2m程度の規模で検出した。 N-80° 一W程度 の主軸方位を |:|||||   lm.
もって,西に向って流れていると思われる。 第84図  S D03断面実測図

遺存状況が悪 く,不安定な状態の溝状遺構であるが,検出した位

蜃I言馨1]を

“

I[二象IIIl誓:「『 ヨニ‐ 0

1lt
t    102

0                1o

S D02003は 同一の溝状遺構と考えられ,こ の         |:|IHI   l cm.

ことから全長約41mを検出したことになる。      第85図  S D03出土遺物実測図

S D03か ら100～ 102の須恵器が出上している。いずれも小片である。

S D04(図版第41,第86087図 )

B-3か らC-3に かけて全長約25m,幅約 1。 Om,深さ約0.2m

程度の規模で検出した。N-80° 一W前後の主軸方位をもって,西

に向って流れていると思われる。B-3の 中央部で南に屈曲する。

遺存状況は悪 く,西端はC-3で 消滅 している。北方約4.5mで同

~        ―一―L.26.7

守
0              1

1,illll   lm.

第86図  S D04断面実測図

F'103
0 10

1:llHI .l cm.

第87図  S D04出土遺物実測図
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S D05(図版第23・ 42,第 88・ 89図 )

D-4の 北部で全長約15m,幅約5。 7～ 1。 2m,深 さ約0。 lm程度の規模で検出した。平面

形が不整形で明瞭ではないが,N-80° 一W前後の主軸方位をもって,西 に向って流れて

いると思われる。遺存状況は悪 く,東端は浅 くなって消滅し,終わっている。

106～ 111の土器が出上している。106は小型の上師器甕である。体部に縦方向の粗い刷

毛 目が残っている。107～ 111は須恵器である。111は小片であるが大型品の口縁部 として

図化 した。
一一L.

第88図  S D05土層実測図

0               1

1,11111   1m.

107

S D06(図版第42,第90図 )

C-4の 調査区東端で全長約2.3m,幅約0.5m,深 さ約0.2m程度の規模で検出した。東

部分は調査区外にのび,ま た西部分は消滅 してお り,検出できなかった。

小規模な検出状況であるが,溝状遺構として報告しておく。

112～ 115の上器が出上している。115は緑釉陶器椀である。軟質の緑釉陶器で削 り出し

た平高台をもつ。京都産の緑釉陶器であろう。

108"6祠
戸

第89図  S D05出土遺物実測図

ヽ
―

一

礼

きなかった。S D06と ほぼ同じような主軸方位

をもって穿たれている。

0                 10

1,|||||  l cm.

0                10

1111!||  l cm.

0          1 2.ベ ース混淡黒色粘土

|:ll!ll  Jm.

第91図  S D07土層実測図

７

伍
「
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▼
ヽ

第90図  S D06出 土遺物実測図

Sb07(図版第42,第 91・ 92図 )

S D06の北方約0.5mで検出した。全長約9。 Om′ 幅約0.5m′ 深さ約0。 2m程度の規模で

[1[[T糧員信7][1:F」驚:「尾曇l ~TJヽく≡金≡≡フ
ゴ

1.淡黒色粘土

1.淡黒色粘土

109
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116～ 120の上器が出土 している。116は土師器皿である。やや丸みを帯びた底か ら外反

気味に立ち上がる。117・ 118は 土師器甕である。117は体部外面に縦方向の,日縁部内面に

0                10

[:|||||  l cm.

第92図  S D07出土遣物実測図

横方向の細かい刷毛 目を残す。120は須恵器杯である。焼成が不良であり,貼 り付けた高台

が景J落 している。

0           10

1:lllll  l cm.

第93図 S D08出土遺物実測図

S D06・ 07と ほぼ同じような主軸方位をもって穿たれている。

S B46の柱穴であるS P 1009が ,こ の溝状遺構の埋没後に穿たれている。

121の須恵器が出上している。焼成は,あまり良くない。

S D09(図 版第24042043,第 94095図 )

C-5か らD-5に かけて,全長約32.2m,幅約0。 7m,深さ約0。 2m程度の規模で検出

した。N-80° 一W前後の主軸方位をもって穿たれてお り,東西両方向ともに調査区外に

S D08(図 版第42,第93図 )

CT5で 検出した。全長約2.6m′ 幅約0。 3m′ 深

さ約0,07m程度の規模で検出したが,東は調査区外

に伸びてお り,確認できなかった。西はS B22の 西

辺柱穴列と重複 しておわっている。

のびている。断面形はU字形を呈する。

C-5の 西北部でSD090100110120

め,検出状況が不明瞭であるが,S D10・

19020の 6条の溝状遺構が複雑に錯綜するた

11012119・ 20の 5条の溝状遺構によって破壊

S D09           q nln
ァー L.26.8されていると報告しておく。 一

S B29・ 30031・ 47の柱穴

によって壊されている。

122～ 142の上器が出上して

いる。122は土師器小皿,123

1.暗灰褐色粘土 (マ ンガン粒含む)

2.ベース混淡黒色粘土 (マ ンガン粒含む)

3.ベース混灰黄色粘土

m. 4.淡 黄黒色粘土 (マ ンガン粒含む)

5.淡黄色粘EL(マ ンガン粒多量に含む)

SD09 010土層実測図

|:lllll  l

第叫図
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・124は土師器皿である。赤色顔料の塗布は認められない。139は小片であるが大型須恵器

の口縁部 として図化 した。141は須恵器円面硯 として図化 した。脚部の破片で方形 の透か

し孔が認められ ,直下に一条の沈線文が巡 る。142は軟質の上器である。把手部 として図化

した。

130

-~―
-31

》
r

第95図  S D09出土遺物実測図

S D10(図版第24043・ 44・ 69,第 94・ 96図 )

C-5で 全長約10m,幅約1.6m′ 深さ約0。 4m程度の規模で検出した。N-80° 一W前

後の主軸方位をもって穿たれてお り,東方向は調査区外にのびている。断面形はU字形を

呈する。東辺部で南東方向に 1条が分岐する。

主軸方位をほぼ同じくするS D09を破壊し,南北方向に主軸をもつ S D19に よって壊さ

れている。

S B47の柱穴が埋没後に穿たれている。

143～ 159の土器と160の金属器が出土している。144は土師器皿である。表面の景J落が著

しい。145は把手付甕である。159は綾南町の西村遺跡周辺では認められないが,瓦質土器

0               10

1,日 |||  l cm.
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椀 として図化 した。やや軟質であり,日縁部下で屈曲する。内外面ともにナデによる調整

痕を残す。160は鉄器であるが,錆化が著しく判断できない。

=~146

147

1皇

手付甕で,球状の体部をもつもの

だろう。171は粗製の壷で,内外

面に指頭痕を残す。 日縁部下に

0                 10

1,|||||  l cm.

プ51〉

巫蠍
|,日 HI lm生 、3聴臨

カレト
第97図 SD‖ ・12土層実測図

0                 5

1:|l l l lcm.

第96図  S D10出土遺物実測図

SDll(図版第24・ 25・ 44・ 45,第97～ 100図 )

C-5・ 6,D-6に またがって全長約25,Om,幅約0.8m,深 さ約0。 2m程度の規模で

検出した。N-2° ―E前後の主軸方位をもって穿たれている。断面形はU字形を呈する。

161～ 170の 上師器 ,175～ 183の須恵器 ,171～ 174の蛤壷が出上している。168は大型の把
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は,焼成以前に施した直径1.5cm程度の穿孔が,二孔一対で認められる。体部の一部に二次

焼成を受けた痕跡がある。172～ 174は土師器質の飯蛤壷である。

179

4_==J=r__J

くて
:[:[[[][[:::[[[][][][[]:::::::::::::::::::::テ

1(11

0               10

1:llHI  l cm.

第99図 SDll出 土遺物実測図 (2)

検出した北端部は,北からのびてくるS D12の 延長部の状態を示しているが,溝内埋土

よってS D12と は区分した。南端部は S D20に よって壊されている。中央部で S D09を 壊

して穿たれている。

1.淡灰色シル ト

2.淡灰色粘土

3.淡灰褐色シル ト (マ ンガン粒含む)

4.礫混灰褐色シル ト

5.灰色粘土 10.

6.灰褐色シル ト (マ ンガン粒含む)  11.
7.暗灰褐色シル ト (マ ンガン粒 。炭含む)

8.淡灰褐色砂質土 (マ ンガン粒含む)

9.灰色シル ト (マ ンガン粒含む)

暗灰褐色シル ト (マ ンガン粒含む)

淡黒褐色シル ト (マ ンガン粒含む)

0               1

1:|llll   lm.

第100図  SD‖ 。12・ 19・ 20土層実測図

S D12(図版第24～ 26・ 45046,第 97・ 100～ 102図 )

C-506,D-6に またがって全長約33.Om,幅約0.8m,深 さ約0。 4m程度の規模で

検出した。N-2° 一E前後の主軸方位をもって穿たれている。断面形はU字形を呈 して

いる。

検出したJヒ端は,北からのびてくるS D13

の延長部の状態を示しているが,溝内埋土に

よってS D13と は区分した。南端部はS D19

020に よって壊されている。中央部ではSD

09を破壊 し,S D20に よって壊されている。

A 
- 

L.26.3

1.淡茶褐色シル ト
2.淡茶褐色シル ト (細砂多量に含む)

0               1

1,|!|||   lm.

第101図  S D12・ 13土層実測図
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184～ 196の土器が出土 している。190・ 191は須恵器 として図化 したが ,焼成は悪い。

195は大型の須恵器の把手部であろう。粗雑に把手を貼 り付けたため接合部の下部に隙間

が残る。196は土師器竃の小片である。内面に粗い刷毛 目が残る。

―

=       i L
187

188

-二
   ―

= 189

釧

｀    亀2

i5

第102図  S D12出土遺物実測図

S D13(図版第25・ 26・ 46047,第 1010103～ 105図 )

D-6・ 708に またがって全長約45。 Om,幅約1.2m′ 深さ約0。 3m程度の規模で検出

した。断面形はU字形を呈する。N-2° ―E前後の南北方向の主軸方位をもってD-7

08に穿たれているが,D-6の 北辺部で大きく西方向に流れを変える。この屈曲する部

分でS D12と 接 して分岐するような状況を呈する

が,溝内埋上が異なるため S D12と は区分した。

SDl10 12013の 3条の溝状遺構は,その検出し

た配置状況から判断して,付け替えられた同一の溝

状遺構であると考えられ,S Dl1012・ 13の順で機

バ ーー L.26.2

1,灰黒色シル ト
(マ ンガン粒含む)

2.淡黒色シル ト
(マ ンガン粒含む)

3.淡黒褐色シル ト

ll耐  1/マ
ンガ地含υ

第103図  SD13土 層実測図
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能 していたと報告 してお く。

第105図  SD13出 土遺物実測図 (2)

197～224の 土器が出上 している。197は土師器小皿である。やや丸みを帯びた底部か ら

外反気味に立ち上がる。198γ 200は 土師器皿として図化 した。198の 内外面には赤色顔料

が塗布されている。201～ 207は土師器杯である。201・ 202は 円盤状の高台をもつ。2060

207は平底状の底部から鋭 く立ち上げ,薄 く仕上げている。210～ 212は羽釜である。210は

高 く突き出た鍔をもつ。2110212は 口縁部直下に鍔をもつ。214は粗製の壷で蛤壷 と考え

られる。215・ 216は黒色土器A類の椀である。型式差があり,216が後出する。218～221は

須恵器杯であるが,2200221は 焼成が悪 く軟質の上器で,綾南町の十瓶山周辺で生産され

′たものと類似する。224は土師器竃として図化 した。

S D14(図版第26・ 27・ 47,第 106・ 107図 )

C-8・ 9,D-809010に またがって全長約50。 Om,幅約1.7m′ 深さ約0.3m程度

の規模で検出した。断面形はU字形を呈する。

11.暗灰色粘土

12.暗灰褐色砂質土

1.暗灰色砂質土

2.淡黒褐色粘土

3.暗黒色粘土

4.ベース混暗灰色粘土

5.暗茶灰色シル ト

6.灰褐色粗砂

7.淡灰褐色粘質土

(硬質砂多量に含む)

|:|!|||   lm.

―
L.26.3

8.灰色砂質土 (マ ンガン粒含む)

9.黒色粘土プロック混灰褐色粘
質土

10.暗灰色砂質土 (わずかにシル ト)0            1 0                 1o

1lH lll  l cm.

第107図  S D14出土遺物実測図第106図  SD14土層実測図
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C-8の 中央を東西に横切る市道があったために,調査を実施できなかった部分があ

り,不明瞭な点もあるが,こ の溝状遺構はC-8・ 9ではN-38° 一W前後の主軸方位を

もって穿たれてお り,C-9の 北西隅で屈曲してN-40° 一w前後の主軸方位をもつ流路

となる。またC-8北 西隅で,後述する東西方向の溝状遺構 S D15と 分岐する。

検出した南端部の位置関係から,S D13と 連なる溝状遺構とも考えられる。

S B40・ 41建物遺構の柱穴がこの溝状遣構 S D14の埋没後に穿たれている。

225の 須恵器が出上 している。円面硯の脚部として図化 した。

S D15

C-809で 全長約14.5m′ 幅約0.6m′ 深さ約0.3m程度の規模で検出した。断面形は

U字形を呈する。N-85° 一E前後の主軸方位をもって穿たれている。

この溝状遺構は,前述 した S D14溝状遺構からC=8の 北西隅で分岐したものであるも

SD16(図版第47,第 108図 )

C-5で 全長約2.5m,幅約0。 2m′ 深さ約0。 2m程度の規模で検出した。断面形は浅いU
字形を呈する。

2260227の 須恵器が出上している。

6 0                 10

1.|!!||  l cm.

第108図  S D16出土遺物実測図

SD17(図版第67,第 174図 )

C-304で 全長約13.Om,幅約0。 6m,深さ約 0。 2m程度の規模で検出した。

平面形は,コ の字状を呈するように穿たれてお り,ま た断面形は浅いU字形を呈してい

る。

S B54建物遺構の柱穴を壊 して穿たれている。

サヌカイ ト製の石器,縦長剥片石核 (498)が 出土 している。

SD18(図版第48,第 109図 )

D-4で S B17と 重複 し,S B14の北方約 2mで検出した。

全長約4.Om′ 幅約0。 4m,深 さ約0。 2m程度の規模で検出した
が,西方は浅いために消滅 して終わっている。

S B14と ほぼ同一の主軸方位をもつ。

228の須恵器が出土している。

|:|||||  l cm.

第109図  S D18出 土遺物実測図
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S D19(図版第27・ 48,第 100・ 1100111図 )

I・ Ⅱ区を通 して,南北方向に一直線に穿たれた溝状遺構である。

N-22° 一E前後の主軸方位をもっている。全長約140。 3m,幅約1.Om,深 さ約0。 4m程

度の規模で検出した。

断面形はU字形を呈する。

この溝状遺構は,S B06025・ 33・ 34・ 35・ 38の各建物遺構の柱穴と,S D03・ 09010

・13の 各溝状遺構を壊 して穿たれている。

229～237の 上器が出上している8229・ 230は平底をもつ土師器小皿である。

―――L.26.7
バ

1.淡灰褐色砂質土

2.灰褐色粘質土

3.灰色粘土 (灰色シル トに類似)

4.灰褐色粘土

第 110図  S D19土層実測 図

0               1

1:11111   1m.

第111図  SD19出 土遺物実測図

0                10

1,lllll  J cm.

S D20(図版第23027・ 48,第 100・ 112・ 113図 )

I・ Ⅱ区を通 しては,今回の調査地を縦断して南北方向に,C-3で 西方向に折れ曲

がって穿たれた溝状遺構である。

C-3か らC-8ま での延長約113.Omは ,東方のS D19と lm程度の距離を隔てて並

走し,ま たほぼ同一のN-22° 一E前後の主軸方位をもって穿たれているが,C-2の 北

西部で西に向って屈曲し,N-55° 一E前後の主軸方位をもつ溝状遺構となる。

検出した断面形はU字形を呈している。

この溝状遺構は,S B08・ 09011・ 20・ 35・ 38の各建物遺構の柱穴と,S D02・ 03・ 09

011012の各溝状遺構を壊して穿たれており,そ の前後関係が判断できる。

238～247の 上器が出上 している。出土遺物に時期幅がありすぎ,混入したものがあると

考えた方が良さそうである。2460247な どの土器が,こ の溝状遺構の最終時期であろう。
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第‖2図

1.淡灰褐色砂質土
2.灰褐色粘土

S D20土層実測図

第113図  S D20出土遺物実測図

S D21(図版第48,第 114・ 115図 )

~■
ヽ理≡ヲ

洋丁
L2a6 0              1

1,!||!|   lm.

0               10

1,||lll  l cm.

1.暗灰褐色粘土 (礫含む)

0              1

1,||!||   lm.

第‖6図  S D22土層実測図

1.暗灰褐色粘土 (礫多量含む)

0               1

1,lllll   lm.

第114図  S D21土層実測図

0           10

1:11111  1 cm。

第117図  S D22出 土遺物実測図

3

D-15で検出した東西方 __             __L″ a0

向に主軸をもつ溝状遺構で

ある。 トレンチの調査であ

るため全容は不 明である

が ,全長約 5m,幅約1.6m,

深さ約0。 2m程度の規模で検出した。断面形は浅いU字形を呈する。

248の 上器が出上 している。日縁端部内面に,かすかに沈線文のような窪みが認められ

る。小片で著 しく摩滅 しているが瓦器の椀と考えられる。

S D22(図 版第48,第 116・ 117図 )

D-15で ,′ S D21の 北方約1.6mで検出した。 トレンチの調査であるため全容は不明で

だ一一 L.26.0

lil l l l l  l cm.

第115図  S D21出土遺物実測図

―― A
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あるが,東西方向に主軸をもつ溝状遺構であり,全長約 5m,幅約 1。 4m,深さ約0.2m程

度の規模で検出した。断面形は浅いU字形を呈する。

249の 上器が出土 している。綾南町の西村遺跡周辺で出土する瓦質土器椀である。体部

上半部の破片であるが,内外面には l cm程度の間隔で,横方向のヘラ磨きが認められる。

S D23(図版第69,第 179図 )

調査区の最北端に設けたD-17で検出し

た。 トレンチの調査であるため全容は不明

であるが,東西方向に主軸をもつ溝状遺構

であり,全長約 5m,上端幅約1.7m,深 さ

約0。 35m程度の規模で検出した。溝底は平

坦であり,緩やかな傾斜をして上端部にい

たる。

520の 石製品が出土している。石臼であ

る。

S D24(図版第69,第 118・ 119図 )

0               1

1,|||||   lm.

第‖8図  S D24断面実測図

C-15で検出した。 トレンチの調査であるため全容は不明であるが,南北方向に主軸を

もつ溝状遺構であ り,全長約3.5m,幅約1.8m,深さ約0。 3m程度の規模で検出した。断面

形は浅いU字形を呈する。

250の 銭貨が出上している。「寛永通賓」である。

S D25(図版第48,第1200121図)        _

調査地の南端部,C-1で 検出したため,全容は明

らかではないが,全長約2.5m,幅約 1。 2m′ 深さ約

0.3m程度の規模で検出した。

251～257の 土器・磁器が出土している。251～ 253は

土師器である。252は浅い鉢状の土器で,体部外面に

ヘラ状工具によって 2条の波状文と 1条の直線文を施 し,波状文の間に刺突文を施す。

254は浅い半球状の体部から,巻き込み気味に伸びる口縁部をもつ。日縁端部は丸 くおさ

める。外面には煤が付着する。焙烙であろう。255は瓦質の上器鍋である。焼成がいいため

に須恵器のような状態である。水平方向に伸びる口縁部をもち,日 縁端部は丸 くおさめる。

256・ 257は青磁である。257の 内面には口縁部の下,約 1.5cmま で釉が認められる。

―
L.26.9

0               1

1`|||||   lm。

第120図  S D25断面実測図
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6

２５

(4) 土坑

S K02(図 版第48,第 122・ 123図 )

D-3で ,S B10の北西隅の柱穴であ

るS P 435に 壊された状態で検出した。

平面形は長円形であ り,上端部で約

140cm× 約120cm,深 さ約35cm程度の規模

である。底は平坦であり断面形は,緩や

かなU字状を呈する。

258の 上器が出上している。須恵器皿

第121図  S D25出土遺物実測図

バ

1.暗灰褐色砂質土
(マ ンガン粒含む)

2.黄灰褐色砂質土
(      ″      )

3.黄 褐 色 砂 質 土

(      ″      )

一― L.26.6
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の小片である。

S K03(第1240125図 )

D-3と 4に またがって検出した。上端部で約230cm

×約135cm,深さ約10cm程度の規模である。

259の 上器が出上している。土師器小皿の小片である。

日縁端部は丸 くおさめる。

0               1

1`lllII   lm.

第126図  S K04実測図

k__   ~          | ア
知0                10

1:lllll  l cm.

第123図  S K02出土遺物実測図

平底から外反気味に立ち上が り,

ヽ
＼  IJ多

“

1

0              10

1:11111  1 cm.

第127図  S K04出 土遺物実測図
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第124図  S K03実測図

259

0              10

1,||lll  l cm.

第125図  S K03出土遺物実測図

S K04(図 版第48,第 126・ 127図 )

C-4で 検出した。上端部で約110cm× 約110cm,深 さ約20cm程度の規模である。

2600261の 土器が出土している。須恵器蓋・杯身の小片である。

´́                   =ミ
1             260

-80-



S K05(図 版第49,第 128・ 129図 )

C-6で 検出した。調査区の設定に無理があったため ,

cm程度の規模である。

262・ 263の 上器が出土 している。262は土師器甕である。

方向の刷毛 目が,日縁部外面には横方向の刷毛 目が残る。

具による刺突文が残る。263は須恵器杯蓋である。

k

A

一一―      ―――L.27.0

A    だ

‐ ‐・・
/

0               1

1,lllll   lm.

第128図  S K05実測図

全掘できなかったが,深さ約20

体部の外面には,細かい斜め下

口縁部と体部が接する部分に工

0                 1o

l,lllll  l cm.

第129図  S K05出 土遺物実測図

S K06(図 版第28・ 49～ 52,第130～ 132図 )

C-6で S B36037と 重複 して検出した。調査区の東辺部で確認 したため,南東隅部

が検出できなかった。長軸約430cm,短軸約160cm′ 深さ約30cm程度の規模である。

0              1

1:|llll   lm.

第130図  S K06実 測図
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第131図  S K06出 土遺物実測図 (1)
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第132図  S K06出 土遺物実測図 (2)
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S B36に伴 う柱穴であるS P 1330が ,こ の上坑の北辺部を壊 して穿たれている。

264～ 313の 土器が出上している。264～269は土師器である。264は皿で,内外面 ともに赤色

顔料が塗布されている。270～282は須恵器である。杯蓋は,いずれも口縁端部をわずかに

折 り曲げて作 り出している。281の 底部内面にはヘラ状の工具による記号が認め られる。

282は鉢状の須恵器として図化 した。286～289は土師器の飯蛤壷である。粗製のもので外

面に指頭痕を,内面に横方向のナデを残す。290～ 313は深鉢形を呈する粗製の土師器で ,

製塩土器 として図化した。厚手の器壁をもち,胎土中には砂粒を多 く含んでいる。内外面

ともに指頭痕が認められ,内面には縦方向のナデが残る。24点を図化したが,いずれも尖

底の土器である。内面に布 目痕が残るものとないものとがある。内面に布 目痕を残すもの

は,3点を復原 して図化 したが,同一の形状をしている。口径13～ 14cm,器高13cm,器厚

l cm程度の大きさで,尖った底から直線的に外反 して広が り,口 縁部にいたる形態をして

いる。口縁部を内彎気味に巻き込むことを基本としているが,いずれも弱 く内彎 している。

また口縁端部は,外方斜め下に切 り落としたような形状で,鋭 くおさめている。内面に布

目痕がないものは,21点を図化した。口径約13cm,器高約12cm,器厚 1～ 0。 6cm程度の大き

さで,尖った底から直線的に外反 して広が り,日縁部にいたる形態をしている。口縁部を

内彎気味に巻き込むことを基本としているが,その強弱によって,① 口縁部の下 3 cm位か

ら強 く内彎気味に巻き込むもの (293～ 300),②底部から一気に立ち上がるが口縁下部が

肥厚するだけで強 く内彎せず,丸 くおさめた口縁端部にいたるもの (301～ 307),③底部か

ら一気に立ち上が り,日縁下部でさらにラッパ状に広が り,内彎 しておさめているもの

(308～ 310)の 3つに分類できる。これらの上器は,いずれも底部の先端まで器壁表面が

変質してお り,2次焼成をうけている。香川県小豆郡土庄町豊島の水ガ浦遺跡出土の上器

と類似している。

S K07(図版第52,第 133・ 134図 )

C-607に またがって検出した。調査区の東辺部で確認 したため,東半分は検出でき

なかった。深さ15cm程度の規模である。

314～317の土器が出上している。315は把手付甕の体部である。残存する形状か ら見れ

ば,球体を呈することになる。316は小型の土師器壷である。体部外面には縦横両方向の細

かい刷毛 目が残る。317は底径の大きな高台をもつ土器である。焼成が良 くないため,瓦質

を呈 している。
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1474を こわして穿たれて

第135図  S K08出 土遺物実測図いるが,S B39と 前後関

係は判断できない。

―
――f

0               1

1:|llll   lm.

第133図  S K07実測図

S K08(図 版第52,第 1350

C-7で S B39・ 55と

重複 し,ま た S K09に

よって北辺部が壊された

状態で検出した。

長軸約300cm,短軸約

130cm,深 さ約65cm程度

の規模である。

318の 上器が出上 して

いる。小型の上師器壷で

ある。体部外面には斜め

下方向の糸田かい刷毛 目が

残る。比較的短い頸部を

もつ。

第134図  S K07出土遺物実測図

1.ベ ース混灰褐色
(小礫,ベースロック,マ ンガン粒多量に含む)

2.ベース混灰色粘土

(小礫,マ ンガン粒含む)

0               10

1=lllll  l cm.

0               1

1:lllll   lm.

第136図  S K08実測図
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S K09(図版第52,第 1370138図 )

C-7で S B39と 重複 し,ま た S K08の 北辺部を壊 した状態で検出した。 S B39の北西

の柱穴 S P 1527を こわして穿たれている。長軸約340cm,短軸約230cm′ 深さ約25cm程度の

規模である。

319と 320の土器が出上 している。319は把手をもつ土師器の破片であるが,貼 り付けら

れた把手が鋭角に上方を向く。

0               1

1:|||||   lm.

1.礫混灰褐色粘質土

2.灰色シル ト

3.淡黄色粘土

S K09実測図

0                10

1,|||||  l cm.

第138図  S K09出 土遺物実測図第137図

SK10(図版第64,第1390171図 )

D-8で 長軸約85cm,短軸約80cm′ 深さ約15cm程度の浅

い状態で検出している。

サヌカイ ト製の翼状剥片 (486)が出土している。

SKll(図版第69,第1400141図 )

C-8で 長軸約310cm,短軸約230cm′ 深さ約35cm程度で

検出している。断面形はゆるやかなU字状を呈する。

銭貨が 1枚出土している。「寛永通賓」 (321)で ある。

S K12(図版第52,第 142・ 143図 )

０
．ゆ
凶
．

1.淡灰褐色シル ト
2.灰褐色シルト

0               1

1111!||   lm.

第139図  SK10実測図
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淡灰褐色砂質土 (マ ンガソ粒含む)

灰褐色シル ト (マ ンガン粒,細砂含む)

第140図  SK‖ 実測図

|,||||| l cm。

第141図  SKll出土銭貨拓影

く
|

|>

1.暗黄茶褐色砂質土

2.暗褐色粘質土

3.黒褐色粘質土

4.暗灰黒色粘土

5.暗灰色粘土 (礫混)

6.暗灰色粘土

「

7.礫層 (河原石φ15oll程 度,4を 間に含む)

8.6に同じ (礫は6よ りも多く含む)

0              1

1:|llll   lm.

|≧

第142図  S K12実測図
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C-14で検出した。長軸約285cm,短軸約240cm,深 さ約115cm程度で検出している。底は

平坦であ り,断面形はコの字状を呈する。

322～339の 土器が出上 している。322～ 324は土師器小皿である。325～ 327は土師器杯で

ある。328は土師器椀であ り,小さな高台として図化 した。332～336は黒色土器A類の椀で

ある6332の底部内面には横方向の,335・ 336の 内面には不規則な横方向のヘ ラ磨 きが

残っている。

22

て`:正三II:正三≡≡≡夏≡ングb23

くて:::::::Ⅲ三:こ≡≡≡≡ングb24

｀   ち32

｀
、ヽ、、

こ≡
=二

≡」:::::タ

ラシ

::3

尋 覇ユラ

第143図  S K12出 土遺物実測図

0             10

1:||!||  l cm.
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3380339は 小片であるが,瓦器椀である。338は 口縁端部に 1条の沈線文が認められる。

横方向の細かい暗文が体部の全面に認められる。楠葉型の瓦器で

ある。339は体部外面に,不規則な暗文が認められる。和泉型の瓦  A
器である。

S K13(図 版第69,第 144・ 178図 )

A′

~~L.25.0

D-15で S D21を壊 した状態で検出した。長軸約80cm,短軸約

65cm,深 さ約15cm程度の規模を検出している。断面形は浅いU字

状を呈する。

砥石 (517)が 出土 している。

0               1

1111111   1m.

第144図  SK13実測図

S K14(図 版第53,第 145・ 146図 )

D-17で長軸約85cm,短軸約80cm′

深さ約30cm程度の規模で検出している。

断面形は浅いU字状を呈する。

340の 上器が出上 している。瓦質土

器椀の小片である。内外面ともにナデ

による調整痕が残る。

マ

~

・     340

0                 1        0                10

1:|||||   lm. |:lllll   l cm.

第145図  S K14実測図  第146図  SK14出土遺物実測図

A

一一 A

A′

(5) 井戸

S巨 01(図版第29030・ 53,第 147・ 148図 )

DT3で 検出した。形状および埋土から丼戸と判断した。井戸掘形の平面形は不整円形

で,断面形は途中に小段を設けた逆台形状を呈している。長軸約2。 lm′ 短軸約1.8m,深

さ約1.2mの 規模で検出した。

井戸掘形内埋土は灰褐色シル トおよび灰色粘上であった。掘形底に接 して,組み合わせ

た木製の井戸枠を検出した。これは黄褐色砂礫層を掘 り抜いた角礫上に据えられ,その構

造は角材を井桁状に組み合わせ,各隅の部材に穴を穿ち,角杭状の柱を立て上げている。

またその周囲からは,立て掛けられている横板材を検出した。板材の北辺部に接して,板

材をささえるような状態で30× 20cm程度の塊石を検出している。

341～ 355の 上器が出上している。342は鍔が強 く突出した羽釜である。354は黒色土器A

類の椀である。355は小片であるが,須恵器円面硯の脚部として図化 した。

-89-



灰褐色シル ト

灰褐色シル ト (1.に 比ベシル ト強)

灰色粘土 (10～ 20ollの 円礫多量に含む)

黄色粘土 (ベース)

黄褐色粘礫 (10m大の円礫+黄色粘土)

灰色砂 (円礫含む)

灰色砂礫

黄褐色砂礫

b.

d.

一
L.26.6

0              1

1,ll!||   lm.

第147図  S E01実測図
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第148図  S EOl出土遺物実測図
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S巨 02(図版第30・ 53,第1490150図 )

D-4の 中央部で,S・ B17と 重複 して検出した。

素掘 りの井戸であり,掘形の平面形は方形に近い不整形で,掘形の東西両方向には浅い

窪みが認められたが,長軸約1.6m′ 短軸約 1・ 5m′ 深さ約1.3m程度の規模で検出した。断

面形は,途中に二段の小段を設けた逆台形状を呈している。

掘形内埋土は,上から淡茶灰色粘質土′暗灰褐色粘± 2暗茶灰褐色粘土 ,暗灰褐色粘

土,暗灰色粘土に区分できる。最上層の淡茶灰色粘質土は,マ ンガン粒を多 く含むもので

あり,ま た10～ 20cm大の礫を含んでいる。一気に埋め戻された時のものと思われる。最下

層の暗灰色粘土中は,有機質分を多 く含んでいる。

356～ 359の 土器が出土している。356は ,第 3層の暗茶灰褐色粘土から出土 した土師器

甕である。底部を欠失するが,体部外面に縦方向の粗い刷毛 目が残る。内面には指頭痕が

認められ ,頸部近 くに横方向の細かい刷毛 目が残る。357～359は ,第 1層の淡茶灰色粘質

土から出土 している須恵器である。

-91-



一
１
二
二
凩
Ａ
一

バ

バ
ーー L.26.6

1.淡茶色粘質土 (マ ンガン粒含む。10～ 20oll位の礫含む)

2.暗灰褐色粘土

3.暗茶灰褐色粘土 (ベ ースブロック含む)

4.暗灰褐色粘土

5。 暗灰色粘土 (有機質含む)

0              1

1,||||I  Jm.
第149図  S E02実測図

:                                    0                10

1.lllll  l cm.

第150図  S E02出 土遺物実測図

S E03(図版第31・ 54～ 56,第 151・ 152図 )

D-11で検出した。形状と埋土から丼戸と判断した。

素掘 りの井戸であ り,掘形の平面形は不整形な長円形を呈する。長軸約3.4m,短軸約

2.4m′ 深さ約1.Om程度の規模で検出した。断面形は,逆台形状を呈している。

埋土は灰褐色粘質土′灰色粘質土′暗灰色粘質土,淡黒色粘質土,暗黒色粘質土に区分

できる。第 304層の暗灰色粘質土,淡黒色粘質土は礫と有機質分を多量に含んでいる。

360～400の 上器が出上 している。360～ 391の上器は井戸内の上層から出土 している。

鰈
鰈

蒻
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360～363は ,口径 6 cm程度の小型の上師器小皿である。底部の内面を肥厚させ ,体部の立

ち上が りは短い。全体に回転ナデを施している。364～386は ,日 径10～ 1lcm,器高 2 cm程

度の上師器皿である。底部内面には不規則なナデが残るが,全体に回転ナデを施 し,薄 く

仕上げられている。胎土・焼成とも良好なものである。387～392は土師器の三足羽釜であ

る。いずれも体部外面に煤が付着 している。比較的良く復原できた391の体部外面には,不

規則な格子状の叩き目が残る。392は井戸内の中層から出上している。ヘラ状の工具によ

ると思われる調整痕が口縁部の外周に残る。外面の体部下半に不規則な格子状の叩き目が

残る。396は ,黒色土器A類の椀である。太 く,し っか りした高台を貼 り付けている。397

は瓦質の上器で甕である。頸部に不規則な格子状の叩き目を残す。399・ 4oOは ,焼成の悪

い須恵器鉢の口縁部と底部である。398は体部の下半を欠出しているが,大 きな球体の甕

である。淡黄色を呈してお り,格子状の叩き目を全面に残す。国分寺楠井遺跡のS F03で

A

1.灰褐色シル ト

(マ ンガン粒含む)

2.灰色シル ト
3.暗灰色シル ト

(有機質 。円礫多量に含む)

4.淡黒色シルト

(有機質 。円礫 。砂多量に含む)

5。 暗黒色シル ト

バ  L.25。
6

0              1

1`|||||   lm.

第152図  S E03実測図
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出土 している土器と類似するものである。

S E04(図 版第32・ 56～ 58,第 153～ 157図 )

D-11で検出した。形

状から丼戸と判断した。

石組みの井戸であり,

掘形の平面形は不整形な

円形で,断面形は逆台形

状を呈する。掘形は長軸

約2.Om,短軸約 1。 8m′

深さ約1.3m程度の規模

で検出した。

土坑底は暗灰黒色砂礫

層まで掘 り込んでいる。

土坑の底から,径約30

cm程度の円礫を10段程度

積み上げて,井筒をかた

ち作っている。井筒部分

内径は約0。 6m程度である。

一
L,25.6

1.黄褐色粘土
2.暗黄灰褐色礫 (5～ 20oll大 )

3。 暗茶色礫 (5～ 30011大 )

4.暗灰黒色砂礫

0                 1

1:|llll   lm.

第153図  S E04実測図

401～421の 上器が井筒内から出上している。401は 土師質の壷である。内面に幅の広い

ヘラ状の工具による調整痕が残る。402は瓦質の上器で,上瓶である。体部の中央に最大径

があり,断面形は算盤玉に近い形態をとる。明瞭な底は作 り出していないが,底部に相当

する箇所に,幅約 l mm程度の突線で,径約 9 cmの 円弧が描かれている。注回は,強 く斜め

方向に一直線に立ち上がる。肩の両方に蔓をつけるための耳を貼 り付けている。体部の上

半部,おおむね耳が貼 り付けられている部分に相当するが,その範囲に周回する4条の突

線が施されており,突線によって仕切られた 3段に,ス タンプによる連弧文・円文それと

判読不能であるが,連続文が認められる。上面には,やや内傾して立ち上がる直径約9。 2cm

の日がある。全面に煤が付着している。403～ 406は瓦質の土器である。羽釜である。403は

やや下方に垂れた鍔をもち,鍔から上方は内彎気味に立ち上がっている。また鍔から上部

に花文のスタンプで施文している。404は403と 同じように,やや下方に垂れた鍔をもち ,

鍔から上方はやや内傾気味に立ち上がっている。また鍔から上部には,ヘラ状の工具で施
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第154図  S E04出 土遺物実測図 (1)
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第155図  S E04出土遺物実測図 (2)
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第156図  S E04出土遺物実測図 (3)

-98-



［）二、ぃぃぃぃぃ‐‐＝＝Ｈ＝‐‐月月ヴ輌

0            10

|・ ll!||  lcm｀

第157図  S E04出 土遺物実測図 (4)
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されたと思われる細かい沈線文が全面に残る。口縁部は平坦に仕上げている。404・ 403と

も丸い底部をもつようである。405・ 406は横方向に張 り出した短い鍔をもち,口縁部直下

の相対する位置に粘土紐を貼 り付けて,把手状の隆起を作 り出している。全面に指頭痕と

ナデによる調整痕が認められる。これらの上器はいずれも全面に煤が付着する。407・ 408

は瓦質の上器で,口縁端部の相対する位置に貼 り付けられた把手をもつ鍋である。内面は

ナデによる調整痕が遺存する。409～414は瓦質の上器で,焙烙に分類されるものである。

器高は8.5cm程度の低いもので,明瞭な底はもたない。丸底から内彎気味に立ち上る。また

口縁部の直下で器壁を肥厚させ,下方に折 り曲げるもの (409～ 413)と 下方に巻き込むも

の (414)と がある。415は土師質土器の規炉である。胎土・焼成とも良好である。上方が

わずかに開 く円筒形を呈 し,底部外面に脚となる三足を貼 り付けている。口縁部は三つの

隆起がある波状口縁となる。またそれぞれの頂部には瘤状の受け部がつ く。胴下部には ,

7× 5 cm程度の方形に近い形状の風口がつく。二重構造になってお り,円筒形の支柱で支

えられた貴が体部の上半に接合されている。支柱には ,山形の風 口が認められ る。貴に

は,14箇所の円孔が遺存 してお り,本来17孔が穿たれていたものと思われる。内面下部の

全面にヘラ状の工具によると思われる粗い調整痕が残る。外面にはスタンプによる花文が

施文されている。七輪に分類されるものであろう。416は瓦質の竃である。側面に二箇所の

焚き口 (火所)を もつ。各焚き回は別の円筒形の燃焼部に接合されてお り,燃焼部の上面

にはそれぞれ器をのせる円孔が開く。外面は丁寧に磨かれり内面には粗い刷毛 目が残る。

双房式に分類されるものであろう。417～ 420は 陶器である。4170418は招 り鉢である。い

ずれも小片であるが,418は赤褐色を呈しており,口縁部には重ね焼きの痕跡が残る。419

は鉢である。体部上半には鉄釉が施釉されている。底部外面に墨書が残るが判読できない。

420は甕状のものである。口唇部に 3条の凹線文が施されており,ま た体部の外面にはカ

キロ状の条痕が認められる。421は椀の小片である。外面には鉄釉が,見込の部分には透明

釉が施釉されている。

(6) 埋葬施設

S T01・ 02(図版第33034059,第 1580159図 )

D-12で検出した。土坑掘形の平面形は東西に長い長円形を呈 している。長軸約2.85

m,短軸約2。 4m,深さ約0。 3m程度の規模で検出した。
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第159図  S丁 01出 土遺物実測図

底に接 して 2基の木桶が認められ,状況から埋葬施設 と判断 した.東側の木桶を ST

01,西倶」の木桶をS T02と 呼称する。

S T01は ,底部直径 1。 25m程度の木桶を用いている。長さ0。 55m程度を残す側板が,中

心方向に向って倒れ込んでお り,籠が遺存 していた。

S T01か ら422～ 427の遺物が出上 している。

S T02は ,S T01の東側で検出した。直径約0。 9mの規模で,竹製の範が遺存 してお り,

S T01と 同様の木桶が据え置かれていたものと思われる。このS T02の 内部には,幼児頭

大以上の石が詰まっていた。

S T01002の 前後関係は不明瞭であるが,検出状況からS T01が先行すると思われる。

S T03(図版第33034059,第 1600161図 )

D-12で S T01・ 02と 接して,その東側で検出した。土墳掘形の平面形は,東西方向に
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長い長円形を呈している。長軸約2.3m,短軸約2。 Om,深さ約0.55mの 規模で検出した。

上羨の落ち肩途中に一段の平坦部を設けており,土羨底に接 して木桶が認められた。状

況から埋葬施設と判断した。

底部直径0.8m程度の木桶を用いてお り,長さ0。 45m程度を残す側板が ,立 った状態で

遺存 していた。籠は下部のものが 2段程度遺存していた。

このS T03の上墳は,S T01002の 上羨を壊 して設けられている。またS T03は ,土墳

の西に片寄った位置に据え置かれていることや,S T01・ 02が土羨を共用 しているから,

同一土墳への追葬が考えられていた可能性がある。

O

430

1.淡茶灰色砂質土 (マ ンガン粒多量に含む)

2.茶灰色シル ト

3.黒色有機層 (秒多量に含む)

4.灰褐色砂質土 (礫とマンガン粒多量に含む)

5.ベ ース混砂質土 (     ″     )
6.茶褐色マンガンベル ト

7.ベ ース混り淡灰褐色粘質土 (1～ 5 ollの 礫多量に含む)

8。 灰色シル ト
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第160図  S丁 03実測図
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第161図  S丁 03出 土遺物実測図
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428～430の 遺物が出土 している。428は灯明受皿である。

ともに赤い漆が残 る。430は木製の箸である。

(7)  ピット

429は木製の椀である。内外面

1.ベ ース混淡黒色粘土
0            50           0
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第162図  S P573実 測図   第163図  S P573出 土遺物実測図
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第165図  S P624出 土遺物実測図
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須恵器壷は,口縁部を上に向けて埋納されており,円礫はその北東側で,須恵器と約 5 cm

程度の距離を隔てて検出している。また須恵器壷の上部には,底で検出したものと同程度

の円礫が認められた。

S P624(図版第60,第 164・ 165図 )

一辺約 0。 35m′ 深 さ約 0。 3m程

の規模で検出した。

ピット内埋土は,黄色粘土 ブ

■ックを含む淡黒色粘上であった。

ピット底に接して,須恵器壷と

径約10cm程度の円礫を検出した。

0            50

1 1 1 1 1 1cm.

第164図  S P624実 測図
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C-4で S B16と 重複 して検出した。掘形の平面形は隅丸の方形を,断面形は浅い逆台

形を呈 している。

一辺約 0。 7cm′ 深さ約0。 2cm程度の規模で検出した。

ピット内埋土は,黒色粘上であった。ピット底に接 して,須恵器壷と径約10cm程度の円

礫を検出した。須恵器壷は,口縁部を上に向けて埋納されてお り,円礫はその北西側で須

恵器をささえるような状態で検出している。

(8) 不明遺構

S X01(図 版第62,第 166～ 168図 )

D-12で検出した。320× 310cmの 範囲で,約 20cm程度の深さに窪んでいた。南辺部は他

の落ち込みに,北辺部は他の上坑によって壊されていたため,全容は判断できない。
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第166図  S X01実測図

20枚 (433～ 452)の 銭貨が出上している (第 8表 )。
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バ
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第167図  S X01出 土銭貨拓影 (1)
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第168図  S XOl出 土銭貨拓影 (2)

(9) その他の遺物

今回の調査によって約2,600の ピットが検出されている。ピット出上の遺物を中心に ,

その他の上器・金属器・石器と石製品の概要を説明する。

土器 (図版第60～ 62,第 169図 )

453～476の 土器を図化 した。

453～456は弥生土器の底部である
`C-2で

弥生時代の竪穴住居跡 S H01を 検出してい

るが,今回に調査地には大規模な地下げ′削平が行われたと思われ,弥生時代後期の上器

が遺構に混 じって出上している。457～ 461は 土師器である。457は皿で内外面ともに,塗布

された赤色顔料が残る。462～ 471は須恵器である。471は須恵器円面硯である。脚部に幅の

広い透 し孔をもつ。硯面は著しく摩滅 している。472は黒色土器A類の椀である。475は緑

釉陶器小椀の破片である。硬質の緑釉陶器である。体部はわずかに外彎 しながら口縁部に

いた り,端部は丸 くおさめている。
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そのほか,Ⅲ 区を中心として瓦器椀が10片ほど出土している。大部分が和泉型と考えら

れるものである。図化できるもの 2点 (473・ 474)図化した。中世初頭を中心 とする時期

の瓦器である。

金属器 (図版第69,第 169図 )

長さ約 10。 2cm′ 幅約2.8cm,厚 さ約0。 7cmを 残 してお り,先細 りの形状をとどめる。錆化

が著しいため,何か判断できない。 (477)

石器類

出上 した石器類は,形状及び器面の風化度より,旧石器類およびそれ以外の石器類に区

分できる。なお後者の石器類は,今回の調査で弥生時代の遺構が検出されていることか

ら,同時代の石器類の可能性が高い。

これらの資料中より39点を図化 した。なお図化 した資料の石材は,全てサヌカイ ト製で

ある。

旧石器類 (図版第63～ 67,第 170～ 175図 )

478～480はナイフ形石器である。3点 とも石理が表面にあらわれるほど,風化が進んで

お り, リング・フィッシャーなどは極めて不明瞭である。478は横長景J片 を素材 とした断

面台形状のナイフ形石器である。背部は一部背面より調整を施している。残 りは悪 く基部

を欠 く。479はナイフ形石器に分類 したが,刃部が不整形な形態を呈 し,削器・掻器などに

含めるものかもしれない。残 りは悪 く,約 1/2を残すのみである。480は先端 と基部を欠

くナイフ形石器である。翼状景J片を素材とし,背部には打面調整を一部残す。481は先端と

基部を欠 く角錐状石器である。素材は肉厚な横長景J片である。断面は三角形状を呈する。

素材の主要素J離面に当る甲板面は,ポ ジティブな単一景J離面である。背面の調整は,甲板

面からの調整 と稜上調整により行われている。

482・ 483は削器である。両者とも残 りが悪い。482は横長粂J片 の一側縁部に,刃部を形成

している削器である。483は 上下両側縁部に刃部を持つ。

484・ 486は縦長状の粂J片である。484は形状より推定 して,両面加工の石器 より剥 ぎ取

られたスポール状の象j片である。断面は台形状を呈し,腹面は背面の稜上を加撃 してポジ

ティヴな単一剥離面で形成されている。485は 小型の縦長状の象J片である。486～ 489は翼

状余J片 である。4点 ともに打点の位置がセンターの位置よりずれてお り,石核打面上の側

縁 よりの位置を加撃 したものと考えられる。4860487は上半部を欠 く翼状粂J片である。

489は底面の一部を欠 く翼状景j片である。
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第172図  その他の出土遺物実測図 (4)
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490～492は横長景J片 である。491・ 492の 背面には礫面を残す。

493は肉厚な板状の粂J片である。石理面に合わせて分割し,打点部を折 り取 り,板状に形

成 している。

494は翼状景J片石核である。底面は,僅かに平坦な素材面を残すが大部分は折れ面 より

なる。上面の打面調整は,両端部に軽度の調整痕が認められる。器面は石理が表面に現わ

れるほど風化が進んでいる。

4950496は 横長粂J片石核である。495は交互景j離の横長景J片石核である。肉厚で大型の

景J片 を素材とした石核である。496は底面がポジティヴな単一景J離面で形成 されている。

剥片景J離作業面には,複数の景J離痕が認められる。打面調整は軽度の調整が認められる。

497・ 498は縦長景J片石核である。肉厚な景J片を板状に整形 し,一辺の小口面を作業面に

設定 している。上面は礫面を残 し正面方向から軽度の打面調整を施している。下面は折れ

面である。背面から上面にかけては片側面からの調整を顕著に施し,稜を形成 している。

498は肉厚な剥片を素材としている。外周を調整 し,石核を板状に整形している。また ,

作業面はその一小口面に設定 している。上面は折れ面により形成され,打点部周辺には ,

敲打痕が顕著である。

499は残核形態が円盤状を呈する石核である。ほぼ全周より加撃を加え,表 0裏面 とも

に余J片剥離痕が顕著に認められる。素材には肉厚な景J片を使用 し,僅かに素材面を表裏面

に残す。

旧石器以外の石器類 (図版第68,第1760177図 )

500～505は石鏃である。500・ 501は有茎式 ,5020503は 凹基式,5040505は平基式の石

鏃である。501の 石鏃の先端部は平坦に潰れ,茎部下端は僅かに「ハ」の字状に拡張され ,

特徴的である。

506は先端部と基部を欠 く石錐である。

507～509は石庖丁である。いずれも景j片素材であり,509を 除いて残 りが悪い。5070

508は明瞭な扶 りを持つ石庖丁である。

510～515は削器である。景J片素材であり,511を除いて残 りが悪い。いずれも素材景J片 の

一側縁部に刃部を形成 している削器である。511は他の削器にくらべ風化がさほど進行 し

ていない。

516は二次加工ある景J片である。肉厚な景J片であり,側縁部の両面には調整痕が認めら

れる。
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石製品 (図版第69,第 1780179図 )

517～ 519は砥石である。517は安山岩質の石を素材としている。研磨 されたいずれの面

にも,不規則な細かい条痕が認められる。518は過半部を欠失している。砂岩質の石を素材

としてお り,表裏の両面を使用 している。割れている面を含めて焼成を受けている。 SB

21に ともなう柱穴から出土 してお り,柱の根石として転用されたものと考えられる。519

は砂岩質の石を素材としてお り,原形をとどめている。研磨された面の上に,さ らに石材

の長軸方向と同一の方向で,幅 2 mm程度の多数の条痕が認められる。焼成を受けている。

S B34建物遺構にともなう柱穴 S P 1372か ら出上している。柱の根石として転用されたも

のと考えられる。

520は石臼の上自として図化した。溝の刻み方については,法則性が認められず ,不規則

なものである。部分的に煤が付着 している。

521は硯の破片で,海部の一部が遺存 している。
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石製品 (砥石)第178図  その他の出土遺物実測図 (10)
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第179図  その他の出土遺物実測図 (‖ )
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第 4章 おわりに

第 1節 遺構について

今回の調査で確認 した遺構・遺物は,遺構から遊離 した状態で検出した旧石器時代の遺

物であるナイフ形石器・角錐状石器・翼状景J片などを,別にすれば弥生時代からのもので

ある。限られた範囲で,ま た数次にわたって実施した調査であるため,遺構についてはや

や不明瞭な部分もあるが,判断できる遺構の時期についてふれておく。

弥生時代の遣構

1区で検出した S H01竪穴住居とS K01土坑が弥生時代の遺構である。いずれの遺構か

らも,少量の遺物 しか検出できなかったが,弥生時代後期の遺構と考えておく。

S H01は ,深さ約10cmで検出した。西半分が他の遺構や後世の削平によって破壊されて

はいるものの,直径 6m程度の円形の竪穴住居跡である。また S K01は ,長軸約80cm,短

軸約70cln,深 さ約10cmの規模で検出した。上部が削平されていたが,竪穴住居の関連施設

として判断してお く。

奈良時代を中心とした時期の遺構

検出した遺構面が後世の削平を受けているため,検出状況はあまり良くないと思われる

が,溝状遺構 と土坑から土器が出土している。

S D05,S K06,S K05,S K07,S K08,S D07,S D09,S D10,S Dll,S D12

の各遺構からこの時期に相当する土器が出上している。そのうち,S D05か らは少量であ

り,ま た小片であるが上師器と須恵器が出土している。またS K06か らは土師器′須恵器

とともに製塩土器と蛤壷の漁紛に関連する遺物が出上しており,奈良時代中葉を中心とす

る時期の遺物と考えられる。これに続く時期の遺構として,S K05・ 07008な どの上坑が

考えられるが,出上した土器は少量である。さらにS D07・ 09010011・ 12の溝状遺構か

ら奈良時代末を中心とした時期の遺物が出上している。ただし,S D10や S D12の出土遺

-120-



物の中には,新しい時期の瓦質土器や土師器が含まれており,多少遺物が混乱しているよ

うである。

またS D02,S D01,S D03や S E02,S E01,S D13の 出土遺物は,こ の時代を中心

とする時期の遺物を多 く含んでいるが,平安時代中期を中心とする時期の須恵器を含んで

いた り,平安時代後半の黒色土器が見られ,こ れらの遺構の出土遺物も多少混乱 している

ようである。

今回の調査で多 くの掘立柱建物遺構を検出しているが,上記した溝状遺構などとの現地

での前後関係の判断では,S B30が S D10に ,S B55が S K08に それぞれ壊された状態で

検出されている。これらの掘立柱建物遺構は,こ の時期を下限とする遺構と判断しておき

たい。

平安時代を中心とした時期の遺構

S P 573,S P 624,S D06の 各遺構から,こ の時期に相当する土器が出上 している。

そのうち,S P 5730 624の二つの遺構は小規模なピットであるが,いづれのピットから

も,石塊に接 した状態で完形の須恵器壷が出上している。須恵器壷は平安時代初頭を中心

とした時期の遺物であろう。

S D01002溝状遺構の出土遺物には,奈良時代の上器に混 じって,こ の時期の土器が認

められる。

中世を中心とした時期の遺構

S E03井戸遺構から,こ の時期に相当する土器が出上している。上師器皿にいくらかの

形式差があるようだが,こ の時期の遺物である。少量であるが,S D21・ 22溝状遺構から

出土する土器もこの時期のものである。

S K12か ら土師器,須恵器が出土 している。そのうちには,県内産と考えられる黒色土

器に混 じって,楠葉型や和泉型の瓦器が少量であるが認められる。

S D19の出土遺物には,奈良時代後半を中心とした時期の土器も認められるが,土師器

小皿などのこの時期の上器を含んでいる。

掘立柱建物遺構 と上記したこれらの遺構との現地での前後関係の判断では,S D19に壊

された状態で S B06が検出され,ま た S B07と S B06が重複して検出されている。また S

B16・ 35・ 38は S D19に それぞれ壊された状態で検出されている。 S D19か らの出土遺物
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中に中世初頭を中心とする時期の上師器が含まれているため,こ の溝状遺構の時期を新 し

く想定 したが,他に奈良時代の遺物を含んでいる。それにともなって,S D19に 壊される

状態で検出した掘立柱建物遺構 S B06・ 07・ 16・ 35.38の 時期については,さ らに検討を

要する。

近世を中心とした時期の遺構

S D20,S D23,S Kll,S T01,S T02,

時期に相当する土器が出上している。 S E04,

で最終段階のものであろう。

S T03,S E04,S D25の 各遺構か らこの

S D25な どは今回確認 している遺構の うち

第 2節 正箱遺跡における古代集落の展開

1.

正箱遺跡の調査では,弥生時代から中世までの集落遺構を検出した。

以下 ,それらの資料から,古代の集落遺構に限定 して集落の変遷を試みる。なお′分析

の主体となるのは掘立柱建物遺構であるが,柱穴からの出土遺物が極端に少な く,時期の

決定にはかな りの困難を伴 う。そのため,建物遺構の時期の決定は建物主軸方位′遺構の

切 り合い,関連する出土遺物などを基に行っている。

2.

正箱遺跡の古代集落は,おおむね 8世紀 より11世紀頃まで続いているようであるが,そ

れを I～ Ⅵ期に区分した。

I期

真北より主軸を東へ約 10°振る南北溝のS D01,真北 より西へ約80° 振る東西溝のS D03

・04009な どの区画溝が設けられ,周辺に集落の展開が開始する。またこの方位は,調査

地区の周辺に現在認めることのできる方格地割の方向に符合する。

この時期に含めた区画溝のS D01～ S D03は ,11世紀代の遺物を含んでいる。そのため

S D01～ 03は I期にまず掘削され,その後に埋没 して11世紀に再掘されたものと考えられ

る。また,S D020 S D03は周辺の方格地割の状況より判断して,条里地割の坪境に当た

る可能性が高い。なお,S D03よ り北へ54.Om(半町)の地点には,S D03と 同一方向の

東西溝であるS D09を 検出している。 S D09よ り半町北には,近世の溝及び既存の道路に
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接するために確認できなかったが,こ の地点にも同時期の東西方向の溝が存在 した可能性

が高い。以上のことよりS D09は ,下町 (109m)四方の土地区画を南北で三分割する目的

で設けられた溝と考えられる。

I期の建物遺構群は S D09よ り南側に展開し,北側には集落遺構は一切認められない。

そのため北側は農地 として利用されていた可能性がある。

建物遺構は 8棟であ り,大きく分けてS D02・ 03の南側に分布するグループと,S D09

の南側に分布するグループに分けられる。いずれの建物も,区画溝の主軸に合わせるよう

に,真北 より東に約 10° 振る主軸方位をとる。

建物を配置上より分ければ,a～ cの三グループに区分できる。 aグループはS Bo50

第 3表 建物遺構主軸方位

15

SB27
SB20 SB34・35

1830
49
SB 37

SB 52

SB 24 SB 02・ 28

SB 33 SB47
46

SB43・44
SB08.51

SB54
SB48

04・07
SB10

SB36
SB 40

32

42
38

41

SB12・39

23
SB09・22

SB13・21

1425
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07,bグループはS B23050・ 52・ 53,cグループはS B16・ 54な どである。 aグループ

の東西棟であるS B05では床束を検出してお り,床を備えた建物であることがわかる。お

そらくaグループの中で主屋に当たる建物であろう。 bグループのS B23は面積が25Jを

はかる比較的大型の東西棟で,南面に庇および目隠し塀を備えている。そのため bグルー

プの中では,主屋に当たる建物 と考えられる。

I期

I期の集落に伴 うS D01～ 03009な どの区画溝は廃棄 され ,主軸方位を真北 より東へ

5° 振る新たな区画溝が集落中央部に設けられる。主要な区画溝はS D05・ 07・ 11な どで

ある。この三条の溝状遺構はいずれも遺存状況が悪 く,ま た出土遺物の点でも時期差がわ

ずかに認められるが,連続する溝の可能性が高い。つまり,S D05・ 07は位置関係から連

続する一条の東西溝 ,S Dllは 時期・配置よりS D05・ 07に T字状に連続 している南北溝

と考えられる。この土地区画の変化は,北側に分布する建物群の配置′主軸方向にも変化

をもたらす。建物分布では, I期のS D09よ り北側に集落は拡大し,主軸方位 も新たな区

画溝の方位に揃えている建物が主体を占めるが,南側に分布する建物群は 1期 と同様に真

北より東に約 10° 振る主軸方位をとる。

なおこの時期,製塩土器を多量に出土した土坑がある。ほかには製塩作業の痕跡を認め

る遺構ヤま検出していないが,集落の性格を考える上で注 目できる資料である。

I期の建物遺構は 9棟を検出した。 S Dllの 東側の区画に分布するグループと, I期の

S D02003の 南側に展開するグループとに大別でき,建物遺構を配置上 より分ければ,d

Oeの グループに区分できる。 dグループはS B04・ 06・ 08,eグループはS B25030・

34・ 35・ 38な どである。 dグループは南北棟 2棟 ,東西棟 1棟で構成され,L字状に配置

されている。なおこのグループは,先にふれたように主軸方位を真北より東へ約 10° 振 る

方位をとる。 eグループは建物遺構の数も多 く,I期の集落の中でも中心的なグループで

ある。このグループの中でも主屋に当たる東西棟のS B25を 南端に配置 し,同 じ主軸方位

で北に向って付随する建物遺構を 4棟配置している。なお,S B25の位置する地点には ,

I期以降にこの建物の建て替えによってⅣ期のS B22,Ⅵ 期のS B26な どの複数の建物遺

構があ り,重複して検出した。

Ⅲ期

Ⅲ期の集落に伴 う区画溝はS D10と S D12である。 S D12は S Dllが廃絶 したのち,新

たに設けられた南北方向の溝で,S Dllの延長線上に位置 している。そのため,主軸方位
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もⅡ期の区画溝 と同様の方位を示す。また S D10と S D12は ,切 り合い部分が残っていな

いが,時期および配置により連続 した溝と考えられる。

Ⅲ期の建物遺構は少なく,4棟を確認 しただけである。分布状況はS D10の北側および

S D12の東側を中心として展開する。S B33・ 36049な どの建物群である。この建物群は

配置上より1グループとして捉えられる。 fグループである。 このグループは南北棟 2

棟,東西棟 1棟で構成され,南に開いたコ字状に配置されている。建物主軸方位も I期の

建物に較べて,よ り真北方位に近い状態を示す。なお Ⅱ期のS B25は ,こ の遺構に伴 う雨

落ち溝と考えられるS D16の埋没時期から考えて,Ⅲ 期まで残る可能性が高い。

Ⅳ期

Ⅲ期までの主要な区画溝は廃棄され,こ の時期に集落範囲は拡大する。建物主軸は真北

より東に約 5° 振る方位を示す。またこの時期,集落域に丼戸が備えられる。 S E02であ

る。

Ⅳ期の建物遺構は 9棟を確認 した。大きく分けて I期のS D02003の 南側に分布するグ

ループと北側に分布するグループとに分けられる。 gグループとhグループであり,gグ

ループはS B02・ 09,hグループはS B13・ 15・ 19・ 20・ 22031な どの建物遺構である。

gグループは南北棟 1棟 ,東西棟 1棟で構成される。 gグループの東西棟であるS B09

では床束を検出した。床を備えた建物であることがわかる。おそらくgグループの中で主

屋に当たる建物であろう。 hグループは南北棟 4棟 ,東西棟 2棟で構成される。主屋 と考

えられる南面庇付き東西棟であるS B22の 西側に 2棟の南北棟を直列状に配置 し,その他

2棟の小型の建物をS B22の 南側に配置 している。

なお, I期～Ⅲ期に見られなかった倉が,こ の時期に備えられる。 S B22の 北側の総柱

建物 S B31で ある。

V期

I期のS D01～ 03の周辺に数棟展開していた建物群は,こ の時期に他所に移動したもの

と考えられ,確認できなかった。

V期の建物遺構の主軸方位は,Ⅳ 区のそれと同様に真北より東へ約 5° 振る方位を踏襲

する。 V期の建物遺構は 6棟を確認 した。 iグループと jグループに区分できる。 iグ

ループはS Bll・ 17・ 18, jグ ループはS B24・ 28032な どの建物遺構である。 iグルー

プは東西棟だけで構成される。主屋と考えられるS B17は面積約43。 7Jをはか り,正箱遺

跡の中では最も面積の大きい建物である。 jグループは小型の東西棟と南北棟 2棟で構成
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されるグループである。

この 2グループは,配置状況から判断して区分したが,本来は同一のグループと捉える

こともできる。

Ⅵ期

I期の集落の区画溝であるS D01～ 03が再掘される。この溝は I期の集落の項 目でふれ

たように,調査地の周辺に現在認められる方格地割の方向に符号し,S D02・ 03は坪境に

当たる可能性が高い。

主軸方位を V期のそれと同様に真北より東に 5° 振る建物遺構が主体を占めるが ,真北

より東に約 10° 振る主軸方位を示す建物遺構が,S D01～ 03の周辺に展開する。新たな土

地区画の出現により,その向きに符合する建物が部分的に現われたものと考えられる。

なお,Ⅵ期の集落は時期的な点では更に細分できる可能性がある。

この時期の建物遺構は 8棟を確認 した。 k～ mの三グループに区分できる。 kグループ

はS B12・ 14, 1グループはS B21027・ 29,mグループはS B26・ 48な どの建物遺構で

ある。 kグループは小型の東西棟と南北棟各 1棟で構成される。またこのグループには ,

S E01,S A03な どの井戸および棚列を伴 う。 S A03は東西棟のS B14に隣接 して配置さ

れてお り,S B14に 伴 う目隠し塀であろう。なお,こ のグループの南にはS B10が隣接 し

て位置する。主軸方位が異なるため,こ のグループに含めなかったが,含める考え方もで

きる。 1グループは小型の東西棟 1棟 と南北棟 2棟で構成される。グループ中のS B27と

S B29は ,かな り隣接 して位置してお り,見方によっては時期差を表 している可能性があ

る。mグループは東西棟,南北棟各 1棟で構成されるが,グループの主体は調査区より東

に展開しているものと考えられる。なお,S B26は この時期で最も面積が大きく,25Jを

はかる。

3.

正箱遺跡の古代集落の変遷を概観 したが,以下成果と課題を列記して簡単であるがまと

めとする。

(1)時期

集落の変遷を I～ Ⅵ期までに区分したが,各期の大まかな時期についてまとめる。

1～ Ⅲ期 ;8世紀中葉～ 8世紀末

Ⅳ・ V期 ; 9世紀

Ⅵ期  ;11世紀以後
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以上の時期が考えられる。なお,10世紀代の集落が見当らないが,たまたま集落の本体

が調査区外に移動して今回検出できなかったものか,あるいは,短期間集落が断絶したも

のか課題として残るが,前者の可能性が高いものと考える。

(2)集落の画期

この集落には三つ画期がある。

一つは弥生時代後期の段階で断絶していた集落が,8世紀中葉の段階になって新たに開

始される。その集落では,真北より東に約10° 振る主軸方位の地割を基に土地区画が行わ

れている。またその土地区画は,調査地の周辺に展開する現在の方格地割に符合してお

り,条里地割でいう坪界の可能性をもつ溝状遺構も認められる。

二つめは, I期の段階で集落の中央部が I期の地割から,真北より東に約 5° 振る方位

の地割へ変更する点である。そして,集落中央部の建物遺構も,新たな土地区画に方位を

揃えて配置される。この変化は建物主軸方位などの点で,I時期以降の建物配置まで影響

を与えることになる。

I期からⅢ期までの集落には,短期間内にかなりの変動が認められる。この変化がどの    ヽ

ような背景のもとで行われたものなのかは今後の検討にゆずる。

三つめはⅥ期の段階で,土地区画の一部が I期の状況に再度戻る変化である。しかし,

この変化は短期間内に全ての建物配置を変えてしまうような大規模なものではなく,こ の

時期にはV期の建物の主軸方位を残す建物遺構がまだ主体を占めている。おおむね集落の

景観が,現在の様相を示すのは中世以降と考える。

(3)集落の構造

I期からⅥ期までの集落を,計 13グループに区分した。平均して 1期間に 2～ 3グルー

プ程度で,ま た 1グループは 2γ 3棟前後で構成される場合が多い。

建物主軸の方向は東西棟が 4割 ,南北棟が 6割程度を占めている。グループ内での構成

では,東西棟と南北棟がセットになる事例が多く,ま たその場合には,東西棟が主屋に当

たることが多い。主屋は他の建物と較べて面積が一回り大規模であり,ま た庇・床施設な

どを備えた主屋が I期以降に見られる。

なお,集落の中で倉と考えられる総柱建物は,Ⅳ 期とⅥ期に各一棟づつ見られるだけで

あり,極端に少ない。限られた範囲の調査結果ではあるが,正箱遺跡の特徴の一つにあげ

ておく。

つぎに建物遣構の面積についてふれておく。主要な時期の面積は, I～ Ⅲ期が平均21.6
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J′ Ⅳ・ V期が平均27。 1」 ,Ⅵ期が平均 15。 4Jをはかる。以上の点から,Ⅳ 期・ V期の建

物は 1～ Ⅲ期までの建物と比較 して面積が一回 り大きくな り,Ⅵ期の建物はかな り小型に

なる点が理解できる。

-129-



第 4表 建物遺構一覧表

構
号

遺
番

規  模

面 積

(m2)

建物主軸方位 備  考

数
梁

間
桁

長さ (m)
桁 × 梁

S B01 2× 2 4.5× 4.3 19。 35 N-80° 一W

S B 02 3× 1 5。 7× 3.7 21.09 N-8° 一W

S B03 2× 2 3.2× 2.3 7.36 N-78° 一W

S B 04 3× 2 5.3× 3.7 19。 61 N-11° 一E

S B05 4× 2 6.3× 4.0 25.20 N-78° 一W

S B06 3× 2 5。 9× 3.4 20.06 N-80° ―W

S B07 4× 2 6.5× 3.8 24.70 N-11° 一E

S B08 4× 2 5.6× 4.0 22.40 N-10° 一E

S B09 3× 2以上 4.9× 3.8 18.62 N-86° 一W

S B10 2× 2 3.6× 3.1 11。 16 N-13° 一E 総柱建物

S B ll 3× 2 5。 2× 3.8 19。 76 N-5° 一E

S B12 2× 2 3.7× 3.6 13.32 N-85° 一W

S B13 3× 2 5.5× 4。 2 23.10 N-82° 一W

S B14 3× 2 5。 0× 3.9 19.50 N-82° 一W

S B 15 5× 2 8.1× 4。 0 32.40 N-4° 一E

S B16 3× 2 5.5× 2.9 15。 95 N-79° 一W

S B17 4× 2 9.3× 4.8 44.64 N-5° 一E

S B18 3× 2 7.1× 4.7 33.37 N-6° 一E

S B19 3× 2 4.5× 3.8 17.10 N-10° 一E

S B20 4× 2 7.6× 4.4 33.44 N-4° 一E

S B21 2× 2 4.3× 3.6 15。 48 N-78° 一W

S B22 4× 2 7.7× 4.4 33.88 N-82° 一W

S B23 3× 2 5.8× 4。 4 25.52 N-84° 一W

S B24 3× 2 6.5× 4.5 29。 25 N一 一 E

S B25 4× 1 7.7× 4.7 36.19 N-82° 一W

S B26 3× 2 6.1× 4.2 25.62 N-82° 一W

S B27 2× 1 4.0× 3.5 14.00 N-4° 一E

S B28 3× 2 4.3× 3。 9 16.77 N-8° 一E

S B29 2× 2 4.3× 4.0 17.20 N-6° 一E
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構
号

遺
番

規  模

面 積
(r)

建物主軸方位 備 考
数
梁×

間
桁

長さ (m)
桁 × 梁

S B 30 3× 2 4.9× 3.9 19。 11 N-5° 一E 総柱建物

S B 31 2× 2 3.6× 3.1 11.16 N-85° 一W 総柱建物

S B 32 3× 2 4.9× 4.4 21.56 N-89° 一‐W
S B33 3× 2 4.6× 43.7 17.02 N-2° 一E

S B 34 3× 2 4.7× 43. 17.86 N-5° 一E

S B 35 3× 2 5。 4× 43.6 19。 44 N-3° 一E

S B36 3× 2 6.2× 4.3 26.66 N-88° ―E

S B 37 3× 2 5.3× 3.6 19。 08 N-0° 一W
S B 38 3× 2 4.8× 3.7 17.76 N-85° 一W
S B39 2× 1 3。 0× 3.9 11.70 N-85° 一W
S B40 4× 1 7.6× 3.9 29.64 N-88° 一W
S B41 3× 1 6.0× 4.8 28.80 N-85° 一W
S B42 3× 1 5。 8× 4. 1 23.78 N-85° 一W
S B43 2× 1 3.7× 3.3 12.21 N-9° 一E

S B44 2× 2 3.9× 3.2 12.48 N-10° 一E

S B45 3× 一 5。 9× 一 N,3° 一E

S B46 3× 一 5。 7× 一 N-3° 一E

S B47 4× 一 7.8× 一 N二 8° 一E

S B48 3× 一 8.5× 一 N― H° 一E

S B49 4× 1以上 7.5× 2.1 15。 75 N-3° 一W

S B50 3× 一 5.3× 一 N-11° 一E

S B51 3× 一 5.2× 一 N-10° ―E

S B52 2× 一 2.8× 一 N-6° 一E

S B53 4× 一 6.4× 一 N-9° 一E

S B54 3× 2以上 5。 4× 3.1 16。 74 N-10° 一E

S B55 2× 1以上 2.5× 2.3 57.50 N-12° 一E

S B56 2× 一 2.6× 一 N-75° 一W

S B57 3× 一 4。 3× 一 N-72° 一W
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)第 5表  土器観察表
物
号

遺
番

図版
番 暑 器種 出土地点 残存率 。法量 成形 。調整 色調 胎土 備考

1 弥生土器

亜

S H01 底部1/16存

底径8.3cm

外 :ハケロ

内 :摩滅のため調

整不明

外

　

内

断

に3ミい黄橙(10YR7/3)

褐灰(10YR4/1)

褐灰(7.5YR4/1)

暗赤褐(5YR3/3)

2111Dl以 下の自色

砂粒を多量含む

弥生土器

窪

S K01 回縁部1/10存

□2118.8cm

外 :ヘラミガキ 外 :橙(7.5YR7/6)

内 :にぶいi豊橙(10YR7/4)

411ull以 下の小石

み多量含お

須恵器

皿

S B01 底部1/4存

口径14.Ocm

器高2.3cm

底径10.3cm

外 回転ナデ。ヘ

ラ切り

回転ナデ内

灰白(N7/) lllllll以 下の黒色

粒を少量含む

須恵器

林書

S B06 口縁部1/15存

□径17.Ocm

外内 :回転ナデ 灰(N4/) 211ull以 下の 自色

秒締わ少畳合お

土師器

窪

S Bll 口縁部1/10存

口2鍛 8_Ocm

外内 :回転ナデ。

ハケロ

外 :褐(7.5YR4/3)

内 :黒夜証7.5YR3/1)

2111111以 下の 自色

砂締茅少量合お

器恵

書

須

林

S Bll 口縁部1/10存

□径14.Oom

外内 :回転ナデ ルマ(N6/) l llllll以 下の小石

わ少量含お

須恵器

林

S Bll 底部破片 外内 :回転ナデ 灰(10YR6/1) lllllll以 下の自色

締孝少量含お

土師器

甕

S B13 口縁部1/3存

口径25。 6cln

外 ハケロ。ナデ.

指頭痕

ナデ.ハケロ内

市饉(5YR6/4) 211ull以 下の自色

砂粒を含む

須恵器

杯蓋

S B13 つまみ部完存

頂部1/3存

外 回転ナデ。ヘ

ラ切り

回転ナデ内

灰(N6/) 211ull以 下の 自色

砂粒を含む

須恵器

杯

S B13 底部1/3存

底径9.Ocm

外 回転ナデ。

ラ切り

回転ナデ内

灰(N6/) lllllll以 下の黒色

粒を含む

土師器

喜

S B17 口縁部破片 外内 :ヨ コナデ。

ハケ 日

外

内

明赤褐(7.5YR5/6)

瀬静(5YR6/6)

lllllll以 下の 自

兼色砂締わ含オ

須恵器

高台付杯

S B17 高台部1/16存

底径11.Ocm

外 回転ナデ。貼

り付け高台

回転ナデ内

青灰(5PB5/1) 精緻

土師器

rn

S B21 底部破片 外内 :摩滅のため

調整不明

外

内

相餃(5YR7/6)

瀬静(5YR6/6)

lllllll以 下の黒色

締み少景合お

土師器

瘤

S B22 口縁部1/12存

□2121.Ocm

外内 :ヨ コナデ.

凹 綿

にぶい黄橙(10YR6/3) l llull以 下の赤色

肺み合お

土師器

皿

S B22 口縁部1/8存

口径12.Ocln

器高2.2cm

底径9.Ocm

外内 :回転ナデ。

ヘラ切り

橙(7.5YR6/6) llllll以 下の赤色

粒を含む

須恵器

杯蓋

S B22 口縁部1/8存

口径16.Oc皿

外 回転ナデ.ヘ

ラ切り

回転ナデ内

灰(10Y6/1) 精緻

須恵器
林

S B22 口縁部1/8存

□径16.Ocm

外内 :回転ナデ 灰白(7.5Y7/1) lllull以 下の黒走

締ふ少暑合お

須恵器

杯

S B22 底部1/8存

底径11.Ocm

外内 :回転ナデ オ リープ灰(2.5GY5/1) lllull以 下の自也

秒締 ふ少 暑 合 お

須恵器

杯

S B22 底部1/3存

底径7.6cm

外 回転ナデ。ヘ

ラ切り後ナデ

回転ナデ内

外

内

灰白(5Y7/1)

灰(N6/)

lllll以 下の小石

を少量含む

須恵器

杯

S B22 口縁部1/5存

口径12.OcID

器高2.lcm

庭|夕【0 40m

外 回転ナデ.ヘ

ラ切り

回転ナデ内

外

内

灰(10Y6/1)

灰(7.5Y5/1)

精緻
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遺物
番号

版
暑

図
番 器種 出土地点 残存率 。法量 成形・調整 色 調 胎土 備考

須恵器

杯

S B22 底部1/8存

底径8.Ocm

外 回転ナデ.ヘ

ラ切り

回転ナデ内

ルマ(10Y6/1) lllull以 下の黒色

粒を少量含む

焼成やや不

良

須恵器

杯蓋

S B23 回縁部1/4存

口径24.9cm

外

内

回転ヘラ削り

回転ナデ

外

内

断

ルマ(N6/)

ルマ(N5/)

|こ 遮ミい1登 (5YR6/3)

lllull以 下の白色

粒を含む

須恵器

檻

S B23 口縁部1/13存

口径16.Ocm

外内 :回転ナデ 外内:灰 (N6/)

断 :灰白(N7/)

211ull以 下の白色

砂粒を少量含む

須恵器

高台付杯

S B23 底部破片 外 回転ナデ.貼

り付け高台

回転ナデ内

灰(N5/) lllull以 下の白色

粒を少量含む

土師器

甕

S B25 口縁部1/12存

口径35.Ocm

外内 :回転ナデ。

ハケロ

外

内

|こ 3ミい責褐(10YR5/3)

にぶい黄橙(10YR6/4)

2111111以 下の 白・

黒 。茶色粒を多

畳合お

須恵器

杯蓋

S B25 底部1/8存

底径17.Oc皿

外内 :回転ナデ にぶい黄橙(10YR7/3) 311ull以 下の小石

を少量含む

焼成不良

須恵器

高台付杯

S B25 底部1/10存

底径12.2cm

外 回転ナデ.難

り付け高台

回転ナデ内

ルマ(N5/) 211ull以 下の白色

粒を少量含む

黒色土器

(A類 )椀

S B28 底部1/3存

底径8.2cm

外内 :ナデ.磨き 外断 :灰白(7.5YR8/2)

内 :黒(10Y2/1)

l llull以 下の茶色

砂粒を少量含む

須恵器

杯

S B28 底部1/3存

口径14.Ocln

器高3.7cm

「五″番9.2cnl

外 回転ナデ。

ラ切り

回転ナデ内

灰(10Y6/1) 2111111以 下の白色

砂粒を含む

須恵器

林

S B28 底部破片 外内 :回転ナデ オ リープ灰(2.5GY6/1) 精緻

須恵器

杯蓋

S B34 口縁部1/16存

口径15.Ocm

外内 :回転ナデ 外

内

明青灰(5PB4/1)

うに(7.5Y6/1)

2111111以 下の 白・

黒色砂粒を少量

含お

須恵器

杯蓋

S B35 体部1/6存

口径12.Ocm

外内 :回転ナデ 外

内

灰(7.5Y6/1)

灰(N6/)

4 11ull以 下の小石

を少量含む

須恵器

杯蓋

S B35 口縁部1/15存

口径19.Ocln

外内 :回転ナデ 外

内

灰白(10Y7/1)

灰白(7.5Y7/1)

211ull以 下の砂粒

を少量含む

土師器

甕

S B86 口縁部1/6存

回径16.Ocm

外 ヨヨナデ.

ケロ

ヨコナデ.

蘭痛

内 指

引ロラマ(5YR4/1) l llull以 下の赤色

粒を多量含む

須恵器

林書

S B36 口縁部1/16存

口径15。 OcID

外内 :回転ナデ II・ :灰(7.5Y4/1)

内 :灰(7.5Y5/1)

精緻

須恵器

杯

S B36 口縁部破片 外内 :回転ナデ 目

'マ

(5PB5/1) 211ull以 下の砂粒

を少量含む

須恵器

杯

S B36 口縁部破片 外内 :回転ナデ 灰白(7.5Y7/1) lllull以 下の白色

砂粒を含む

土師器

皿

S B86 口縁部1/10存

口径20.5cm

外内 :回転ナデ 明赤褐(5YR5/8) lllllll以 下の白色

砂粒を含む

赤色顔料塗

布

須恵器

杯蓋

S B86 口縁部1/5存

回径8.4cm

哭菖 0_7om

外内 :回転ナデ ルマ(N5/) l llun以 下の自色

粒を含む

須恵器

杯

S B86 口縁部破片

□径19.4cm

外内 :回転ナデ 灰白(5Y7/) 精緻

須恵器

杯

S A02 口縁部1/13存

口径16.Ocm

外内 :回転ナデ ラマ(N5/) 211ull以 下の白色

砂粒を少量含む
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物
暑

遺
番

図版
番 暑 器種 出土地点 残存率 。法量 成形 。調整 色調 胎土 備考

土師器

小皿

S D01 口縁部1/6存

口径8.Ocm

外内 :ナデ 外

内

|こ 3ミいi菱祥:(10YR5/3)

奏辞局(10YR5/6)

l llull以 下の白色

砂粒を少量含む

須恵器

杯蓋

S D01 口縁部1/16存

口径16.Ocm

外内 :回転ナデ 外

内

断

灰(N5/1)

ルに(7.5YR6/1)

|こ 3ミいオ登(5YR6/4)

2111El以 下の白色

砂粒を少量含む

須恵器

杯

S D01 口縁部1/20存

口径16.4cm

外内 :回転ナデ ルマ(10Y4/1) 211ull以 下の自色

砂粒を少量含む

須恵器

杯

SD01 口縁部破片 外内 :回転ナデ 外

内

赤灰(10R5/1)

褐灰(5YR6/1)

lllull以 下の自色

砂粒を少量含む

須恵器

里

S D01 底部1/6存

底径11.Ocm

外内 :回転ナデ 明青灰(5PB6/1) l llull以 下の白色

砂粒を少量含む

土師器

小皿

S D02 体部1/2存

口径9.7cm

器高2.3cm

底径7.8cm

外内 :回転ナデ 外

内

|こ 3ミいオ登(7.5YR7/4)

|こ 3ミいオ橙(7.5YR7/2)

411111以 下の小石

を多量含む

土師器

小皿

S D02 体部1/3存

口径11.8cm

器高3.Ocm

底径6.7cm

外 回転ナデ.ヘ

ラ切り後ナデ

回転ナデ内

灰白(10YR3/1) l ll■l以 下の 自色

砂粒を少量含む

土師器

杯

S D02 底部1/3存

底径8.8cm

外 回転ナデ。ヘ

ラ切り後ナデ

回転ナデ内

外

内

赤橙(10R6/6)

プト(10R5/6)

lll■ l以 下の白 。

黒色粒を多量含

む

土師器

杯

S D02 口縁部1/8存

口径13.Ocm

器高3.5cm

底径7.8cm

外内 :ヨ コナデ 浅黄橙(7.5YR3/6) l lllal以 下の 白色

粒を少量含む

土師器

甕

S D02 口縁部1/8存

口径16.Ocm

外

　

内

指頭痕後ハケ

目

ヨコナデ

外

内

に3ミい励寸喝(2.5YR4/3)

黒褐(5YR3/1)

2mm以 下の砂釉

を多量含む

土師器

甕

S D02 口縁部1/2存

口径24.Oc皿

外 ヨコナデ。搾

頭痕.ハケロ

ヨコナデ内

外

内

明赤褐(5YR5/8)

に3ミい褐色(5YR4/3)

21nlll以 下の自色

砂粒を少量含む

土師器

甕

S D02 口縁部1/5存

口径32.Oc皿

外内 :回転ナデ 外

内

にぶい黄橙(10YR6/4)

明赤褐(2.5YR5/6)

211111以 下の自色

粒を多量含む

土師器

甕

S D02 回縁部1/10存

口径34.Ocm

外 3=fi. t
rtr
31ri内

外

内

にぶい黄橙(10YR7/3)

にぶい黄橙(10YR7/4)

3111nl以 下の小石

を少量含む

須恵器

杯

S D02 底部1/4存

底径6.6cm

外内 :回転ナデ 外

内

青灰(5B6/1)

灰(N6/)

lllull以 下の自色

粒を少量含む

須恵器

杯

S D02 口縁部1/4存

口径11.Ocm

器高3.Ocm

底径8.Ocm

外内 :回転ナデ オリープ灰(2.5GY5/1) l ll■l以 下の_白 色

粒を含む

須恵器

杯

S D02 口縁部1/20存

口径13.4cm

器高2.9cm

底径9.Ocm

外 回転ナデ.

ラ切り

回転ナデ内

灰白(N7/) 211ull以 下の自 。

黒色砂粒を少量

含む

須恵器

杯

S D02 底部1/5存

底径9.Ocm

外内 :回転ナデ 外

内

灰白(5Y7/1)

灰(7.5Y4/1)

lllul以 下の自色

粒を少量含む

焼成やや不

良

須恵器

杯

S D02 底部1/3存

底径10.Ocln

外内 :回転ナデ 灰(N6/) l llull以 下の自色

粒を少量含む
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須恵器

杯

S D02 底部1/2存

口径13.4cID

器高4。 lcm

底径9.Ocm

外内 :回転ナデ 灰(7.5Y6/1) l llull以 下の白色

粒を少量含む

須恵器

杯

S D02 底部1/9存

底径13.2cm

外 回転ナデ.ヘ

ラ切り

回転ナデ内

青灰(10BG6/1) 211ull以 下の白色

砂粒を少量含む

須恵器

杯

S D02 体部1/3存

口径14。 2c皿

器高3.4cm

底径9.Ocm

外内 :回転ナデ 外

内

灰白(5GY8/1)

灰白(10Y7/1)

l llull以 下の白・

黒色粒を少量含

む

須恵器

皿

S D02 底部1/6存

口径19.Oc田

器高1.9cm

庭12El R_40m

外内 :回転ナデ 黄灰(2.5Y6/1) lllul以 下の 白 。

黒色砂粒を少量

含む     ｀

須恵器

皿

S D02 口縁部1/10存

口径19.Ocm

器高2.Ocm

底径16_Ocm

外内 :回転ナデ 外

内

ルて(7.5Y6/1)

ルマ(10Y5/1)

l lllDl以 下の白色

粒を少量含む

焼成やや不

良

須恵器

皿

S D02 底部1/12存

口径26.Ocm

器高3.Ocロ

慮夕【,2_00m

外内 :回転ナデ 灰白(7.5Y8/2) lllull以下の黒色

粒を含む

焼成不良

須恵器

高台付杯

S D02 高台部1/8存

底径7.Oom

外 回転ナデ.貼

り付け高台後

ナデ

回転ナデ内

万て(N6/) l lllll以 下の黒色

砂粒を少量含む

須恵器

高台付杯

S D02 底部1/3存

底径9。 2cm

外 回転ナデ:貼
り付け高台

回転ナデ内

うに(N6/) lllull以下の白色

粒を少量含む

杯

器

付

恵

台

須

高

S D02 高台部1/6存

底径7.9cm

外 回転ナデ。貼

り付け高台

回転ナデ内

青灰(5PB6/1) 211111以 下の白色

砂粒を少量含む

須恵器

高台付杯

S D02 底部1/8存

底径10.Ocnl

外 回転ナデ.貼

り付け高台

回転ナデ内

外

内

うに(N6/)

目炉:(5B6/1)

lllEl以 下の白色

粒を多量含む

須恵器

高台付杯

S D02 底部1/5存

底径10.5cnl

外内 :回転ナデ ルて(N5/) 2111nl以 下の白色

粒を多量含む

須恵器

壺

S D02 高台部1/5存

底径8.Oom

外 回転ナデ。貼

り付け高台

回転ナデ内

灰(N5/1) llllal以下の白色

粒を含む

須恵器

=

S D02 高台部1/5存

底径9,Ocロ

外 回転ナデl貼

り付け高台

回転ナデ内

オリープ灰(5GY6/1) 311ull以 下の白色

砂粒を少量含む

須恵器

=

S D02 高台部1/7存

底径9.Ocm

外 回転ナデ1貼

り付け高台

回転ナデ内

青灰(5B5/1) llllDl程の黒色砂

粒を少量含む

須恵器

亜

S D02 底部1/2存

底径9.Ocm

外 回転ナデ.貼

り付け高台

回転ナデ内

外

内

灰(N6/)

青灰(5B6/1)

211ull以 下の白色

粒を多量含む

須恵器

=

S D02 底部1/6存

底径8.Ocm

外 :回転ナデ.貼

り付け高台

内 :回転ナデ

外

内

断

灰(10Y5/1)

青灰(5BG5/1)

に3くい現南喝(5YR4/3)

2111111以 下の白色

粒を多量含む
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須恵器

亜

S D02 高台部1/8存

底径9.Ocm

外 回転ナデ.貼

り付け高台

回転ナデ内

外

内

青黒(5B2/1)

青灰(5B5/1)

精緻

須恵器

亜

S D02 底部1/10存

底径7.Ocm

外 回転ナデ。貼

り付け高台

回転ナデ内

外

内

暗青灰(5B3/1)

暗紫灰(5P3/1)

211ull以 下の白色

小石を少量含む

須恵器

杯蓋

S D02 つまみ部完存 外内 :回転ナデ 外

内

青灰(5PB5/1)

紫灰(5P5/1)

3111Dl以 下の 白色

ノト石孝少量含お

内面に自然

釉付着

須恵器

杯蓋

S D02 口縁部1/14存

口2望 5.Oom

外内 :回転ナデ 灰(N6/).暗 紫灰(5P4/1) l llull以 下の白色

粒を含む

須恵器

杯蓋

S D02 回縁部1/16存

口径16.Ocm

外内 :回転ナデ 灰(7.5Y6/1) llllEl以 下の白色

粒を少量含む

須恵器

檻

S D02 口縁部1/12存

口を望7.Ocm

外内 :回転ナデ 外

内

灰(N4/)

灰(N5/)

lllull以 下の白色

粒を少量含む

須恵器

杯蓋

S D02 口縁部1/10存

口径 19。 Ocm

外内 :回転ナデ 暗青灰(5B4/1) l lllDl以 下の自色

粒を含む

須恵器

杯

S D02 口縁部1/8存

口径14.Ocm

外内 :回転ナデ 灰(N4/) 精緻

須恵器

杯

S D02 口縁部1/18存

口径15.Ocm

外内 :回転ナデ 外

内

灰(N4/)

5貶 (N5/)

l llull以 下の 白趣

粒孝少量合お

須恵器

林

S D02 口縁部1/8存

口径17.Ocm

外内 :回転ナデ オリープ灰(2.5GY6/1) 精緻

須恵器

長頸壺

S D02 頸部1/3存

口径9.Ocm

外内 :回転ナデ 外

内

断

灰(7.5Y4/1)

灰(10Y5/1)

雇事
"そ

(5PB7/1)

311ull以 下の 自 。

黒色砂粒を多量

含お

自然釉付着

須恵器

長頸壺

S D02 頸部1/3存

口径8.Ocm

外内 :回転ナデ 外

内

明青灰(5PB7/1)

紫灰(5P6/1)

211ull以 下の 自色

砂粒を少量含む

須恵器

甕

S D02 口縁部1/10存

口224,Ocm

外内 :回転ナデ 外

内

青灰(5B5/1)

ルに(N5/)

lllull以 下の自色

粒を多量含む

須恵器

甕

S D02 口縁部1/6存

口径23.Ocm

外

内

回転ナデ

回転ナデ。青

海 渡

外内 :灰白(N7/)

断 :赤灰(5R6/1)

5oIIll以 下の 自 。

黒色砂粒を少量

含お

外面に自然

釉付着

須恵器 S D03 底部1/3存

底径6.6cm

外内 :回転ナデ 灰(N5/) 311Ell以 下の小石

を少量含む

須恵器

亜

S D03 底部1/4存

底径5.5cm

外 回転ナデ.貼

り付け高台後

ナデ

回転ナデ内

外

内

灰(N5/)

灰(N6/)

lllllll以 下の白

黒色粒を含む

須恵器

高杯

S D03 脚部上片 外内 :回転ナデ 灰(N6/) lllllll以 下の黒色

粒を少量含む

土師器

小型甕

S D04 口縁部1/4存

口径13.Ocm

外内 :ナデ.ハケ

目

外

内

|こ 3ミい赤゙ネ局(5YR5/3)

|こ 3ミい]菱櫂:(10YR7/3)

411111以 下の小石

を多量含む

須恵器

林善

S D04 口縁部1/12存

口径14.Ocm

外内 :回転ナデ 外

内

灰(5Y5/1)

灰(N5/)

l llull以 下の砂粒

を少量含む

須恵器

杯蓋

S D04 口縁部破片 外内 :回転ナデ 灰白(N7/) 211ull以 下の小不

孝少量含お

土師器

小型甕

S D05 口縁部1/5存

口径14.Ocm

外 回転ナデ。ノ

ケロ

回転ナデ内

外

内

にぶい1匿 (7.5YR6/4)

黒褐(7.5YR3/1)

2111111以 下の 自・

黒 。茶色粒を多

量含お

須恵器

杯蓋

S D05 口縁部1/9存

□径14.Ocm

外内 :回転ナデ 青灰(5B5/1) 2111111以 下の小石

を少量含さi

42 須恵器

杯蓋

S D05 口縁部1/15存

口径19.Oc皿

外内 :回転ナデ 青灰(5PB5/1) 3111111以 下の自色

粒を少量含む
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須恵器

高台付杯

S D05 底部1/4存

底径9.Ocm

外 回転ナデ.貼

り付け高台

回転ナデ内

外 :灰 (N5/)

内 :灰 (N6/)

断 :に 3ミいラお楼;(2.5YR5/3)

l llull以 下の白色

粒を少量含む

須恵器

高台付杯

S D05 底部1/10存

底径11.Ocm

外 回転ナデ.貼

り付け高台

回転ナデ内

外

内

青灰(5R5/1)

灰白(N8/)

211ul以 下の小石

を少量含む

須恵器

甕

S D05 口縁部破片 外内 :回転ナデ 外

内

断

オ リープ黒(10Y3/1)

灰(10Y4/1)

ル貶ガ|(2.5YR6/2)

211ull以 下の白色

粒を少量含む

弥生土器 S D06 口縁部1/7存

口径19.2cm

外 :凹線2条

内 :ナデ

外

内

明赤褐(2.5YR4/6)

|こ

=ミ

い書き(10YR7/4)

211ull以 下の 白色

砂締み多暑合お

須恵器

杯

S D06 口縁部1/6存

口径15.Ocm

器高3.2cm

泥12番 10.7cIIl

外内 :回転ナデ 灰白(5Y7/1) 211ull以 下の 白色

砂粒を少量含む

須恵器

杯

S D06 口縁部1/11存

口2望 2.Ocm

外内 :回転ナデ 灰(N4/) 211ull以 下の 白色

秒締孝少量合お

緑釉陶器

高台付椀

S D06 底部1/8存

底径7.Oc皿

外 :回転ナデ.削

り出し平高台

内 :回転ナデ.施
勲

外内 :オ リープ黄(7.5Y6/3)

断 :灰白(2.5Y8/2)

llllll以 下の自色

砂粒を少量含む

軟質

土師器

皿

S D07 完形

口径14.4cm

器高3.3cm

"F各
0 ,cm

外 回転ナデ。

ラ切り

回転ナデ内

外

内

明赤褐(5YR5/8)

に3ミ い言苺(10YR7/4)

211111以 下の白色

粒を含む

土師器

甕

S D07 口縁部ほぼ完

存

口径21.3cm

外 ナデ.ハケロ

6条/cm

ハケロ

6条 /cm。 ナデ

内

外

内

明褐(7.5YR5/6)

|こ 3ミい妻i(2.5Y6/4)

211ull以 下の茶色

砂粒を少量含む

土師器

甕

S D07 回縁部1/9存

口径30。 9cm

外 :ナデ

内 :ナデ ハケロ

646/cm

明褐(7.5YR5/6) 211El以 下の 白 。

茶色砂粒を少量

含お

須恵器

杯蓋

S D07 ほぼ完存

口径15.4cm

果菖2_Ocm

外内 :回転ナデ 青灰(5PB6/1) l lllnl以 下の白色

砂粒を少量含む

須恵器

高台付杯

S D07 口縁部1/5存

口径15.Ocm

器高3.6cm

"=径
9.Rcm

外内 :摩滅のため

調整不明

外

内

灰白(N8/)

灰白(N7/)

2111Dl以 下の白色

粒を少量含む

焼成不良

須恵器

鉢

S D08 口縁部1/7存

口径22.Ocm

器高7.6cm

臓輸
`15_Rcm

外内 :回転ナデ 外

内

灰白(7.5Y7/1)

橙(7.5YR7/6)

211ull以 下の白色

砂粒を少量含む

焼成やや不

良

器師

皿

土

小

S Do9 回縁部1/8存

口径12.Ocm

晏尋憚雪,_10m

外内 :回転ナデ 明赤褐(5YR5/8) llllll以 下の砂粒

を少量含む

土師器

皿

S D09 口縁部1/6存

□径19.3cm

底径17.Ocm

外 ヨコナデ。ヘ

ラ削り。ヘラ

ミガキ

ヨコナデ 暗文内

外断 :橙 (5YR6/6)

内 :灰白(7.5YR8/2)

211ull以 下の白色

粒を含む

土師器

皿

S D09 口縁部1/8存

口径19.Ocm

器高2.lcm

底径11.Ocnl

外 摩滅のため議

整不明

暗文内

外

内

橙(5YR6/6)

明赤褐(5YR5/8)

精緻
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土師器

甕

S D09 口縁部1/10存

口径17.Ocm

外内 :摩滅のため

調整不明

外 :橙 (7.5YR7/6)

内 :にぶい黄橙(10YR7/4)

611ull以 下のガヽ石

を多量含む

土師器

甕

S D09 口縁部1/6存

口径17.Ocm

外内 :ヨ コナデ ブト烈目(2.5YR4/8) l llull以 下のJヽ 石

を多量含む

土師器

甕

S D09 口縁部1/8存

口径18.Oom

外内:摩滅のため

調整不明

外

内

にぶい黄橙(10YR7/4)

にぶい黄橙(10YR7/3)

211ull以 下の砂粒

を多量含む

土師器

甕

S D09 口縁部破片 外内:摩滅のため

調整不明

外

内

橙(7.5YR7/6)

明黄褐(10YR7/6)

211ull以 下の白 。

黒・茶色粒を多

量含む

土師器

甕

S D09 口縁部1/14存

口径30.Ocm

外内 :ヨ コナデ 外

内

橙(7.5YR6/6)

橙(7.5YR7/6)

lllull以 下の赤色

粒を多量含む

須恵器

杯蓋

S D09 口縁部1/12存

口径14.Ocm

外内 :回転ナデ 外

内

青灰(5PB5/1)

暗青灰(5PB4/1)

lllllll以 下の砂 粒

少量含む

須恵器

杯蓋

S D09 口縁部1/22存

口径16.Ocm

外内 :回転ナデ 外

内

青灰(5PB6/1)

亭蒙ワに(5PB5/1)

精緻

須恵器

檻

S D09 蓋破片 外内 :回転ナデ 外

内

断

灰(N6/)

灰(N4/)

に3ミい励尋号(5YR4/4)

211ull以 下の白色

粒を少量含む

須恵器

杯

S D09 底部1/2存

口径18.4cm

器高3.5cm

底径11.4cm

外 回転ナデ。ヘ

ラ切り

回転ナデ内

外

内

ルマ(N5/)

灰(5Y7/1)

lllull以 下の黒色

粒を少量含む

焼成やや不

良

須恵器

皿

S D09 底部1/4存

口径19.2cm

器高2.9cm

底径15。 4cm

外 回転ナデ.ヘ

ラ切り

回転ナデ内

灰白(N8/) lllllll以 下の白色

砂粒と黒色粒を

含む

焼成不良

須恵器

高台付杯

S D09 口縁部1/7存

口径12.Ocm

器高3.6cm

底径7.8cm

外 回転ナデ。貼

り付け高台

回転ナデ内

灰白(5Y8/1) 精緻 焼成やや不

良

須恵器

高台付杯

S D09 底部1/3存

口径12.6cm

器高4.5cm

底径9.3cm

外 回転ナデ.貼

り付け高台

回転ナデ内

外内:灰 (N3/)

断 :赤褐(10R5/3)

精緻

須恵器

高台付杯

S D09 体部1/5存

口径14.9cm

器高4 1cm

底径11.Ocm

外 回転ナデ.貼

り付け高台

回転ナデ内

外

内

黄灰(2.5Y6/1)

ルマ(7.5Y6/1)

2111111以 下の白色

粒を少量含む

須恵器

高台付杯

S D09 底部1/2存

口径16.Ocm

器高4.7cm

底径10。 3cm

外 回転ナデ。貼

り付け高台

回転ナデ内

青灰(5B6/1) 211■ l以 下の白色

砂粒を含む

須恵器

霊

S D09 口縁部破片 外内 :回転ナデ ラマ(N5/) 精緻

須恵器

亜

S D09 口縁部1/8存

口径21.8om

外内 :回転ナデ 灰(N4/) llllDl以下の砂粒

を少量含む

須恵器

円面硯

S D09 脚部1/2存

底径16.Ocm

外 回転ナデ ス

カシ.沈線1条

回転ナデ内

外

内

暗青灰(5B4/1)

青灰(5B5/1)

l llull以 下の自色

粒を少量含む

瓦器

鍋

S D09 把手部完存 外

内

ヨコナデ

指頭痕

外内:灰 (N4/)

断 :灰白(2.5Y8/1)

精緻
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土師器

杯

S D10 口縁部1/10存

口径13.Ocm

器高2.8cm

底径9.2cm

外内 :摩滅のため

調整不明

橙(5YR6/6) 2111111以 下のガヽ石

を多量含む

土師器

皿

S D10 体部1/6存

口径20.Ocm

器高3.Ocm

底径15,Ocm

外内 :摩滅のため

調整不明

橙(5YR6/6) 2111111以 下の白色

粒を少量含む

土師器

把手付甕

S D10 口縁部1/16存

口径28.Ocm

外 ゴコナデ.

ケロ

ヨコナデ.

豆百Л与

内

灰白(10Y7/1) l llllll以 下の白色

粒を多量含む

須恵器

杯書

S D10 体部1/2存

口径15.Ocm

外内 :回転ナデ 外

内

灰(N5/)

万マ(N6/)

2111111以 下の小石

み少号合お

須恵器

杯蓋

S D10 体部1/3存

□径16.Ocm

器高2.lcm

外内 :回転ナデ 外

内

ルマ(N5/)

灰(N6/)

211ull以 下の小石

を少量含む

須恵器

杯

S D10 体部1/6存

□径12.Ocm

器高4.Ocm

底径8.7cm

外内 :回転ナデ 灰白(7.5Y7/1) l llllll以 下の白色

粒を少量含む

須恵器

杯

S D10 体部1/10存

口径13.Ocm

器高3.3cm

屍
=径

0 40m

外内 :回転ナデ 外

内

断

灰(N4/)

青灰(5B5/1)

灰赤(2.5YR4/2)

211111以 下の白色

粒を少量含む

須恵器

杯

S D10 底部1/5存

口径14.4cm

器高3,7cm

底径10.4cm

外 回転ナデ.ヘ

ラ切り

回転ナデ内

外 :灰 白(N7/)

内断 :灰白(5Y7/1)

lllllll以 下の白色

砂粒を多量含む

須恵器

杯

S D10 口縁部1/3存

口径12.8cm

器高4.9cm

底径8.2cnl

外

内

回転ヘラ削り

回転ナデ

灰白(5Y7/1) 2111111以 下の灰色

粒を含む

須恵器

杯蓋

S D10 口縁部1/6存

口径9.3cm

器高2.6cm

外 回転ナデ.ヘ

ラ切り

回転ナデ内

灰(N6/) l llull以 下の黒色

粒を含む

器

帝

恵

璽

須

短

S D10 口縁部1/14存

□216.l cm

外内 :回転ナデ 灰(N6/) l llull以 下の黒色

粒を含む

須恵器

高台付杯

S D10 口縁部1/2存

口径10.7cm

器高4.9cm

底径8,7cm

外 回転ナデ.貼

り付け高台.

ヘラ切り

回転ナデ内

灰(N6/) l llull以 下の白色

砂粒を含む

須恵器

高台付杯

S D10 口縁部1/2存

口径12.lcm

器高4.3cm

底径8.8cm

外 回転ナデ.貼

り付け高台

回転ナデ内

外内 :青灰(5B5/1)

断 :青灰(5B5/1)

暗赤灰(5R4/1)

l llllll以 下の白色

粒を多量含む

須恵器

高台付杯

S D10 底部1/2存

口径13.l cm

器高4.lcm

底径9.6cm

外 回転ナデ.貼

り付け高台

回転ナデ内

青灰(5B6/1) 精緻

須恵器

高台付杯

S D10 口縁部1/2存

口径14,9cm

器高4.9cm

底径11.5cm

外 :回転ナデ.貼

り付け高台

内 :回転ナデ

灰白(7.5Y7/1) l llull以 下の白色

砂粒を含む

-139-



物
暑

遺
番

版
昇

図
番 器種 出土地点 残存率 。法量 成形・調整 色調 胎土 備考

須恵器

高台付杯

S D10 底部1/2存

底径11.5cm

外 回転ナデ.貼

り付け高台

回転ナデ内

外 :青灰(10BG6/1)

内断 :灰 白(N8/)

211ull以 下の 白色

砂粒を少量 と1

111111以 下の黒色粒

を含む

瓦質土器

椀

S D10 口縁部1/8存

口径14.Ocm

外内 :ナデ 外 :灰 (N6/)

内 :灰(5Y6/1)

断 :灰 白(5Y8/1)

に
=ミ

い橙(7.5YR7/4)

lllllll以 下の黒色

粒を含む

土師器

杯

S Dll 底部1/5存

口径12.7c冊

器高2.3cm

底径10.2cm

外内 :ナデ 外

内

湘静(5YR6/6)

灰黄(2.5Y7/2)

311ull以 下の白 。

茶色砂粒を少量

含む

土師器

杯

S Dll 底部1/11存

口径14.8cm

器高2.3o■

底径13.Oc皿

外内 :ナデ 外

内

明赤褐(5YR5/6)

にぶい黄橙(10YR7/2)

211Ell以 下の 白色

粒を少量含む

土師器

杯

SDH 底部1/10存

底径10.6cm

外 ヘラミガキ.

ナデ   `
ナデ内

外

内

明赤褐(5YR6/6)

灰黄(2.5Y7/2)

l llull以 下の白色

砂粒を少量含む

土師器

皿

S Dll 口縁部破片

口225.Ocm

外内 :回転ナデ 外

内

橙(5YR6/6)

ねた警壼(2.5YR8/3)

l llllll以 下の 白色

砂粒秒 量含お

土師器

鉢

SDH 口縁部1/18存

口229.6cm

外内 :回転ナデ 外

内

に3ミい黄橙(10YR7/4)

浅黄(2.5Y7/4)

2111111以 下の 白 。

茶色砂粒を多量

合お

土師器

甕

S Dll 回縁部1/4存

口径14.8cm

外 ヨコナデ。

ケロ

ヨコナデ.

ケロ指頭痕

内

外 :橙(2.5YR6/6)

内 :にぶい黄橙(10YR7/4)

211ull以 下の白色

砂粒を多量含む

土師器

把手付甕

S Dll 口縁部1/4存

口径26.6cm

外 :指頭痕.ハケ

目

内 :ヨ ヨナデ.指
頭濾

外

内

橙(5YR6/6)

灰褐(5YR5/2)

4111111以 下のガヽ石

を含む

土師器

把手付甕

S Dll 口縁部1/2存

口径35.9cm

外 ヨコナデ.

ケロ4条/cIIl

ヨコナデ.

豆百警ヨ
内 指

にぶい責橙(10YR7/3) 211ull以 下の白色

砂粒を多量含む

土師器

把手付甕

S Dll 把手部存 外

内

ナデ

摩滅のため調
整 不 nll

外 :浅黄橙(10YR3/4)

内断 :黒褐(2.5Y3/1)

2111111以 下の白色

砂粒を多量含む

土師器

羽 各

S Dll 回縁部1/9存

□径24.Ocm

外内 :摩滅のため

調整不明

外

内

橙(2.5YR6/8)

日月
"R劇

目
`5YR4/8)

3111111以 下のガヽ石

弟 多畳 合 お

器師

壺

土

帖

S Dll 回縁部1/4存

□aζ13.Ocm

外内 :指頭痕。ナ

デ.窄孔

外 :橙 (5YR6/6)

内 :橙 (7.5YR6/6)

l llllll以 下の白色

締み合お

器
　
、

師

壺

土

蛸

S Dll 完形

器高8。 4cm

酔 4.9cnl

外内 :ナデ.指頭

痕.窄孔

外

内

明赤褐(2.5YR5/6)

浅黄(2.5Y7/3)

311ull以 下の白・

灰色砂粒を多量

合お      _

飯蛸壺

器師

事

土

蛸

S Dll 頭部ほぼ完存 指頭痕.ナデ.窄

孔

に3ミい黄橙(10YR7/2) l llllll以 下の黒 色

締み合お  :
飯蛸壺

器師

蕎

土

蛸

S Dll 頭部ほぼ完存 指頭痕.ナデ.窄

引:

にあミい橙(7.5YR7/4) l llull以 下の赤色

粒を含お

飯蛸壺

須恵器

杯

S Dll 体部1/8存

口径12.6cm

器高3.4cm

庭二2旨7.4cnl

外 :回転ナデ.巨

転ヘラ削り

内 :回転ナデ

外

内

灰白(10Y7/1)

灰白(N7/)

lmm以 下の自 。

黒色粒を多量含

む
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須恵器

杯

S Dll 回縁部1/3存

口径12.8cm

器高4.lcm

底径8.4cm

外 回転ナデ.ヘ

ラ切り

回転ナデ内

外

内

灰白(5Y7/2)

灰白(10Y7/1)

l llull以 下の 白色

粒を多量含む

須恵器

高台付杯

S Dll 体部1/4存

口径14.5cm

器高4.2cm

底径12.Ocm

外 :回転ナデ.貼

り付け高台

内 :回転ナデ

外

　

内

明オ リープ灰(2.5GY7/

1)

青灰(5B6/1)

211ull以 下の 白色

小石を少量含む

須恵器

高台付杯

S Dll 口縁部2/3存

口径14.6cm

器高3`7cm

底径9,3cm

外 回転ナデ.貼

り付け高台

回転ナデ内

外 :暗青灰(5B4/1)

内 :青灰(5B5/1)

4111111以 下の小石

を多量含む

須恵器

杯蓋

S Dll 口縁部1/3存

口径15,9cm

器高1.4cm

外内 :回転ナデ 外断 :灰 (N5/)

内 :灰 白(N7/)

2111111以 下の 白色

砂粒を含む

須恵器

杯蓋

S Dll 体部1/10存

口径17.Ocm

外内 :回転ナデ 外

内

灰白(7.5Y8/1)

灰白(5Y8/1)

l llllll以 下の 自色

粒を少量含む

須恵器

皿

S Dll 体部1/6存

口径17.4cm

器高2.lcm

底径14.8cm

外内 :回転ナデ 外 :灰 (N5/)

内 :オ リープ灰(2.5GY6/1)

l llllll以 下の白色

小石を少量含む

須恵器

甕

S Dll 口縁部1/20存

口径28.Ocm

外 ヨコナデ.タ

タキロの上を

カキロ

ヨコナデ内

ラマ(N6/) l llull以 下の 白 。

黒色粒を少量含

む

須恵器

高台付壺

S Dll 高台部1/4存

底径9.Oc冊

外 :回転ナデ.貼

り付け高台後

ナデ

内 :回転ナデ

外

内

青灰(5B2/1)

青灰(5PB6/1)

精緻 外面に自然

釉付着

土師器

甕

S D12 口縁部1/5存

口径29.2cm

外 33fi. t;
,tr
33f7. t;
lTtr

内

外

内

に3ミいi費櫂i(10YR6/4)

|こ 遮ミいi義権[(10YR5/4)

l llull程 の自色砂

粒 と0.l llull以 下

の赤色砂粒を含

む

土師器

鍋

S D12 口縁部1/4存

口径36.Ocm

外 :指ナデ.指頭

痕.ハケロ

内 :ヨ コナデ

外

　

内

断

浅黄橙(7.5YR8/3)

黒褐(7.5YR3/2)

橙(5YR6/6)

ソト‖尋(5YR4/6)

器師

釜

土

羽

S D12 口縁部1/10存

口径32.Ocm

外内 :摩滅のため

調整不明

外

内

に3ミいイら(7.5YR5/4)

にぶい黄橙(10YR6/3)

3111111以 下の小石

を多量含む

須恵器

杯蓋

S D12 口縁部1/12存

口径15.Ocm

外内 :回転ナデ ラマ(N5/) 2 11ull以 下の白色

粒を少量含む

器恵

蓋

須

杯

S D12 口縁部1/9存

口径151 0cm

外内 :回転ナデ 外

内

灰(N6/)

灰(7.5Y6/1)

l llull以 下の 白色

粒を少量含む

土師器

杯蓋

S D12 口縁部1/6存

口径16.Ocm

外内 :回転ナデ 外 :灰 (N6/)

内 :浅責橙(10YR3/3)

l llull以 下の砂粒

を少量含む

須恵器

杯

S D12 口縁部1/5存

口径12.6Cm

器高3.2ci

底径7.2cm

外 回転ナデ.ヘ

ラ切り

回転ナデ内

灰白(N8/) 2111111以 下の自色

粒を含む

焼成不良

須恵器

杯

S D12 底部1/4存

底径8.8cm

外 :回転ナデ.ヘ

ラ切り

内 :回転ナデ

灰白(N7/) l llllll以 下の黒色

粒を含む
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須恵器

高台付杯

S D12 底部1/4存

底径10.lcm

外 回転ナデ.貼

り付け高台 .

ヘラ切り

回転ナデ内

青灰(5B6/1) 211ull以 下の白色

粒を含む

須恵器

甕

S D12 口縁部1/8存

口径22.4cm

外 回転ナデ.

タキロ

回転ナデ.

海 渡

タ

内 〓目

青灰(5PB6/1) l llull以 下の白色

砂粒を少量含む

須恵器

喜

S D12 頸部1/6存 外 :ナデ

内 :ナデ.青海波

外

内

青灰(5PB5/1)

ワ|(N5/)

l llllll以 下の白色

粒を少量含む

須恵器

把手付甕

S D12 把手部1/2存 外

内

Л占り付けま巴手

ヨコナデ

灰白(N6/) 精緻

土師器

窒

S D12 破片 外 :ナデ

内 :ハケロ

外断 :にぶい橙(7.5YR7/3〉

内 : 精 (5YR6/8)

l llllll以 下の自色

締ふえ暑合計)

土師器

ノJヽ皿

S D13 □縁部1/5存

口径9.2cm

器高1.2cm

底径4.8cm

外内 :摩滅のため

調整不明

湘壼(7.5YR7/6) 2 11ull以 下のガヽ石

を少量含む

土師器

皿

S D13 体部1/5存

口径17.Ocm

器高2.6cm

底径9.6cm

外内 :回転ナデ 浅黄橙(10YR8/3) 2111111以 下の白色

粒を少量含む

赤色顔料塗

布

土師器

皿

S D13 口縁部1/6存

口径18.7cm

底径14.7cm

外 回転ナデ.ヘ

ラ切り

回転ナデ内

灰黄(2.5Y7/2) l llull以 下の白色

粒を含む

土師器

皿

S D13 ほぼ完存

口径20.6cm

器高2.7cm

底径18.5cm

外内 :摩滅のため

調整不明

外

内

橙(5YR6/6)

橙(5YR6/8)

3111111以 下のガヽ石

を少量含む

土師器

杯

S D13 底部1/3存

底径8.Ocm

外 回転ナデ。
「

盤状高台

回転ナデ内

外 ;橙 (7.5YR7/6)

内 :橙 (7YR6/6)

l llllll以 下の白色

粒を少量含む

土師器

杯

S D13 底部完存

底径6.5cm

外 回転ナデ.「

盤状高台

回転ナデ内

外

内

橙(5YR7/8)

浅黄橙(7.5YR8/6)

311ull以 下のガヽ石

を少量含む

土師器

林

S D13 口縁部1/5存

回径11.Ocm

外内 :回転ナデ 外

内

明赤輩訳5YR5/8)

明赤褐(2.5YR5/8)

3111111以 下の白色

粒を含まP

土師器

杯

S D13 口縁部1/8存

口径13.Ocm

外

内

回転ナデ

摩滅のため調

富ぎラκ口日

瀧詮(7.5YR7/6) 精緻

土師器

杯

S D13 底部1/4存

口径13.5cm

器高3.7cm

底径9.5cm

外 :回転ナデ.ヘ

ラ切り

内 :回転ナデ

外

　

内

断

灰白(2.5Y8/1)

に
=ミ

い橙(7.5YR7/4)

灰白(2.5Y8/1)

|こ 3ミい橙(7.5YR7/4)

2111111以 下の自色

粒を多量含む

土師器

杯

S D13 口縁部1/4存

口径14.Ocm

器高3.9cm

底径8.Ocm

外内 :回転ナデ 明赤褐(2.5YR5/8) l llull程 の自・黒

色砂粒を少量含

む

土師器

杯

S D13 底部1/3存

口径14.4cm

解 5.2cll

外 :ナデ.凹線 4

条.

内 :ナデ

橙(5YR6/8) l llull以 下の白色

砂粒を少量含む

土師器

甕

S D13 口縁部1/7存

口径37.2cm

外 回転ナデ.ハ

ケロ

ハケロ内

外

内

橙(5YR7/6)

浅黄橙(10YR8/3)

l llull以 下の白色

粒を多量含む
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土師器

甕

S D13 胴部2/3存 外

内

ハケロ
ヨコナデ

外

内

黒褐(5YR3/1)

暗赤褐(5YR3/2)

3111111以 下の小石

を多量含む

土師器

羽釜

S D13 口縁部1/4存

口径21.Ocm

外 3 at7. tt
,tr
= r -l-:i閃

外

内

明褐(7.5YR5/6)

にあミいお饉(7.5YR6/4)

3111111以 下の白色

小石を少量含む

土師器

羽釜

S D13 口縁部1/6存

口径24.7cm

外 ヨコナデ.ハ
ケロ
ョ ■ キ ギ肉

浅黄(2.5Y7/3) 211Ell以 下の白色

砂粒を多量含む

器師

釜

土

羽

S D13 回縁部1/6存

回径27.Ocm

外 ヨコナデ.指

頭痕.ハケロ

ヨコナデ内

外

内

に応ミい」壼(2.5Y6/3)

に3ミい讃韓湘静(10YR6/4)

5111111以 下の小石

を少量含む

土師器 S D13 口縁部1/4存

口2■ 3.Ocm

外

内

ナデ. ハケロ

指頭痕ナデ.

外

内

明褐色(2.5YR5/6)

明赤褐(5YR5/6)

l DDi以 下の黒色

締みZ詈含お

土師器

蛸壺

S D13 口縁部2/3存

口径8.2cm

外 :指頭痕

内 :指ナデ

外

内

橙(5YR6/6)

赤褐(5YR4/8)

511ull以 下の小石

を多量合お

黒色土器

(A類 )椀

S D13 口縁部1/8存

口径13.Ocm

外 :回転ナデ

内 :ミ ガキ (暗

文)

外

内

断

浅黄橙(10YR3/3)

黒(2.5Y2/1)

浅黄橙(10YR8/3)

コ肇
`,_3V,/1)

l lllll以 下の赤色

粒を少量含む

黒色土器

(A類 )椀

S D13 高台部1/10存

底径6.8cm

外 回転ナデ.難

り付け高台

回転ナデ内

外断 :にぶい黄橙(10YR7/3)

内:黒 (2.5YR2/1)

l llull以 下の自色

小石を少量含む

須恵器

杯蓋

S D13 口縁部1/3存

口径14.2cm

器高2.9cm

外内 :回転ナデ 灰(N6/) 211ull以 下の 白色

砂粒を含む

須恵器

杯

S D13 口縁部1/3存

口径13.lcID

器高5.Ocm

底径9.4cm

外 回転ナデ.

ラ切り

回転ナデ内

ルに(N6/) l llull以 下の黒色

粒を少量含む

須恵器

杯

S D13 口縁部1/3存

口径15,3cm

器高4.5cm

雌 9.lcIIl

外 回転ナデ.

ラ切り

回転ナデ内

外 :黄灰(2.5Y6/1)

内断 :灰 白(2.5Y8/1)

311ull以 下の自色

砂粒を多量含む

焼成不良

須恵器

杯

S D13 底部1/3存

口径14.2cm

器高4.5cm

庭12【A ncm

外 :回転ナデ.ヘ

ラ切り

内 :回転ナデ

灰白(N7/) lllllll以 下の黒色

粒を少量含む

焼成不良

須恵器

杯

S D13 口縁部1/2存

口径15,lcm

器高4.5cm

″二牟覧6.4cnl

外 回転ナデ.

ラ切り

回転ナデ内

外 灰白(5Y8/1)

暗青灰(5B4/1)

灰白(N7/)

暗青灰(5B4/1)

内

l llull以 下の自・

黒色粒を少量含

む

焼成不良

須恵器

岳覇市

S D13 口縁部1/3存

回2鋼 .2cm

外内 :回転ナデ 外内 :灰 (10Y5/1)

断 :赤灰(5R5/1)

l llllll以 下の黒色

締孝合お

自然釉付着

須恵器

長頸壺

S D13 脚部1/12存

底径20.Ocm

外内 :回転ナデ 外内:暗青灰(5B4/1)

断 :暗青灰(5B4/1)

暗兼 灰

`馬

R4/1ヽ

l llull以 下の白色

粒を含む

土師器

壼

S D13 前面1/2存 外内 :ハケロ.ナ 灰黄褐(10YR6/2) 2111111以 下の 白色

秒精み合お

器

硯

恵

面

須

円

S D14 脚部破片

底径18.4cm

外 回転ナデ.川

部スカシ

回転ナデ内

青灰(5PB6/1) llIEll程 の黒色粒

を含む

須恵器

皿

S D16 口縁部1/8存

口径18.6cm

器高2.Ocm

底径15,Ocm

外内 :回転ナデ 灰白(7.5Y7/1) llIEll以 下の白

黒色粒を含む
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須恵器

杯

S D16 口縁部1/6存

回径14.9cm

外内 :回転ナデ 灰白(7.5Y7/1) l llull以 下の白

黒色粒を含む

須恵器

杯

S D18 口縁部1/8存

回径14.4cm

外内 :回転ナデ 灰(10Y6/1) l llull以 下の自色

粒を多量含む

土師器

小皿

S D19 回縁部1/4存

口径7.Ocm

器高1.2cm

底径4.9cm

外 :回転ナデ.ヘ

ラ切り

内 :回転ナデ

外内:浅黄橙(10YR3/3)

断 :明責褐(10YR6/8)

l llull以 下の灰色

粒を含む

土師器

小皿

S D19 底部1/3存

口径8.1錮

器高1.2cm

底径6.4cm

外 :回転ナデ.ヘ

ラ切り

内 :回転ナデ

外

　

内

断

浅黄橙(10YR3/3)

黄橙(7.5YR7/8)

浅黄橙(10YR8/3)

黄橙(7.5YR7/8)

l llull以 下の自色

粒を少量含む

須恵器

杯蓋

S D19 体部1/5存

口径15.4cm

器高2.6cm

外内 :回転ナデ 外

内

ルマ(N6/)

灰白(7.5Y7/1)

211111以 下の 白色

粒を少量含む

須恵器

杯蓋

S D19 口縁部1/20存

口径15,8cm

外内 :回転ナデ 外

内

灰(N6/)

青灰(5PB6/1)

2111111以 下の小石

を少量含む

須恵器

高台付杯

S D19 底部1/3存

底径11.3cm

外 回転ナデ.貼

り付け高台.

ヘラ切り

回転ナデ内

灰白(N7/) l llllll以 下の灰色

粒を含む

須恵器 S D19 底部2/3存

底径8.Ocm

外 :回転ナデ.Л占

り付け高台

内 :回転ナデ

外

内

灰(N6/)

青灰(5PB6/1)

2 11ull以 下の小石

を多量含む

須恵器 S D19 底部破片 外 回転ナデ.貼

り付け高台

回転ナデ内

外 :灰 (N6/)

内 :青灰(5B5/1)

断 :にぶい赤褐(5YR5/4)

l llllll以 下の白色

粒を少量含む

須恵器 S D19 底部破片 外内 :摩滅のため

調整不明

外

内

灰(N5/)

ルマ(N6/)

2111111以 下の白色

粒を多量含む

須恵器

甕

S D19 口縁部破片 外内 :回転ナデ 外内 :灰 (N6/)

断 :赤灰(7.5R6/1)

2111111以 下の小石

を少量含む

口縁端部に

自然釉付着

土師器

/JNIl

S D20 口縁部1/3存

口径8.Ocm

器高1.3c冊

底径5.5cm

外内 :回転ナデ にぶミい1澄 (7.5YR7/4) l llull以 下の赤色

粒を含む

土師器

甕

S D20 体部破片 外

内

ハケロ

指頭痕

に遮ミいi苺裾[(10YR7/4) l llllll以 下の小石

を含む
土師器

鍋

S D20 口縁部1/8存

回径21.Ocm

外内 :ヨ コナデ 外

内

に広ミい1澄 (7.5YR7/3)

|こ 3ミいオ登(7.5YR7/4)

311ul以 下の小石

を少量含む

須恵器

高台付杯

S D20 回縁部1/4存

口径17.Ocm

器高5.7cm

底径12.8cm

外 :回転ナデ.貼

り付け高台

内 :回転ナデ

外

内

暗灰(N3/)

灰白(N7/)

l llull以 下の自色

砂粒を少量含む

須恵器

高台付杯

S D20 底部1/2存

底径H。 7cm

外 回転ナデ.貼

り付け高台.

ヘラ切り

回転ナデ内

青灰(5B6/1) l llllll以 下の白色

粒を少量含む

須恵器

高台付壺

S D20 底部1/4存

底径9.4cm

外 回転ナデ.貼

り付け高台.

ヘラ切り

回転ナデ内

青灰(5B6/1) 211111以 下の自色

粒を含む

須恵器

亜

S D20 口縁部1/10存

口径23.Ocm

外内 :ヨ コナデ 外

内

ラマ(N6/)

ルマ(N5/)

411111以 下の白色

の小石を少量含

む
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須恵器

亜

S D20 頸部破片 外

内

&:tr*
3 3)-i

外

内

灰白(N4/)

灰白(N5/)

精緻

一刷備

壺

S D20 口縁部1/12存

口径18.8cID

外内 :回転ナデ 灰赤(2.5YR4/2) 精緻

白磁

高台付椀

S D20 高台部1/4存

底径3.Ocm

外内 :回転ナデ .

旅釉

外内釉 :灰白(5Y7/2)

外断無釉 :灰白(5Y8/2)

精緻

瓦器

椀

S D21 □縁部破片 外内 :回転ナデ 外内 :灰 (N4/)

断 :灰 白(7.5Y7/1)

精緻 和泉

瓦質土器

椀

S D22 口縁部1/8存

口径15.Ocm

外内 :回転ナデ 外内 :灰 (N5/)

断 :灰 白(10YR8/1)

精緻 西村

土師器

亜

S D25 口縁部1/2存

口径16.Ocm

外

内

回転ナデ

ヨコナデ

に3ミいj毒様;(10YR5/4) l llull以 下の小石

を少量含む

土師器

鉢

S D25 口縁部1/16存

底部1/6存

回径33.9cm

底径22.7cm

外 波状文.直薪

文.刺突文

指頭痕.ハケ

目

内

橙(7.5YR6/6) 211ull以 下の白色

砂粒を含む

土師器

甕

S D25 口縁部1/10存

回径54.Ocm

外内 :回転ナデ にぶい黄橙(10YR6/3) llllDl以 下の小石

を多量含む

野壺

瓦質土器

賠烙

S D25 口縁部破片

口径37.6cm

外

　

内

指ナデ。指頭

痕

ヨコナデ ノ`

ケロ

外

内

断

興R烈目(10YR3/2)

|こ 3ミい妻辞喝(10YR4/3)

に3ミい褐(7.5YR5/4)

榊

瓦質土器

鍋

S D25 口縁部1/12存

口径34.Ocm

外 :ヨ コナデ.催

頭痕

内 :ヨ コナデ

外内 :灰 (5Y4/1)

断 :灰 (5Y6/1)

llllEl以 下の小石

を少量含む

誠
椀

S D25 底部破片 外内 :回転ナデ.

施釉

外

内

断

明緑灰(10GY7/1)

明緑灰(10GY8/1)

灰白(N7/)

精緻

誠
壺

S D25 口縁部1/5存

口径11.8cm

外内 :回転ナデ 外

内

　

断

明オ リープ灰(5GY7/1)

灰白(10YR3/2)

明緑灰(10GY7/1)

灰白(10GY7/1)

lllull以 下の黒色

粒を含む

須恵器

皿

S K02 口縁部1/9存

口径19.Ocm

外内 :回転ナデ 外

内

灰白(5Y7/1)

灰白(7.5Y7/1)

l llllll以 下の自色

粒を少量含む

土師器

小皿

S K03 体部1/10存

口径8.Ocm

器高 1。 2cm

底径6.Ocm

外内 :ナデ 灰白(2.5Y7/1) l llull以 下の白色

粒を少量含む

須恵器

杯蓋

S K04 天丼部片

(つ まみ有)

外内 :回転ナデ 外 :灰 (N5/)

内 :オ リープ灰(5GY6/1)

3111111以 下の自色

粒を少量含む

須恵器

杯

S K04 底部1/8存

底径7.Ocm

外 回転ナデ。

ラ切り

回転ナデ内

外

内

灰白(10Y7/1)

灰白(7.5Y7/1)

211ul以 下の白色

粒を微量含む

土師器

甕

S K05 口縁部1/4存

口径28.Ocm

外 ヨコナデ.ハ

ケロ。刺突文

指頭痕.ナデ内

に3ミい橙(5YR6/4) lllull以 下の赤色

粒を多量含む

須恵器

杯蓋

S K05 口縁部1/4存

口221.Ocm

外内 :回転ナデ ルマ(N6/) 611ull以 下の白色

砂粒を少量含む

土師器

皿

S K06 底部1/9存

回径15.4cm

器高2.Ocm

底径10.Ocm

外内 :回転ナデ 外 :赤褐(2.5YR5/6)

内 :灰黄(2.5Y7/2)

lllllll以 下の灰色

粒を少量含む

内外面赤色

顔料塗布

土師器

杯

S Ko6 口縁部1/10存

口径18.Ocm

外内 :回転ナデ 外

内

にぶい橙(5YR7/4)

蒲壼(2.5YR6/6)

lllull以 下の小石

を少量含む
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土師器

甕

S K06 口縁部1/15存

口径13.2cm

デ

デ

ナ

ナ

外

内

ハケロ 外

内

にぶい黄橙(10YR6/4)

フト引目(5YR4/8)

211111以 下の灰・

白色砂粒を多量

含む

土師器

甕

S K06 回縁部1/9存

口径17.Ocm

外内:摩滅のため

調整不明

外

内

にぶい橙(5YR7/3)

|こ ぶミい橙(7.5YR7/3)

311ull以 下の小石

を多量含む

土師器

甕

S K06 回縁部1/10存

口径19,Ocm

外内 :ヨ コナデ.

ハケロ

外

内

灰褐(7.5YR4/2)

明赤褐(5YR5/6)

211ul以 下の小石

を多量含む

土師器

甕

S K06 口縁部1/10存

口径26.Ocm

外内 :ナデ.ハケ

目

外

内

明赤褐(5YR5/6)

に
=ミ

いi黄裾:(10YR6/4)

2111El以 下の白 。

茶色砂粒を多量

含む

須恵器

杯蓋

S K06 つまみ部存 外内 :回転ナデ 外

内

灰(10Y6/1)

灰(7.5Y6/1)

llllDl以 下の白色

粒を少量含む

器恵

蓋

須

杯

S K06 口縁部1/9存

口径13.6cm

外内 :回転ナデ 外

内

ルマ(N6/)

ラマ(N5/)

lllllll以 下の白色

粒を微量含む

須恵器

杯蓋

S K06 口縁部1/6存

口径 15。 5cm

外内 :回転ナデ 外

内

黄灰(25Y6/1)

灰白(N7/)

llllDl以 下の白 。

黒色粒を少量含

む

須恵器

杯蓋

S K06 回縁部1/12存

回径16.Ocm

外内 :回転ナデ 外 :暗青灰(5PB3/1)

内断 :暗紫灰(5RP3/1)

2111nl以 下の白色

砂粒を少量含む

須恵器

杯蓋

S K06 回縁部1/11存

口径21.Ocm

舛内 :回転ナデ 外

内

ルマ(N5/)

青灰(5PB5/1)

lmm以 下の黒色

粒を少量含む

須恵器

檻

S K06 口縁部1/9存

口径19.Ocm

外内 :回転ナデ 外

内

目灰 (5PB6/1)

明青灰(5PB7/1)

211111以 下の灰 。

白色粒を少量含

む

須恵器

杯

S K06 体部1/3存

口径13.5cm

器高4.9cm

底径9。 9cm

外内 :回転ナデ 外

内

にぶい黄橙(10YR7/3)

灰白(10YR3/2)

211El以 下の小石

を少量含む

須恵器

杯

S K06 回縁部1/4存

口径20.Ocm

外内 :回転ナデ 外

内

灰白(5Y7/1)

灰白(2.5Y7/1)

lllul以 下の白色

粒を微量含む

須恵器

高台付杯

S K06 体部1/2存

口径14.Ocm

器高5.4cm

底径 9。 2cm

外 回転ナデ.足

り付け高台。

ヘラ切り後ナ

デ

回転ナデ内

外

内

暗赤褐(2.5YR3/3)

がマ(N4/)

精緻

須恵器

高台付杯

S K06 体部1/2存

口径14.5cm

器高5.lclll

底径9.8cm

外 回転ナデ.難

り付け高台。

ヘラ切り後ナ

デ

回転ナデ内

外内 :灰自(5Y7/1)

断 :灰 (7.5Y6/1)

lllull以 下の灰色

粒を多量含む

須恵器

高台付杯

S K06 体部1/2存

回径14.Ocm

器高4.7cm

底径10.5cm

外 :回転ナデ.貼

り付け高台。

ヘラ切り後ナ

デ

内 :回転ナデ

灰白(5Y7/1) lll■l以下の灰・

白色粒を微量含

む

須恵器

高台付杯

S K06 口縁部1/3存

口径17.5cm

器高5。 9cm

底径13.7cm

外 回転ナデ.難

り付け高台。

ヘラ切り

回転ナデ内

外

内

明青灰(5PB4/1)

青灰(5PB6/1)

llllEl以下の自 。

黒色砂粒を少量

含む

ヘラ記号

外面に自然

釉付着

須恵器

鉢

S K06 口縁部破片

回径23.Ocm

外内 :回転ナデ 外内:灰 (N4/)

断 :灰赤(2.5YR5/2)

l lllll以 下の自色

砂粒を少量含む
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須恵器

高台付壺

S K06 底部1/4存

底径7.Ocm

外

内

回転ナデ。理

り付け高台

回転ナデ

外 :灰 (N4/)

内 :灰 (N6/)

llllEl以 下の灰色

粒を多量含む

須恵器

高台付杯

S K06 底部1/4存

底径8.Ocm

外 :回転ナデ。足

り付け高台

内 :回転ナデ

外 :暗青灰(5PB4/1)

内 :褐灰(10YR4/1)

断 :暗褐(7.5YR3/4)

lllul以 下の自色

砂粒を少量含む

須恵器

高杯

S K06 体部ほぼ完存 外

内

摩滅のため調

整不明

シボリロ.ナデ

外内 :灰 白(N8/)

断 :灰白(N7/)

橙(7.5YR3/4)

2111111以 下の灰色

砂粒を少量含む

土師器

蛸壺

S K06 頭部完存 外 :ナデ。指頭痕.

窄孔
内 :+デ

灰白(10YR8/2) lllllll以 下の 白色

砂粒を多量含む

飯蛸壺

土師器

蛸壺

S K06 頭部ほぼ完存 外内 :ナデ.指頭

痕.窄孔

外 :橙 (7.5YR7/6)

内 :にぶい橙(7.5YR6/4)

211ull以 下の小石

を多量含む

飯蛸壺

土師器

蛸壺

S K06 口縁部1/5存

口径6.Ocm

外内 :指ナデ 外 :浅黄橙(7.5YR8/6)

内 :橙 (7.5YR7/6)

211ull以 下の小石

を多量含む

飯蛸壺

土師器

蛸壺

S K06 口縁部1/3存

口径5。 2cm

外内 :ナデ 明赤褐(2.5YR5/8) lllull以 下の白色

砂粒を少量含

む。 l ll■ l以 下の

雲母をやや多量

含む

飯蛸壺

土師器

製蝙十器

S K06 口縁部1/5存

口径14.Oclll

器高12.7cm

外 :ナデ。指頭痕

内 :ナデ。布目圧

痕

外 :明赤褐(2.5YR5/8)

内 :橙 (5YR6/8)

3111111以 下の白色

砂粒を多量含む

二次焼成を

受ける

土師器

製蝙十器

S K06 口縁部2/3存

口径12.8cm

外 :ナデ。指頭痕

内 :ナデ。布目圧
清

外

内

明赤褐(2.5YR5/8)

橙(5YR5/8)

3mm以 下の白色

砂粒を多量含む

二次焼成を

受ける

土師器

製塩十器

S K06 俸部3/5存

口径13.3cm

外 :ナデ 指頭痕

内 :ナデ.布目圧
痛

橙(5YR6/6) 3111Dl以 下の小石

を多量含む

二次焼成を

受ける

土師器

製塩十器

S K06 体部 1 /2存

口径12.8cm

器高12.3cm

外内:ナデ.指頭

痕

外 :橙 (5YR6/6)

内 :にぶい橙(10YR7/4)

211ul以 下の小石

を多量含む

二次焼成を

受ける

土師器

製塩土器

S K06 口縁部1/2存

口径13.3clll

外 :ナデ 指頭痕

内 :ナデ。ヘラナ

デ。指頭痕

外 :黄灰(2.5Y4/1)

内 :にぶい黄橙(10YR6/3)

l llllll以 下の白色

砂粒を多量含む

二次焼成を

受ける

土師器

製廊十器

S K06 口縁部1/10存

口径13.OcID

外内 :ナデ。指可

痕

タト:に 3ミいイ喝(7.5YR6/3)

内 :にぶい橙(7.5YR6/4)

3111Dl以 下の小石

を多量含む

二次焼成を

受ける

土師器

製廊十器

S K06 口縁部1/7存

口径14.4cm

外内 :ナデ。指頭

痕

外 :に 3tい黄(2.5YR6/4)

内 :明黄褐(10YR6/6)

411ull以 下の白色

砂粒を少量含む

二次焼成を

受ける

土師器

製嬬十器

S K06 口縁部1/4存

口径14.5cm

外内 :ナデ。指頭

痕

外 :明赤褐(5YR5/6)

内 :橙 (5YR6/6)

611ull以 下の小石

を多量含む

二次焼成を

受ける

土師器

製塩+器
S K06 口縁部1/6存

口径14.2cm

外内 :ナデ。指頭

痕

にぶい赤褐(5YR5/4) 21nlll以 下の白色

砂粒を少量含む

二次焼成を

受ける

土師器

製塩十器

S K06 口縁部1/4存

口径14。 lcm

外 :ナデ。指頭痕

内:ヘラナデ.指

頭痕

外 :橙 (2.5YR6/6)

内 :橙 (7.5YR7/6)

2111El以 下の小石

を多量含む

二次焼成を

受ける

土師器

製塩十器

S K06 口縁部1/3存

口径13.Ocm

外 :ナデ。指頭痕

内 :ナデ.ヘラナ

デ 指頭痕

外 :明赤褐(2.5YR5/6)

内 :明赤褐(5YR4/6)

311ull以 下の小石

を多量含む

二次焼成を

受ける

土師器

製燎十器

S K06 体部4/5存

口径13.Ocm

器高12.lcm

外内 :ナデ.

痕

指霧 外 :明赤褐(2.5YR5/6)

内 :にぶい黄橙(10YR7/4)

211ull以 下の小石

を多量含む

二次焼成を

受ける
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器
蹴
牡

土

製

S K06 口縁部1/10存

口径12.4c田

器高12.2cm

外内 :ナデ。指頭

痕

黄灰(2.5Y/1) 311ull以 下の白色

砂粒を多量含む

二次焼成を

受ける

土師器

製塩土器

S K06 □縁部1/4存

口径11.Ocm

外内 :ナデ。指葬

痕

外

内

湘壼(5YR6/6)

|こ 3ミい静峙湘饉(10YR6/3)

211ull以 下の小石

を多量含む

二次焼成を

受ける

器
畔
杜

土

製

S K06 口縁部1/2存

口径14.Ocm

外 :ナデ.指頭痕

内 :ナデ。ヘラナ

デ.指頭痕

外

内

明褐(7.5YR5/6)

明赤褐(5YR5/6)

5111111以 下の小石

を多量含む

二次焼成を

受ける

土師器

製塩土器

S K06 口縁部1/5存

口径14.3cm

外内 :指頭痕 外

内

明褐(7.5YR5/6)

明赤褐(5YR5/6)

5111111以 下の自 。

茶 灰́色砂粒を

多量含む

二次焼成を

受ける

土師器

製塩土器

S K06 口縁部1/4存

回径12.Ocm

外内 :ナデ。指頭

痕

外

内

に3ミい聟罰喝(10YR5/3)

に3ミい黄橙(10YR7/4)

311ull以 下の小石

を多量含む

二次焼成を

受ける

器
畔
杜

土

製

S K06 口縁部1/4存

口径14.Ocm

外内 :ナデ。指頭

痕

外

内

橙(5YR6/6)

明赤褐(5YR5/6)

611ull以 下の小石

を多量含む

二次焼成を

受ける

土師器

製塩土器

S K06 体部6/7存

口径14.7cm

外内 :ナデ.

痕

指頭 外

内

明赤褐(2.5YR5/6)

|こ 3ミい橙 (7.5YR6/4)

lllllll以下の白色

砂粒を多量含む

二次焼成を

受ける

器
船
杜

土

製

S K06 体部1/3存

回径13.6cm

外内 :ナデ。指頭

痕

外

内

明赤褐(5YR5/6)

|こ

=ミ

い市登(7.5YR6/4)

5 11ull以 下の自色

砂粒をやや多屋

含む

二次焼成を

受ける

器
蹴
杜

土

製

S K06 口縁部1/7存

口径15.Ocm

外 :ナデ。指頭痕

内 :ナデ。ヽラナ

デ。指頭痕

外

内

橙(5YR6/6)

瀧艶(7.5YR6/6)

411ull以 下の小石

を多量含む

二次焼成を

受ける

土師器

製嬬十器

S K06 体部1/2存 外内 :ナデ。指頭

痕

外

内

明赤褐(2.5YR5/6)

|こ

=ミ

いイ喝(7.5YR7/3)

211ull以 下の白色

砂粒を多量含む

lmm以 下の雲母

を少量含む

二次焼成を

受ける

土師器

製出

S K06 体部1/5存 外内 :ナデ.指頭

痕

に3ミいi黄鵜i(10YR7/4) 211ull以 下の白色

砂粒を多量含む

二次焼成を

受ける

器
略
杜

土

製

S K06 底部存 外内 :ナデ.指頭

痕

外

内

明赤褐(2.5YR5/6)

蒲註(5YR6/6)

511ull以 下の小石

を多量含む

二次焼成を

受ける

土師器

甕

S K07 口縁部1/6存

口径30.Ocm

外 ヨコナデ.ハ

ケロ

ヨコナデ内

外

内

にぶい黄橙(10YR7/4)

瀧艶(7.5YR7/6)

311ull以 下の小石

を多量含む

土師器

把手付甕

S K07 体部破片 外 :ハケロ.指頭

痕

内 :指頭痕

外

内

にぶい黄橙(10YR7/4)

灰黄褐(10YR6/2)

lllull以 下の赤色

粒を含む

土師器

小型壺

S K07 口縁部1/2存

回径11.Ocm

外 :ヨ コナデ。指

頭痕.ハケロ

内 :指頭痕。指ナ

ア

外

内

橙(2.5YR6/6)

に3ミιJ登 (7.5YR7/4)

lllull以下の小石

を含む

須恵器

高台付椀

S K07 高台部1/7存

口径18.2cm

器高3.6cm

底径14.Ocm

外 回転ナデ.難

り付け高台 .

ヘラ切り

回転ナデ。ナ

デ

内

外

内

断

灰(N4/)

灰白(N7/)

灰白(N8/)

311111以 下の自・黒

色砂粒を少量含

む

焼成やや不

良

土師器

小型壺

S K08 口縁部1/4存

回径11.OcID

器高9.Ocm

外 :ナデ。ハケロ

内 :ナデ.指頭痕

|こ 3ミい励南喝(2.5YR4/4) llllDl以下の赤色

粒を含む
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土師器

鍋

S K09 把手部完存 外 :指頭痕.ハケ

目

内 :摩滅のため調
整不明

外

内

橙(5Y6/6)

橙(2.5YR6/6)

311111以 下の小石

を多量含む

須恵器

亜

S K09 底部1/3存

底径10.4cm

外 回転ナデ。貼

り付け高台.

ヘラ切り
回転ナデ内

目炉こ(5PB6/1) l llull以 下の白色

粒を多量含む

土師器

小皿

S K12 口縁部1/2存

口径8.66m

器高1.4 cm

底径7.Ocm

外 回転ナデ。ヘ

ラ切り

回転ナデ内

灰白(10YR8/1) l llllll以 下の黒色

粒を含む

器師

皿

土

小

S K12 口縁部1/8存

口径9.Ocm

器高1.2cm

底径6.5cm

外内 :ナデ 外

内

橙(2.5YR7/6)

淡赤橙(2.5YR7/4)

211ull以 下の小石

を多量含む

土師器
/JNIlll

S K12 体部1/6存

口径 9。 6cm

器高1.2cm

底径8.Ocm

外内 :ナデ 外

内

灰白(10YR8/2)

灰白(2.5YR8/1)

311ull以 下の小石

を少量含む

土師器

杯

S K12 回縁部1/6存

口径14.Ocm

外内 :回転ナデ 浅黄橙(7.5YR3/4) l llllll以 下の黒色

粒を含む

土師器

杯

S K12 口縁部1/4存

口径14.Oom

外内 :回転ナデ 外断 :浅黄橙(10YR8/3)

内 :浅黄橙(10YR8/4)

l llull以 下の白色

粒を含む

土師器

杯

S K12 口縁部1/10存

口径15.Ocm

外内 :回転ナデ 灰白(7.5YR8/2) 精緻

土師器

椀

S K12 高台部1/10存

底径5.Ocm

外内 :回転ナデ にぶい黄橙(10YR7/2) 精緻

土師器

甕

S K12 口縁部1/5存

口径34.8cm

外内 :ヨ コナデ.

ハケロ

外

内

に3ミいi黄程i(10YR6/3)

に応ミいi黄(2.5YR6/3)

4111111以 下の小石

を多量含む

土師器

甕

S K12 口縁部1/7存

回径32.Ocm

外 ヨコナデ。ノ

ケロ

ヨコナデ内

外

内

灰黄(2.5Y6/2)

暗灰黄(2.5Y5/2)

311ull以 下の小石

を多量含む

須恵器

=

S K12 底部1/5存

底径11.Ocm

外 タタキロ.ヨ
コナデ

ヨコナデ内

外

内

ルマ(N6/)

紫灰(5PR6/1)

l llull以 下の小石

を少量含む

黒色土器

(A類 )椀

S K12 底部4/5存

底径6.3cm

外 デ・　摯̈
デ・

ナ

け

ナ

貼 り伺

内 暗文

外断 :にぶい責橙(10YR7/2)

内 :黒 (N2/)

2 111Dl以 下の小石

を少量含む

黒色土器

(A類 )椀

S K12 高台部ほぼ完

存

底径6.OcID

外 回転ナデ。貼

り付け高台

回転ナデ内

外断 :にぶい黄橙(10YR7/3)

内:黒(2.5Y2/1)

l llull以 下の赤色

粒を多量含む

黒色土器

(A類 )椀

S K12 口縁部1/12存

口径13.Ocm

外内 :回転ナデ 外

内

断

黒(N2/).灰 白(2.5Y8/2)

興晨(N2/)

灰白(2.5Y8/2)

精緻

黒色土器

(A類 )椀

S K12 口縁部1/10存

口径14.Ocm

外

内

回転ナデ

暗文

外断 :灰白(2.5Y7/1)

内 :黒(N2/)

精緻

黒色土器

(A類 )椀

S K12 口縁部1/12存

口径16.Ocm

外

内

ヘラナデ

暗文

外断 :灰白(2.5YR8/2)

内:黒(N2/)

精緻

黒色土器

(B類 )椀

SK12 口縁部破片 外内 :回転ナデ 外内 :黒褐(2.5Y3/1)

断 :灰白(2.5Y7/1)

211ull以 下の小石

を少量含む

瓦器

椀

S K12 口縁部1/10存

口径15,Ocm

外

内

暗文.指頭痕

暗文.沈線文

外内 :黒 (N2/)

断 :灰白(7.5Y7/1)

l lllll以 下の黒色

粒を含む

楠葉

瓦器

椀

S K12 口縁部1/4存

回径16.Ocm

外 :指頭痕.暗文

内:暗文

外内:暗灰(N3/)

断 :灰白(2.5Y8/1)

精緻 和泉

-149-



遺物
番 暑

版
暑

図
番 器種 出土地点 残存率 。法量 成形 。調整 色調 胎土 備考

瓦質土器

椀

S K14 口縁部破片 外内:ヘラミガキ.

ナデ

外内 :灰 (N4/)

断 :灰白(7.5YR7/1)

精緻 西村

土師器

甕

S E01 回縁部破片

口径30.2 cID

外 3af7. t
re
safi内

外

内

灰褐(7.5YR5/2)

引ロルマ(10YR4/1)

lllull程 の小石を

少量含む

器師

釜

土

羽

S E01 体部上半鍔存 外内:摩滅のため

調整不明

橙(5YR6/6) 311ull以 下の小石

を多量含む

須恵器

杯

S E01 口縁部1/9存

口径13.Ocm

底径9.7cm

外内 :回転ナデ 灰白(N7/) 211ull以 下の小石

を少量含む

須恵器

杯

S E01 口縁部1/8存

口径15.Ocm

外内 :回転ナデ 灰白(7.5YR7/1) lmm以 下の小石

を少量含む

須恵器

杯

S E01 体部1/8存

口径12.5cm

器高3.Ocm

底径7.8cm

外内 :回転ナデ 灰(N6/) l llull以 下の自走

粒を少量含む

須恵器

杯

S E01 底部1/4存

底径9.2cm

外 回転ナデ

ラ切り

回転ナデ内

ルマ(N6/) lllull以 下の自也

粒を多量含む

須恵器

杯

S E01 ほぼ完存

口径12.3cm

器高3.6cm

底径7.6cm

外 回転ナデ.

ラ切り

回転ナデ内

青灰(5B6/1) 211ull以 下の白色

砂粒を多量含む

須恵器

杯蓋

S E01 口縁部1/2存

回径13.9cm

外 回転ナデ.ヘ

ラ切り

回転ナデ内

明緑灰(7.5GY7/1) lll■l以 下の自色

粒を多量含む

杯

器

付

恵

台

須

高

S E01 高台部1/2存

底径8,Ocm

外 回転ナデ.貼

り付け高台

回転ナデ内

青灰(5B6/1) l lllEl以 下の黒色

粒を含む

杯

器

付

恵

台

須

高

S E01 底部1/5存

底径10.Ocm

外 回転ナデl貼
り付け高台

回転ナデ内

外内 :青灰(5B5/1)

断 :青灰(5B5/1)

灰褐(7.5YR5/2)

211ull以 下の 自色

砂粒を含む

須恵器

高台付杯

S E01 底部1/7存

底径12.4cm

外 回転ナデ.貼

り付け高台

回転ナデ内

外

内

紫灰(5P6/1)

灰(N6/)

211ull以 下の白色

粒を少量含む

須恵器

亜

S E01 体部1/6存 外内 :回転ナデ 外

内

灰白(N7/)

灰(N6/)

2111111以 下の小石

を少量含む

須恵器

亜

S E01 底部1/6存

底径11.Ocm

外内 :ナデ 外

内

灰(N6/)

青灰(5B6/1)

2111El以 下の小石

を多量含む

黒色土器

(A類 )椀

S E01 高台部3/4存

底径7.Ocm

外 回転ナデ.難

り付け高台

回転ナデ内

外断 :に ぶい褐(7.5YR6/3)

内:黒(2.5Y2/1)

lllull以 下の白色

小石を含む

器

硯

恵

面

須

円

S E01 脚部破片 青灰(5B6/1) l llull以 下の黒色

粒を含む

土師器

甕

S E02 口縁部1/3存

口径25。 6cm

外 :ヨ コナデ。ノ

ケロ

内 :ヨ ヨナデ

灰黄(2.5Y7/2) 211ull以 下の白色

粒を含む

須恵器

杯

S E02 底部3/4存

口径13.Ocm

器高3.9cm

底径9,Ocm

外内 :回転ナデ 暗青灰(5PB4/1) 211ull以 下の黒色

粒を含む

器恵猪
狽
士亜

S E02 口縁部1/6存

口径23.Ocm

外内 :回転ナデ 外

内

暗青灰(5PB4/1)

灰赤(2.5YR5/2)

lllllll以 下の小石

を少量含む
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須恵器

高台付壺

S E02 底部1/4存

底径12.2cm

外 回転ナデ.貼

り付け高台

回転ナデ内

外 :灰 白(5YR7/1)

内 :灰 白(N7/)

211ull以 下の小石

を少量含む

土師器

小皿

S E03 体部1/3存

口径5。 5cm

器高0.9cm

底径4.5cm

外内 :回転ナデ 外 :に 3ミい黄橙(10YR7/3)

内 :にぶい黄橙(10YR7/2)

211ull以 下の小石

を少量含む

土師器

小皿

S E03 完形

口径6.Ocm

器高0.9cm

底径4.9cm

外 :回転ナデ。ヘ

ラ切り

内 :回転ナデ

灰自(10YR3/1) 211ull以 下の白色

砂粒を少量含む

土師器

小皿

S E03 ほぼ完存

口径5.8cm

器高0.8cm

底径4.8cm

外 :回転ナデ。ヘ

ラ切り

内 :回転ナデ

にぶい黄橙(10YR7/3) 2111El以 下の白色

小石を含む

土師器

小皿

S E03 口縁部1/5存

口径 6。 2cm

器高0。 7cm

庭12監6.Ocm

外内 :ナデ 外 :浅黄橙(10YR8/3)

内 :浅黄橙(7.5YR3/3)

211ull以 下の小石

を少量含む

土師器

皿

S E03 口縁部1/8存

口径9.Ocm

外 :回転ナデ。ヘ

ラ切り

内 :回転ナデ

橙(5YR7/6) 0。 l lllll程 の小石

を少量含む

土師器

皿

S E03 口縁部1/3存

口径10.2c皿

器高2.8cm

底径6.2cm

外 :回転ナデ.ヘ

ラ切り

内 :回転ナデ

灰白(7.5YR8/2) llllDl以 下の白色

砂粒を含む

土師器

皿

S E03 底部1/5存

口径10.4cm

器高2.Ocm

底径6.5cm

外 :回転ナデ ヘ

ラ切り

内 :回転ナデ

外 :灰黄褐(10YR6/2)

内 :灰褐(5YR6/2)

211ull以 下の白色

粒を少量含む

土師器

皿

S Eo3 口縁部1/4存

口径9.5ё m

器高2.2cm

底径6.Oom

外 :回転ナデ.ヘ

ラ切り後ナデ

内 :回転ナデ

外 :灰 白(10YR3/2)

内:浅黄橙(10YR3/3)

2111Dl以 下の小石

を少量含む

土師器

皿

S E03 口縁部1/5存

口径10.Ocm

器高2.2cm

底径5.8cm

外内 :回転ナデ 灰白(10YR8/2) 311ull以 下の小石

を少量含む

土師器

皿

S E03 口縁部破片

口径10,6cm

器高2.lcm

底径6.6cm

外内 :回転ナデ 外 :浅黄橙(10YR3/4)

内 :灰 白(2.5YR8/2)

llllEl以 下の小石

を少量含む

土師器

皿

S E03 口縁部1/14存

口径11.Ocm

器高2.lcm

底径7.4cm

外内 :回転ナデ 灰白(2.5YR3/2) lllllll以 下の小石

を少量含む

土師器

皿

S E03 体部9/10存

口径10.9c皿

器高2.8cm

底径6.2cm

外内 :回転ナデ 外 :灰 白(10YR8/2)

内:浅黄橙(10YR3/3)

311ull以 下の小石

を少量含む

土師器

皿

S E03 口縁部1/3存

口径10.5cm

器高2.4cm

底径5.6cm

外 回転ナデ.ヘ

ラ切り

回転ナデ内

灰白(2.5YR8/1) 3111111以 下の小石

を少量含む
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土師器

皿

S E03 回縁部1/9存

口径11.2cm

器高2.5cm

底径7.2cm

外 回転ナデ.ヘ

ラ切り後ナデ

回転ナデ内

外

内

にぶい黄橙(10YR7/3)

浅黄橙(10YR3/3)

0.8111111以 下のガ

石を少量含む

土師器

皿

S E03 口縁部1/4存

口径10.Ocm

外内 :回転ナデ 明褐灰(7.5YR7/2) lllull以 下の自色

粒を含む

土師器

皿

S E03 口縁部1/5存

口径10.2cm

外内 :回転ナデ 浅黄橙(7.5YR3/3) lllllll以 下の自色

砂粒を少量含む

土師器

皿

S E03 回縁部1/6存

回径12.Ocm

外 回転ナデ。ヽ

ラ切り

回転ナデ内

|こ 3ミい棲,(7.5YR6/3) l llull以 下の小石

を少量含む

土師器

皿

S E03 底部1/5存

口径12.5cm

器高2.3cm

底径8,Ocm

外 回転ナデ.ヘ

ラ切り

回転ナデ内

灰黄(2.5Y7/2) llllll以 下の小石

を少量含む

土師器

皿

S E03 口縁部1/8存

口径10.Ocm

外内 :回転ナデ 外

内

灰白(7:5YR7/1)

灰白(7.5YR7/2)

精緻

土師器

皿

S E03 ほぼ完存

口径10.2cm

器高2.5cm

底径6.5cm

外 回転ナデ.ヘ

ラ切り

回転ナデ内

外 :橙(5YR6/6)

内 :にぶい橙(7.5YR7/4)

l llllll以 下の黒色

粒を含む

外内面に蕨

化物付着

土師器

皿

S E03 体部4/5存

口径10.2cm

器高2.8cm

底径6.Ocm

外 :回転ナデ。ヘ

ラ切り

内 :回転ナデ

外

内

灰白(5Y8/2)

灰白(2.5Y8/2)

211ull以 下の小石

を少量含む

土師器

皿

S E03 ほぼ完存

口径 9。 80m

器高2.5cm

底径5。 9cm

外 回転ナデ。ヘ

ラ切り

回転ナデ内

外

内

相巨(7.5YR7/6)

浅黄橙(7.5YR3/6)

311ull以 下の小石

を少量含む

土師器

皿

S E03 口縁部4/5存

口径10.lom

器高2.7cm

底径6.5cm

外 回転ナデ.ヘ

ラ切り

回転ナデ内

灰黄(2.5Y7/2) 2111111以 下の自色

粒を含む

土師器

皿

S E03 口縁部1/8存

回径11.Ocm

外内 :回転ナデ 灰黄(2.5Y7/2) 511ull以 下の自趣

小石を含む

土師器

皿

S E03 口縁部1/8存

口径12.Ocm

外内 :回転ナデ とこ応ミいオ登(7.5YR6/4) lllull以下の自色

小石を含む

土師器

皿

S E03 口縁部1/5存

口径10。 7cm

器高2.7cm

底径6.5cm

外 回転ナデ.ヘ

ラ切り

回転ナデ内

灰白(10YR8/2) 2111Dl以 下の自趣

砂粒を含む

土師器

皿

S E03 口縁部1/4存

口径11.Ocm

外内 :回転ナデ にぶい黄橙(10YR7/2) 0.l llllll以 下の赤

色粒を少量含む

器

濃

師

足

土

〓
一

S E03 口縁部1/16存

口径21.5cm

外 :ナ デ.ハ ケ

目。指頭痕

内 :ナデ.ハケロ

灰白(2.5YR8/2) 211ull以 下の自色

砂粒を多量含む

外面に煤伺

着

土師器

三足羽釜

S E03 回縁部1/9存

口径21.Ocm

外内 :ナデ 外

内

断

明灰黄(2.5Y7/1)

灰黄(2.5Y7/2)

紫灰(5P6/1)

l llull以 下の自・

茶色砂粒を少量

含む

土師器

三足羽釜

S E03 回縁部1/5存

口径21.Ocm

外 :ヨ コナデ.指

頭痕

内 :ヨ コナデ

外

内

にぶい黄橙(10YR7/4)

にぶい橙(7.5YR7/4)

lllull以下の自色

粒を含む
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土師器

三足羽釜

S E03 口縁部1/5存

口径26.Ocm

外 :ヨ ヨナデ 指

頭痕

内 :ヨ コナデ

外

内

にぶい黄橙(10YR6/4)

に3ミいj毒橋:(10YR5/3)

l llllll以 下の黒色

粒を含む

土師器

三足羽釜

S E03 口縁部2/3存

口径20.Ocm

外 ナデ。指頭痕 .

格子タタキ

ハケロ内

外

内

灰白(5YR7/2)

浅黄(5Y7/3)

2111111以 下の小石

を含む

土師器

三足羽釜

S E03 口縁部1/4存

口225,Ocm

外 斜目方向の刺

突文指頭痕。

格子タタキ

指頭痕.ナデ内

外

内

断

黒褐(2.5Y3/1)

灰責褐(10YR4/2)

灰白(10Y7/1)

2111111以 下の白 。

灰色砂粒を少量

含む

外面に煤付

着

土師器

土鍋

S E03 脚部ほぼ完存 指頭痕 暗灰黄(2.5Y4/2) 4111111以 下の白色

砂粒を少量含む

煤付着

土師器

土鍋

S E03 脚部ほぼ完存 ハケロ。ナデ。指

頭痕

外内 :褐灰(10YR4/1)

断 :に
=ミ

い黄橙(10YR7/2)

褐灰(10YR6/1)

l llull以 下の 自色

砂粒を含む

外面に煤付

着

395 器師

鍋

土

土

S E03 脚部3/4存 ナデ。指頭痕 外

内

黒(5Y2/1)

褐灰(10YR4/1)

2111111以 下の小石

を少量含む

煤付着

黒色土器

(A類 )椀

S E03 高台部3/5存

底径6.Ocm

外 :ナデ.貼 り付

け高台

内 :ナデ

外断 :明褐灰(7.5YR7/1)

内:黒(N2/)

精緻

瓦質土器

甕

S E03 口縁部破片

口径30.Ocm

外

内

格子タタキ

ヨコナデ

外内 :灰 (10YR4/1)

断 :灰 (10YR4/1)

灰黄(2.5Y7/2)

l llull以 下の 白色

小石を少量含む

須恵器

甕

S E03 体部3/5存

口径33.Ocm

外内 :ナデ.タ タ

キ

浅黄(2.5Y7/3) 2111111以 下の小石

を少量含む

須恵器

こね鉢

S E03 口縁部破片 外内 :回転ナデ 外 :灰 (N5/)

内断 :灰 白(10Y7/1)

3111111以 下の白・

黒色粒を少量含

む

焼成不良

器

鉢

恵

ね

須

こ

S E03 底部破片

底径10。 2cm

外 :ナデ.

内 :摩滅のため調

整不明

外

内

に
=ミ

いi黄梶:(10YR7/2)

灰黄(2.5Y6/2)

3111111以 下の小石

を多量含む

焼成不良

器師土

壺
．

'S E04 口縁部1/2存

口径38。 8cm

器高42.6cm

酔 30.4cm

外 :ナデ

内 :指頭痕。板ナ

デ

外

内

浅黄(2.5Y7/3)

にぶい黄橙(10YR6/4)

2allll以 下の 自・

茶色砂粒を少量

含む

瓦質土器

土瓶

S E04 口縁部3/4存

口径 9。 2cm

器高14.Ocm

外 :回転ナデ 鉄

線連弧文。円

文

内 :回転ナデ

外 :暗オリープ褐(2.5Y4/6)

内:黒褐(2.5Y3/1)

断 :灰黄(2.5Y6/2)

精緻 外面に煤付

着

瓦質土器

羽釜

S E04 底部ほぼ完存 外 :回転ナデ。在

文

内 :回転ナデ

外 :黒(5Y2/1)

内断 :灰 (5Y6/1)

l llll以 下の白色

粒を少量含む

外面に煤伺

着

瓦質土器

羽釜

S Eo4 口縁部以外肖

ぼ完存

口径23.9cm

外 :回転ナデ 沈

線文

内 :回転ナデ

外 :黒(N2/)

内断 :黄灰(2.5Y6/1)

精緻

瓦質土器

羽釜

S E04 口縁部3/4存

口径21.Oc皿

外 :ナデ。指頭痕

内 :ハケロ。指頭

痕

外

内

断

興晨(10YRl`7/1)

灰黄褐(10YR3/2)

灰白(2.5Y7/1)

精緻 外面に炭イヒ

物付着

瓦質土器

羽釜

S E04 口縁部1/3存

口径24.Ocm

外

内

ナデ.指頭痕

ナデ。指頭痕.

ハケロ

外 :黒(10YR2/1)

内 :にぶい責橙(10YR6/3)

断 :黒(10YR2/1)

にぶい黄橙(10YR6/3)

精緻 外面に煤付

着
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瓦質土器

把手付鍋

S E04 体部7/10存

回径32.Ocm

器高11.4cm

FittL10.7cm

外 煤付着のため

調整不明
ハケロ.ナデ内

外内:黒(10YR2/1)

断 :灰黄(2.5Y7/2)

l llull以 下の小石

を含む

外内面に朗

付着

瓦質土器

把手付鍋

S E04 口縁部2/3存

口径29.Ocm

器高H.8cm

外

内

回転ナデ

回転ナデ.ハ

ケロ.ナデ

外

内

断

興R(10YRl.7/1)

灰黄褐(10YR3/2)

灰白(2.5Y8/1)

精緻 外面に炭イセ

物付着

瓦質土器

焙烙

S E04 回縁部1/5存

口径43.7cm

外内 :回転ナデ 外 :黒褐(2.5Y3/1)

内断 :灰責(2.5Y6/2)

l llull以 下の白色

粒を少量含む

瓦質土器

焙烙

S E04 口縁部破片

口径43.8cm

外内 :煤付着のた

め調整不明

外

内

断

月ミ(7.5Y2/1)

黄灰(2.5Y6/1)

にぶい黄橙(10YR7/2)

311ul以 下の小石

を含む

瓦質土器

焙烙

S E04 口縁部1/2存

口径42.6cm

留阜罷罫8.3cll

外内 :回転ナデ 外内 :黒褐(10YR3/1)

断 :褐灰(10YR5/1)

l llllll以 下の自色

粒を少量含む

外面に煤伺

着

瓦質土器

焙烙

S E04 口縁部ほぼ完

存

口径43.Ocm

身晏罷罫R_2cm

外

内

回転ナデ

回転ナデ.ハ
ケロ

外

内

断

黄灰(2.5Y6/1)

青黒(10BGl.7/1)

灰白(2.5Y7/1)

l llllll以 下の白趣

砂粒を少量含む

外面に煤伺

着

瓦質土器

焙烙

S E04 口縁部完存

口径38.4cm

外

内

回転ナデ

回転ナデ.′

ケ 日

外 :黒(7.5YR7/1)

内断 :黒褐(10YR3/1)

精緻 内面に炭イヒ

物付着

瓦質土器

焙烙

S E04 体部3/5存

口径40.5cm

外 :ナデ。指頭痕

内 :ナデ

外

内

断

黒(2.5Y2/1)｀

灰黄(2.5Y6/2)

灰黄(2.5Y7/2)

lllull以 下の自色

粒を少量含む

土師質土

器

混炉

S E04 口縁部完存

底部3/4存

口径19.7cm

器高16.6c皿

底径15.3cm

外 ナデ。ズタン

プによる花

文。波状口縁
ヘラミガキ内

に3ミいi彗鵜[(10YR7/3) l lllll以 下の自色

砂粒を含む

瓦質土器

竃

S E04 ほぼ完存

高さ28.Ocm

幅 75。 2cm

キ

ロ

ガ

ケ

ミ
　ヽ
ハ

外

内

外 :黒(5Y2/1)

内 :オ リープ黒(7.5Y2/2)

断 :にぶい黄橙(10YR7/2)

精緻

備前

摺り鉢

S E04 口縁部1/12存

回径38.4cm

外

内

回転ナデ

回転ナデ.卸目

外内 :暗灰黄(2.5Y4/2)

断 :赤(10R5/6)

4111al以 下の小石

を少量含む

備前

摺り鉢

S E04 口縁部1/19存

口径31 0cm

外

内

回転ナデ

回転ナデ卸目

外

内

橙(2.5YR6/6)

廂饉(2.5YR6/8)

211ull以 下の小石

を少量含む

陶器

鉢

S E04 体部3/5存

口径24。 9cm

器高12.4cm

底径10.4cm

外内 :回転ナデ。

鉄釉

外

内

にぶい赤褐(5YR4/4)

黒褐(7.5Y3/2)

211ull以 下の小石

を少量含む

唐津 ?

墨書有 り率

読不明

器

甕

陶

中

S E04 口縁部1/5存

口径21.Ocm

口唇部 :凹線 3条

外 :カ キロ

内 :回転ナデ

外

内

黒褐(7.5Y3/2)

に3ミいi黄絆局(10YR4/3)

311ull以 下の小石

を少量含む

瀬戸美濃

掛分椀

S E04 底部1/6存

底径4.5cm

外

　

内

回転ナデ.

釉

回転ナデ.

次 み 康鶏

鉄

　

月

外

内

断

褐(7.5YR4/4)

灰白(7.5YR7/2)

灰白(2.5Y8/2)

精緻

磁

椀

白

中

S T01 口縁部1/10存

口径10.6cm

外内:回転ナデ 明緑灰(7.5GY8/1)

陶胎染付

椀

S T01 口縁部1/24存

口径10.2cm

外 :圏線.施釉.

貫入

内 :施釉

外 :灰 (7.5Y5/1)

オリァプ黒(7.5Y3/2)

内 :灰 (7.5Y5/1)

断 :灰 (N6/)

llllnl以 下の黒色

砂粒を少量含む

肥前系

肥前

刷毛目鉢

S T01 口縁部1/14存

回径14.Ocm

外内:施釉.貫入 外内 :灰オリープ(5Y6/2)

断 :灰白(10Y7/1)

l llull以 下の茶色

砂粒を少量含む
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遺物
番号

図版
番昇 器種 出土地点 残存率 。法量 成形 。調整 色調 胎土 備考

染付

中椀

S T01 底部1/2存

底径4.4cm

外 :施釉。畳付無

釉.ス タンプ

内:施釉.蛇の目

釉lllぎ

外 明緑灰(7.50Y8/1)

暗青灰(10B04/1)

明緑灰(7.5GY8/1)

灰白(N8/)

内

断

精緻 18世紀後半

頃

陶胎染付

椀

S T01 底部1/4存

底径4.5cm

外 :施釉.畳付無

釉

内:施釉

外 オリープ灰(5GY6/1)

緑灰(10GY6/1)

オリープ灰(5GY6/1)

灰(7.5Y6/1)

内

断

精緻 肥前系

陶胎染付

椀

S T01 高台部3/4存

厖塁4登5.Ocm

外 :圏線.貼り付

け高台。施

釉f貫入。畳

付無釉。染付

内:施釉.貫入

外 :灰(N6/)

暗緑灰(100Y4/1)

内 :灰(N6/)

断 :灰白(N7/)

5貶 (N5/)

2111111以 下の白・

黒色粒を少量含

む

肥前系

備前

灯明受皿

S T03 体部1/3存

口径8。 6c皿

器高1,3oIIl

外内 :回転ナデ 相 (10R4/3) l lllal以 下の砂粒

を少量含む

須恵器

高台付壺

S P 573 口縁部1/12存

その他完存

口径7.3cm

器高19.6cm

底径7.Ocm

外 回転ナデ。

ラ切り

回転ナデ内

ワて(N4/) lllull以 下の白色

粒を含む

須恵器

高台付壺

S P 624 ほぼ完形

口径 9。 3cm

器高24.6cm

底径8。 9cm

外 回転ナデ。貼

り付け高台.

ヘラ切り

回転ナデ内

外内 :青灰(5B6/1)

断 :赤灰(5R5/1)

2111111以 下の自色

砂粒を少量含む

弥生土器

亜

S P 927 底部完存

底径7.3cm

外内 :摩滅のため

調整不明

外

内

断

橙(5YR6/6)

褐灰(10YR5/1)

褐灰(10YR6/1)
ホ静

`5YR6/6ヽ

311ull以 下の白色

砂粒を含む

弥生土器

壺

S P312 底部1/6存

底径8.2clll

外 :ヘ ラ ミガキ

内 :ナデ

明赤曜豪5YR5/8) l lllll以 下の小石

を多量含む

弥生土器

壺

S P75 底部1/4存

底径7.Oom

外 :ミ ガキ.指頭痕

内 :指ナデ

明赤曜豪5YR5/6) l lllDl以 下の白色

砂粒を少量含む

弥生土器

壺

S P774 底部2/3存

底径5。 8cm

外内 :摩滅のため

調整不明

外 :褐責(2.5Y8/3)

内 :灰白(2.5YR3/2)

511111以 下の小石

を多量含む

土師器

皿

S P 1360 口縁部1/2存

口径20.8cm

器高3.Ocm

庭12E16.8cnl

外 ミガキ。

1条

ミガキ.

沈結

内 ナデ

外

内

明赤褐(2.5YR5/8)

浅黄橙(10YR8/3)

2111nl以 下の白色

砂粒を少量含む

赤色顔料塑

付

土師器

椀

S P 1466 底部1/5存

底径6。 Ocm

外内 :回転ナデ 外 :浅黄橙(10YR8/3)

内:浅黄橙(10YR3/4)

411111以 下の茶色

粒を多量含む

土師器

杯

S P795 底部1/2存

底径7.Ocm

外内 :回転ナデ 外 :橙 (5YR7/6)

内 :橙 (7.5YR7/6)

2111El以 下の小石

を少量含む

土師器
皿

S P 518 口縁部1/3存

回径10.Ocm

器高2.3cm

庄各R_10m

外 :回転ナデ。ヘ

ラ切り

内 :回転ナデ

に3ミい赤橙(10R6/4) 211ull以 下の自色

砂粒を含む

土師器

鉢

S P 1360 口縁部1/8存

口径39.Ocm

外 :指頭痕

内 :ハケロ

外 :にぶい黄褐(10YR5/3)

内 :にぶい橙(7.5YR6/4)

2Dull以 下の小石

を多量含む

須恵器

杯蓋

S P 927 つまみ部 3/5

存

外 :回転ナデ

内 :ナデ

外内 :灰 (N5/)

断 :灰 (N5/)暗赤灰(5R4/1)

3111nl以 下の自色

粒を含む

外面に自然

釉付着

須恵器

杯蓋

S P 1457 つまみ部完存 外内 :回転ナデ オリープ灰(2.5GY6/1) lllull以 下の黒色

粒を含む

須恵器

杯蓋

S P418 つまみ部完存 外内 :回転ナデ 灰白(N8/) 4111Dl以 下の小石

を多量含む

-155-



物
昇

遺
番

図版
番 暑 器種 出土地点 残存率・法量 成形 。調整 色調 胎土 備考

須恵器

杯蓋

S P 551 口縁部1/2存

口径16.Ocm

外内 :回転ナデ に
=ミ

いイ喝(7.5YR6/3) lllull以 下の 自色

粒を含む

焼成やや不

豊

須恵器

高台付杯

S P l102 底部1/8存

底径8.6cm

外 回転ナデ.貼

り付け高台

回転ナデ内

灰(N6/) l llull以 下の自色

粒を少量含む

須恵器

高台付杯

S P535 高台部1/6存

底径12.Ocm

外内 :回転ナデ 外内 :暗青尿(5PB4/1)

断 :|こ 応ミい赤褐(5YR4/3)

lllllll以 下の小不

を少量含む

須恵器

高台付杯

S P 318 底部1/10存

底径H.2cm

外 回転ナデ.貼

り付け高台

回転ナデ内

外内 :青灰(5PB5/1)

断 :|こ 3ミい赤褐(2.5YR5/3)

l llllll以 下の白走

粒を少量含む

須恵器

高台付壺

S P347 底部1/6存

底径11,Oom

外 回転ナデ.貼

り付け高台

回転ナデ内

外

内

りに(N6/)

灰白(N7/)

lllull以 下の小石

を少量含む

須恵器

高台付壺

S P 1605 底部1/4存

底径9.Ocm

外 回転ナデ。貼

り付け高台

回転ナデ内

灰(N5/) 2 11ull以 下の 白色

粒を含む

須恵器

円面硯

S P 579 上半部1/2存

口径10.Ocm

外 :回転ナデ.ス
カシ

内 :回転ナデ

青灰(5B4/1) 精緻

黒色土器

(A類 )椀

S P 886 口縁部1/12存

口径 15。 Ocm

外

　

内

ヨコナデ。

頭痕

ヨコナデ.

文

指

　

暗

外断 :灰白(2.5YR8/2)

内 :黒 (N2/)

精緻

瓦器

椀

S P 1978 口縁部破片 外内 :回転ナデ 外内 :灰 (N5/)

断 :灰 白(7.5YR7/1)

精緻 和泉

瓦器

椀

包含層 底部1/4存

底径6.Ocm

外 :回転ナデ

内 :回転ナデ。晴

文

外内 :灰 (N5/)

断 :灰白(7.5Y8/1)

精緻 和泉

緑釉陶器

小椀

S P 1698 口縁部破片 外内 :回転ナデ .

施釉

外内 :オ リープ灰(10Y6/2)

断 :青灰(5PB5/1)

l llull以 下の自色

粒を少量含む

硬質

土師器

竃

S P549 前面部の一剖

のみ

外内 :ナデ 外内 :灰黄褐(10YR6/2)

断 :にぶい赤褐(2:5YR5/4)

211ull以 下の自色

粒を含む
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第 6表  石器観察表

遺物番号 図版番号 器種 出土地点 頒 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重さ(g) 備考

石鏃 S H01 サヌカイト 0。 92 凹基

石鏃 S H01 サヌカイト 3.22 凹基

石鏃 S H01 サヌカイ ト 2.41. 平基

石錐 S H01 サヌカイ ト ■ l 28.30

敲き石 S H01 流紋岩 406。 71

削器 S H01 サヌカイト 16.59

削器 S H01 サヌカイ ト 13。 96

不 明 S H01 サヌカイト 4.40

ナイフ形石器 包含層 サヌカイ ト 8.51

ナイフ形石器 包含層 サヌカイト 9.61

ナイフ形石器 包含層 サヌカイ ト 10。 91

角錐状石器 S D19 サヌカイト 20.81

削器 S D20 サヌカイ ト 4.03

削器 包含層 サヌカイ ト 4.90

all片 S K12 サヌカイト 15.09

all片 S B09 サヌカイ ト 1.25

翼状泉J片 S K10 サヌカイ ト 6.86

翼状all片 S D19 サヌカイ ト 6.50

翼状泉1片 S D19 サヌカイト 26.32

翼状景J片 包含層 サヌカイ ト 19.92

横長all片 S E01 サヌカイ ト 3。 1 10。 96

景り片 S D25 サヌカイト 6.24

492 横長泉り片 包含層 サヌカイト 10。 72

all片 S D12 サヌカイ ト 35.69

翼状tll片石核 包含層 サヌカイト 11.2 283.26

横長tll片石核 包含層 サヌカイト 10.8 212.45

横長all片石核 包含層 サヌカイト 20.5

497 縦長all片石核 S D19 サヌカイト 210。 42

縦長lll片石核 S D17 サヌカイト 108。 74

石核 包含層 サヌカイト 233.77

石鏃 S K12 サヌカイト 03.3 2.23 凸基有茎
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遺物番号 図版番号 器種 出土地点 材質 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重さ(g) 備考

石鏃 S Eol サヌカイ ト 凸基有茎

石鏃 S K12 サヌカイ ト 凹基

石鏃 S K01 サヌカイト 凹基

石鏃 S D02 サヌカイ ト 1.29 平基

石鏃 S B05 サヌカイト 平基

石錐 S B05 サヌカイト

打製石庖丁 S B22 サヌカイ ト 13.94

打製石庖丁 S B05 サヌカイ ト 4.53

打製石庖丁 S P75 サヌカイ ト 68。 74

削器 S D20 サヌカイト 26。 77

削器 S D25 サヌカイ ト 22.89

削器 包含層 サヌカイト

削器 S D19 サヌカイ ト

削器 S K01 サヌカイト

削器 S D19 サヌカイト

二次加工あるall片 S D02 サヌカイト 27.06

砥石 S K13 結晶片岩 414.34

砥石 S P l164 砂岩
火熱を受り

赤く変色

砥石 S B34 砂岩 10955
火熱を受り

赤く変色

石 臼 S D23 塩基性角礫凝灰岩 4蜃30
火熱を受リ

赤く変色

硯 包含層 半花間岩 105。 89

第7表  木製品観察表

遺物番号 図版番号 種類 出土地点 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) □径(cm) 底径(cm) 備考

椀 S T03 漆

箸状木製品 S T03
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第 8表  金属器観察表

第 9表  銭貨観察表

遺物番号 図版番号 種類 出土地点 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重さ(g) 材質 備考

釘 S B10 鉄

鉄鏃 (雁又) S D02 (12.3) 26.51 鉄

不 明 S D10 (7.3) 14。 12 鉄

477 不 明 包含層 (10。 2) 20.43 鉄

遺物番号 図版番号 銭種 出土地点 雀番(cm) 厚さ(Cm) 備 考

寛永通費 S D24

寛永通費 S Kll

開元通費 S X01

祥符通費 S X01

天稽通費 S X01

天直通費 S X01

天聖元費 S X01

皇未通費 S X01

皇宋通費 S X01

皇宋通□ S X01

嘉蒲通費 S X01

元豊通費 SX.01

元祐通費 S X01

元符通費 S X01

政昧通費 S X01

□定通費 S X01

□□□賓 S X01

□□□□ S X01

□□□□ S X01

□□□□ S X01

□□□□ S X01 (2.5)

□□通□ S X01 (2。 1)
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土器観察表凡例

残存率  その個体の径を測定 した部位と径に対する残存率を記した

法 量  口径・底径は最大幅を測定した

色 調   『新版標準土色帖』 (小山正忠 0竹原秀雄 編著)を基準とし色

名を記載 した

JIS該 当記号を記載 した
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図版第 1

1 上箱 I区全景

2 1F箱 Ⅱ区全景



図版第 2
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図版第 3
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図版第 4

1.I区 全景 (南か ら)
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図版第 5

1.I区全景 (南から)
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図版第 6
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図版第 7
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図版第 8
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図版第 9

1.S H01(西 か ら)

2.S K01(西 か ら)



図版第 10
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図版第 11
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2 S B10(東 から)



図版第 12
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